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日誌　十二　ゲーム同好会のよくある光景






「かくて、十三の王に至る道は開かれた──」

　冬の朝のような声で、彼女──森もり塚つか一いち乃のは言った。

　長い黒髪、赤い瞳ひとみ、冷たい顔立ちと黒いセーラー服が魔女のようだった。

　一乃の細い指が古い木のテーブルに伏せたカードをなぞる。

「星せい辰しんは揃そろう。裁定は下る。神威は顕現する。そして私の手は『輝ける星の時ストレートフラツシユ』を摑つかむ。絶望しなさい『道化師の栄光バツトジヨーク』沢さわ村むらキリカ──もはや、あなたに栄光はない」

　沢村キリカ──テーブルを挟んで座る彼女は輝く銀の髪に触れ、対面の一乃を静かに見下ろし柔らかく笑う。

「それこそまさに悪い冗談だよ、『煉獄カサルテイリオ』森塚一乃」

　二人はおおよそ正反対の容姿をしていた。一乃が夜ならばキリカは昼で、一乃が冬ならば、彼女はきっと春だ。

　二つに括った銀髪に海のような碧眼、着ているのはリボンタイのブレザー。

　氷細工のような一いち乃のと比すまでもなく、キリカは豊かな胸を支えるように腕を組む。

「運命が決着を叫ぶその瞬間まで勝利は幻想でしかなく、道化師は幻想を恐れない。道化師とは限りなく幻想に近く果てなく遠く歩き続ける影なのだから」

「ならば知りなさい、『煉獄カサルテイリオ』はその幻想すらも焼き尽くすことを──」

　嘲あざけるように唇を歪ゆがめ、一乃は言った。




「……『輝ける星の時』にストレートフラッシュってルビには無理がないか？」

　部室のドアを開けるや目に飛び込んできた色んな意味で痛々しい光景に彼──白しろ崎さき宗そう司じは思わずツッコミを入れた。

　荒あら谷や学園第三旧校舎、古びた木造校舎の一階、ゲーム同好会部室。

　開け放たれた窓からは放課後の太陽がさしこみ、湿り気を帯び冷やりとした六月の風が吹いている。

　エアコンなどという気の利いたものは当然ない。

　因ちなみに同好会なのに部室なのは荒谷学園統合当時（複数の中高が統合され、山一つがまるごと敷地の中高一貫巨大学園になった）の校則に理由があるのだが詳細は省く。

「遅かったのね、宗司」

「やほー、ソージラブー」

　テーブルに向かい合い座っていた二人が宗司の方を向いて言った。

　一乃とキリカの声に宗司は軽く手を上げて応じる。

「あーちょっとな、で、おまえら何してたんだ？」

「見ての通り、『異能バトルポーカー』よ」

　実にクールな声で、一乃が答えた。

　計六種類の学園制服（これも統合当時のなごりだ）中、最も暑苦しいと評判の黒のセーラー服すらクールに見えるほどクールにクールな声だった。

　何ともいえない困惑を浮かべた宗司は因ちなみに、暑苦しさ第二位の学ランを着ていた。

「いや……見ても聞いても一ミリもわかんねぇんだが」

「さすが宗司ね。冷凍野菜にだってもう少し理解力というものがあるわよ」

「そんな意味不明なポーカーが理解できないだけで冷凍野菜以下だと！」

「未満よ」

「いつものことだが、おまえ、おれの扱いがひどくないか？」

「仕方ないわ……」

　一乃は物もの憂うげに瞳ひとみを伏せて、長い黒髪をかきあげた。

「私ね、宗司を苛いじめているときだけは生きていると実感できるの」

「サド侯爵の生まれ変わりかおまえは！」

「気がつくと次はどうやって宗そう司じを苛いじめようか考えている私がいるの──ひょっとして、これが変？」

「恋だろ、そこはせめて恋だろ！　いや待て、恋でも嫌だ！」

「森もり塚つか一いち乃の、十六歳、初恋の相手は苛められて喜ぶ変態でした」

「喜んでねえ！」

「初恋の相手が宗司だなんて言ってないわよ？　少し自意識過剰がすぎるわね」

「ちくしょう、はめられた！」

　苦々しげに宗司が顔を歪ゆがめる。

　一乃は愉快そうな顔で、長い黒髪をしゃらりと揺らし首を振る。

「哀れな人ね」

「哀れむな、泣きたくなるから」

「そんな哀れな宗司の為に『異能バトルポーカー』の説明をしてあげる」

「……お願いします」

「読んで字の通り、異能バトルっぽい台詞せりふで進行するポーカーのことよ」

「頭の悪そうなゲームだな」

「通常のポーカーでの勝敗に加えて、異能バトルっぽい台詞を言えなくなっても敗北という恐るべきポーカー、最大の敵は羞しゆう恥ち心しん」












「訂正、間違いなく頭の悪いゲームだ」

「発案者は私」

「素敵なゲームですね一いち乃のさん！」

「間違いなく頭の悪いゲームじゃなかったのかしら？」

「誰だれがそんな失礼なこと言ったんだ？　そんな奴はアホだ。冷凍野菜にも劣る真性のアホだ。おれが二時間かけて『異能バトルポーカー』の素晴らしさを教え込んでやる」

「あなたのそういう、私に頭の上がらないところも、とても好きよ」

　皮肉っぽく唇を吊つり上あげて、一乃は長い黒髪をかきあげた。冷たく響く声の中で、好きよという言葉だけが奇妙に柔らかかった。

「いつか、いつかこの女をぎゃふんと言わせてやりてえ……」

　きっと宗そう司じはその柔らかさに気付かなかったのだろう、呻うめくように恨み言を漏らす。

　一乃は悪戯いたずらっぽく赤い瞳ひとみを細めた。

「ぎゃふん」

　見事な棒読みだった。

「……もういいです、僕が悪かったです」

　がくりと肩を落とす宗司の耳に、くすくすと笑う声が聞こえる。

「ソージは本当に、そういうところ可愛かわいいね」

　黙って二人のやり取りを眺めていたキリカが笑いながら言った。

　一乃が赤い瞳ひとみを細め、鋭くキリカを見据える。

　鋭い視線を平然と受け流して、キリカは豊かな胸のすぐ上、ブレザーのリボンタイを指先で少し緩めた。

　必然的にキリカの大きな胸が強調される。

　体型においてもキリカと対照的な一乃は、不愉快そうにシャープな眉まゆを寄せる。

「ねえイチノ──まだ勝負はついてないよ」

　柔らかい笑みを絶やさぬまま、キリカはテーブルの上に伏せたままのカードを示した。

「そういえばそうね。宗司のせいで忘れていたわ」

　冷たい顔から全すべての表情を消し、一乃が伏せたカードに手を添える。

「でも、私の勝ちは揺るがない。私は『輝ける星の時』を手にした。さあ、道化師──剣も握れぬその手で、どうやって力の差を覆くつがえすのかしら」

　ごく自然に『異能バトルポーカー』が再開されたらしい。

　宗司は閉めたドアに背を預け、黙って勝負を見守る。

「勝利が幻想であるように、力の差もまた幻想に過ぎないんだよ」

「自信があるようね」

「私のカードは『精緻なる黄金剣ロイヤルストレートフラツシユ』」

　その声は自信に満ちて、キリカの指先が伏せたカードを軽く叩たたく。

「星の時間すら切り裂き地に落とす」

　長い黒髪をかきあげて、一いち乃のは細い肩を大おお袈げ裟さにすくめた。

「こざかしいブラフね。幻想に幻想をぶつけるのは三流のやり口よ」

「そう、キミのブラフもわたしには通用しないのさ」

　一乃とキリカは睨にらみ合あう。

　赤と青の瞳ひとみが火花を散らし、二人は己おのがカードを開く。

「なっ！」

　珍しく一乃が驚きよう愕がくの表情を浮かべ、がたんと立ち上がった。

　対照的にキリカは余裕をたっぷり込めて猫のように微笑む。

　キリカの手札は、ただの、ワンペア。

「別に──わたしがイチノより強いカードを持つ必要なんてないんだよ」

　そして一乃のカードは、十、ジャック、クイーン、キング──何の脈絡もなく七。

「『輝ける星の時』は、その強さゆえに、とても脆もろい」

　悪戯いたずらを成功させた子どものように、キリカが勝ち誇る。

「ほんの少しバランスを崩せば星は地に落ちて、無残な『屍ブタ』になる」

「あなた、私のカードをすり替え──」

「終わった勝負に、文句をつけるがキミのやりかたなのかな？」

「くっ」

　一乃が口く惜やしげに表情を歪ゆがめる。確かに、すり替えの証拠はどこにもない。

「と、いうことでわたしの勝ちー」

　キリカは軽い調子で言うと席を立つや、輝く銀髪をなびかせ飛び掛かるようにして見物していた宗そう司じの腕に抱きつく。

「ソージの休日はわたしのものだ、イエーイ」

「は？　え？　休日？」

　突然抱きつかれたことと台詞せりふの内容に混乱し、宗司は二人の顔を交互に見る。

　すぐ傍そばのキリカはにこにこして、宗司を見上げていた。

　テーブルを立った一乃は不愉快気に眉まゆ根ねを寄せて、腹立たしさを誤魔化すように長い黒髪をかきあげ舌打ちをする。

「この勝負には、あなたの次の休日が掛かっていたのよ」

「正確にはどっちがソージと遊ぶかを賭かけてたんだよ」

「聞いてねぇぞ？」

「別にいいんじゃないかな、ほら、どうせソージ暇ひまでしょ」

　少しも悪びれることなくにこにこ笑ってキリカは言った。

「普通に考えて事前に一言ぐらいおれに確認取るべきだろ、普通に考えて。大事な事なんでもう一回強調するぞ、普通に考えて」

「でも暇ひまなんだよね」

「……まあ、暇なんだけどな。つうかキリカ、あんまりくっつくな」

　腕に当たるマシュマロみたいな胸の感触のせいで、気が散ってしょうがなかった。

　あんまり気が散っていたせいで、

「────不愉快だわ」

　一いち乃のの瞳ひとみに危険な輝きが宿ったことに気付かなかった。

　そしてキリカは知ってか知らずか、ますますぎゅっと甘えるように抱きついてくる。

　顔の傍そばで揺れるキリカの銀髪からミルクのような匂においがし、宗そう司じの顔は赤くなる。

「んー、なに、ソージ照れてるの？」

「照れてるよ！　仕方ないだろ、高等部二年の健全な十六歳男子なんだぞ！」

「おまけに彼女もいないもんねー」

「うっせえ！　そうだよ、どうせ恋人もいやしない寂さびしい奴だよ！」

「アハハハ、ソージ、顔が真っ赤になってる」

「やかましいわ！」

「おもしろーい」

「面白くないぞ、おれは少しも面白くないぞ」

「どさくさに紛れて触っても、少しくらいなら許してあげるよ？」

「触りません。だから離れてください」

「はーい」

「なぜ逆に押し付ける！　なにこれ柔らかい！」

「アハハハ、ソージは本当にかわいいねー」

「────あんな脂肪の塊かたまりにデレデレして」

　ぽつりと真冬の寒風の如ごとき冷えた声で一乃が呟つぶやく。

　相変わらず赤い瞳は危険に輝き、キリカの豊か、っていうか巨大な胸を睨にらんでいた。

　ちらりと、挑発するようにキリカが一乃に視線を向ける。

　一乃は思わず自分の胸を触る。

　ぺたん。

　その一言が殆ほとんど全すべて。このほんの数秒のやり取りに宗司は気付かない。

「でね、ソージ。電車で二駅のところにね、美お味いしいパスタ屋さんを見つけたのさ」

　何事もなかったかのように、キリカが会話を続ける。

「あ、ああ……おまえ、相変わらず色々食べ歩いてるんだな」

　宗司は六月だというのに妙な寒さ（主原因、一乃の放つ殺気）を感じながら、頷うなずく。

「美お味いしいもの食べると幸せな気持ちになれて素敵だよね」

　にっこりと、それこそ幸せそうに微笑ほほえんでキリカは続ける。

「で、そのお店がね、週末はカップルサービスしてるんだよ」

「なるほど、で、おれに付き合えと？」

「そ」

　嬉うれしそうに笑うキリカの陰で、一いち乃のは苛いら立だちを隠しもせずに唇を嚙かむ。

「……私の目の前で、イチャイチャと」

　一乃の周囲だけ冬になったような冷たい殺気を放ち、長い黒髪が、黒いセーラー服が微かすかに揺らぐ。

　気付け宗そう司じ、地味にピンチが迫っているぞ。

「別の奴連れて行けよ、おまえなら恋人役やりたい奴なんてダースで用意できるだろ」

　全然気付いてないようだ。

　未いまだにキリカの胸の魔力に囚とらわれているようだ。

　顔は真っ赤で目線が落ち着かずうろうろしている。

「ソージ、そのジョークは全然面白くないよ？」

「え？　おれ、何か間違えたこと言ったか？」

「間違えすぎだね。女心がわかってないね。そんなんだから彼女が出来ないんだね」

「彼女は関係ないだろ！」

「『白しろ崎さき君？　うーん、いいひとだよね』って困り顔で女子に言われちゃうんだよね」

「やめて、僕のトラウマを抉えぐらないで！」

「ぶっちゃけちゃうとさ、恋人扱いされても許せるかなーって男の子がソージぐらいしかいないんだよね」

「な、なんて恥ずかしい台詞せりふだ。聞いてるこっちが赤面しそうだ」

「えへへ、わたしもちょっと恥ずかしかったかな」

「くうっ、普段は八割うざいくせに、たまに妙に可愛かわいい顔しやがって」

　はにかんだキリカに、宗司は不覚にもちょっとときめいた。

　その刹せつ那な、

「沢さわ村むらキリカ！」

　突然、一乃が怒鳴った。

　びくりと宗司の背筋が震える。

　別に自分が怒鳴られたわけでもないのに、宗司の背筋に冷や汗が流れる。

　凄すさまじい、燃え盛る煉れん獄ごくのような目つきで一乃がキリカを睨にらみ一歩だけ歩く。

　長い黒髪が、黒いセーラー服のスカートが僅わずかに揺れ、殺気が膨ふくれる。

「……やべえ」

　宗そう司じは掠かすれた声で呟つぶやき、圧力に押されるように後ろへ下がる。

　何がどうしてこうなったのか、少しも理解していなかった。

　ああいや、ひょっとしたら、一いち乃のが何か凄すごく重大な用事を宗司に頼みたかったとかそういう感じかもしれない──が、もう手遅れだ。

　せめてこの場が穏おん便びんに収まるよう、宗司は神に祈った。

「なにかな、負け犬ちゃん」

　神はいなかった。

「わたしはソージと休日の予定を立てるから、邪魔しないでくれないかな？」

　赤い瞳ひとみを燃やして物理的な圧力さえ感じる殺気を放つ一乃に対して、キリカが平然とそう言い放ちやがってくれた。

「そう」

　一乃が唇を吊つり上あげて薄く鋭い氷のナイフのように歪ゆがめる。

　一乃は、基本的には、クールな少女だ。

　しかしそれは薄氷一枚分の冷たさでしかなく、向こう側には苛か烈れつな炎がある。

　要は──挑発されれば、絶対に、乗る。

「どうやら、あなたとは一度、決着をつける必要があるみたいね」

「アハハハ、ジョークはその胸の薄さだけにして欲しいなー」

「黙れ胸デブ女」

「やーい、絶壁まな板だいへーげーん」

　冷え切った一乃の声と、こんなときですら明るいキリカの声。

「……超逃げたい」

　この二人が張り合うと大概は間に挟まれる宗司がぼやく。

　そして宗司が間に挟まれないときは──もっと、悪い。

「どうやらあなた──死にたいようね」

「アハハハ──上等だよ、いい加減に決着をつけようかっ！」

　凍えるような一乃の声、虎のようなキリカの笑み。

　一乃はポケットからジッポライターを取り出し、慣れた手つきで点火する。

「我が根源、我が世界、我が魂──」

　灯ともる炎、紡つむぐ呪文、変質する部室の空気。

「顕現せよ『煉獄カサルテイリオ』！」

　轟ごう！　一乃を中心に炎風が吹き荒れ部室を覆う。

　異能バトルポーカーなんて冗談ではない、本物の──異能の力。

　一つの名と二つの力を持つ理由なく存在する力。

　一乃のそれは『煉獄カサルテイリオ』の名を持つ炎の異能。

　第一の力は結界の力。

　吹き荒れ、部室を覆った炎が消えて、そこに一いち乃のの世界が顕現する。

　空は赤く、大地は赤く、そして果てもなく何者も生きられぬ無限の荒野。

　一乃、キリカ、そして宗そう司じは世界から隔離された結界の中にいた。

　だが、まだ終わらない。一乃は続けて『煉獄カサルテイリオ』第二の力を発動させる。

　虚空に一乃が右手を伸ばし、応じるようにキリカも虚空に右手を伸ばす。

　そして二人は、己おのれの異能を呼ぶ。

「罪を焼け──」

「空笑え──」

「赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

「欺あざむく影絵『道化師の栄光バツトジヨーク』！」

　一乃の右手が虚空より燃える炎の槍やり『煉獄カサルテイリオ』を取り出し握る。

　キリカの右手が虚空より割れた仮面『道化師の栄光バツトジヨーク』を取り出し摑つかむ。

　槍と仮面、結界と対になり同じ名前を持つ、異能の第二の力。

　超常の力を秘めた武器が、手にする二人を戦士に変える。

「地べたに這はいずり、煉れん獄ごくの炎に焼かれなさい」

「まったく、悪い冗談だよ」

　赤い瞳ひとみがキリカを見据え、口元に冷たい嘲あざけりを浮かべる。

　青い瞳が一乃を見据え、口元に愉快そうな笑みを浮かべる。

「あなたに恐怖を教え込んであげるわ」

「実現不可能ってことを除けばいいジョークだねっ！」

　たんっ、キリカが割れた仮面を被かぶり地面を蹴けって走り出す。

　銀の髪をなびかせ走る彼女の右手から剣が顕あらわれる。

「笑えないジョークにも程があるわね」

　くるり、迎え撃つ一乃が回転する。長い黒髪が弧を描く。遠心力を乗せて『煉獄カサルテイリオ』で薙なぎ払う。

「いい反応してるじゃんっ！」

　ギィン！

　右手のブレードで薙ぎ払いを受け止め、キリカは勢いに逆らわず大きく背後に跳んだ。

「『煉獄カサルテイリオ』よ、第三の罪を焼け──」

　その隙すきを逃さず一乃は大きく肩を引いて

「《憤ふん怒ぬの咆ほう哮こう》！」

　燃える槍を投とう擲てきする。

「その技はもう、何度も見たよイチノっ！」

　着地と同時に、会心の笑みを浮かべ虎のように低くキリカが再び駆けた。

「──ッ、失敗したわね」

　忌々しげに、一いち乃のが吐き捨て自らも走る。

　一方、宗そう司じは早々に避難して、二人の闘争を遠くから眺めていた。

「やれやれ……」

　どこか楽しそうな二人、宗司は小さく溜ため息いきを吐つく。

「時々は戦いでもしなけりゃ、やってられないんだろうけどな」

　この世界に悪の大魔王はいない、異世界からの侵略者は来ない、千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎なぞの組織はない。

　平和な世界だ。その平和さは、彼女たちの異能を無意味に変える。

　戦場を奪われた戦士、死蔵された武器──どこにも倒すべき敵はいない無意味な力。

　こうして争っている間ならば、意味がある。

「どうでもいいけどおまえら、怪け我がだけはするなよー」

　宗司の言葉をかき消すように、一乃の投げた《憤ふん怒ぬの咆ほう哮こう》が炸さく裂れつし、轟ごう音おんと爆炎を撒まき散ちらした。






日誌　一　ゲーム同好会初日、あるいは見事に何もない一日






「契約をしましょう。あなたには私をあげるわ──だから」

　そんな一乃の誘いに乗り宗司はゲーム同好会に加入することになった。

　と、言っても、宗司と一乃の二人だけなので学校側からの補助はほぼ無く、部室だけは貰もらえたがそれも大したものではない。

「見事なまでに何もねえな」

　ゲーム同好会にあてがわれた第三旧校舎一階の部屋をドアから眺め、宗司が言った。

「仕方ないわ。会員二人の同好会だもの」

　隣に立つ一乃が小さく肩をすくめる。

「まあ……荒あら谷や学園の倉庫なんて呼ばれてる校舎だし。テーブルがあるだけ御おんの字か？」

　部室の中央に置かれた、埃ほこりを被かぶった木製のテーブルと椅い子すの他ほかに文字通り何一つない。

　教室サイズの部屋にテーブル一つという光景は必要以上に寒々しく見えた。

「部屋が広く使えていいわ。どうせ私たちの活動に必要なものなんて何もないのだから」

　クールに一いち乃のが言って、宗そう司じは軽く肩をすくめた。

「ゲーム同好会ねぇ」

「見せ掛けだけよ」

「なんでまたゲーム同好会にしたんだ？」

「誰だれも入りそうにないからよ。別に私とあなた以外の会員を集める必要もないもの」

「そういや、ゲームクラブが別にあったな」

「コンピューターゲームのパソコン部、非電源系ゲームの伝統ゲーム研究会、本当にゲームをしたい人間はどちらかに行くでしょうね」

「なるほど、そりゃ誰も入りそうにない」

　別にゲームがしたいからゲーム同好会を作ったわけでもない。

「そもそもが見せ掛け、私たちが一緒にいて不自然でない理由なら何でもいいわ」

　それがたまたまゲーム同好会だった。

「それ以前に、男女二人きりの仲睦むつまじい同好会に入ろうなんて人もいないわよ」

「想像を絶する気まずさだろうからなあ……」

　ちらりと、宗司は隣に立つ一乃を見下ろした。

　綺き麗れいな横顔だった。

　冷たく、可か憐れんではなく、ただ美しく艶つやのある長い黒髪からは淡い花の匂においがした。

　冷たい空気が黒いセーラー服によく似合っていて、凍りついた花のようだった。

　一度も会話をしたことのない頃ころから、宗司は一乃をそう思っていた。

　その勝手な予想は、半分まで正しく、半分は間違えていた。

「仲睦まじい、ね」

　本当に仲睦まじいかどうかはともかく、他人から見れば自分と一乃はそう見えるのだろうか？　その端整な横顔を見つめて疑問に思う。

「あなた、私の顔が好きなの？」

　前を見たまま、一乃は視線だけで宗司を見た。

「はい？」

「私の顔を見ていたから」

「ああ……いや、別にそういうわけじゃ」

「なら見ないでくれるかしら、ケダモノのような視線で見詰められるのは気分が悪いわ」

「そんな目で見た覚えはないぞ！　つうか、地味に言ってることがひどいぞおまえ！」

「冗談よ。どうせ宗司にはそんな度胸も甲か斐い性しようも根性もないでしょう？」

「よろしい、喧けん嘩かを売ってるなら全力で買ってやる」

「あら、売ってもいいの？」

　仕草だけは可愛かわいらしく、長い黒髪を揺らして一乃は小首を傾かしげる。

「すいません、調子に乗りました売らないで下さい」

「ヘタレね」

　一いち乃のは皮肉っぽく唇を吊つり上あげ長い髪をかきあげた。かきあげた黒髪は宗そう司じの鼻先をかすめて、淡い花の匂においを僅わずかに届ける。

「……ひでえ言われようだ」

　宗司が小声でぼやく。一乃は既に殺風景な部室に脚を踏み入れ歩き出していた。

　小さな一乃の背中と、歩くたびに僅かに揺れる長い黒髪を眺めながら肩をすくめ、宗司は一乃の後に続いた。

　そして、テーブルと椅い子すの埃ほこりを払い、向かい合って二人は座る。

「……」

「……」

　向かい合って座ったが、会話はなかった。

　一乃は実にクールな瞳ひとみで、じっと宗司を見つめている。

　宗司は妙に居心地が悪くて微妙に視線を逸そらした。

　気まずい沈黙だった。

「話すことが、ないな」

「そうね」

　また沈黙し、宗司はますます居心地の悪さを感じる。

　だが一乃はやはり平然としている。

「何か話せよ」

「いつもどおりよ、誰だれとも話さないのが」

「そうだな」

　誇張なしに、宗司は一乃が誰かと会話、いわゆる雑談をしている姿を見たことがない。

　二人が初めて会話したのすら、ほんの数日前。

　宗司もそれ以前は一度も会話したことのないクラスメイトでしかなかった。

　二人とも中等部から荒あら谷や学園に通っていて、何度か同じクラスになったこともあった。それでも一度も会話をしたことはなかった。

　数日前に宗司は一乃の秘密を知って──今は、こんな状況だ。

「そんなに退屈なら、これを貸してあげるわ」

　黒いセーラー服からジッポライターを取り出し、一乃が差し出す。

「いや、それでどうしろってんだよ」

　怪け訝げんそうに言うと、一乃は親指でジッポライターの蓋ふたを弾はじいて開けた。

　カチャン、パチンと、リズミカルに蓋を開閉する軽い音が響く。

「一乃？」

「時間は、潰つぶせるわよ」

　一いち乃のは赤い瞳ひとみでじっと宗そう司じを見詰めたまま、何度もジッポライターを鳴らす。

「……虚むなしさに押おし潰されそうだからやめとく」

「そう」

　カチャン、パチン。一乃がジッポライターを鳴らす。

「なあ、その、ゲーム同好会なんだし、ゲームでもしないか？」

「何か持ってるの？」

「……何も持ってません」

「計画性がないのね」

「うるせえですよ」

　パチンと蓋ふたを閉じて一乃はジッポライターをテーブルに置いた。

「安心なさい、こんなこともあろうかと私はトランプを持っているわ」

　一乃は封も切っていない真新しいトランプを机に置いた。

「持ってるんなら最初から出せよ……つうかわざわざ買ってきたのか」

「ええ、トランプを買うなんて初めての体験だったわ」

　頰ほお杖づえを突いた一乃が、妙に艶なまめかしい上目遣いに宗司を見詰めた。

「……」思わず、宗司は視線を逸そらした。

　何気ない台詞せりふに一乃の孤独を感じ、どこか哀しく──

「初体験の相手が宗司だなんて、死にたくなるわね」

　なりそうだったのだが全力でぶち壊された。

「なんだその色々誤解を招きそうな上に失礼な言い草は！」

「神経衰弱でもしましょう」

「おいこら、無視するな！」

「因ちなみに神経衰弱をするのも初体験」

「よし、黙れ」

「初体験の相手が宗司だなんて、死にたくなるわね」

「頼むから、頼むからもう喋しやべるな」

「わがままな人」

　トランプの封を切りながら、一乃は大おお袈げ裟さにため息を吐つく。

「私のような美少女の初めてになれたのだから喜んでもいいのよ？」

「なんでいちいち誤解を招くような言い方するんだおまえは」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳──」

　皮肉っぽく唇を吊り上げ、一乃は長い黒髪をかきあげる。

「えっちぃことにも興味津しん々しんなお年とし頃ごろ」

「……はい？」

「えっちぃことにも興味津しん々しんなお年とし頃ごろ」

「いや、二度繰り返して欲しいわけじゃねえぞ」

「えっちぃ衣装を着せられて宗そう司じにあふんあふん言わされる覚悟も完了」

「そんな覚悟はいらん！」

　真顔で淡々と言われるとむしろ聞いてる宗司の方が恥ずかしくなる。

「二度繰り返すなと言ったから変化をつけてみたわ」

「そんな変化もいらねぇ！」

「わからないわね、宗司は何が不満だというの？」

　僅わずかに首を傾けて、一いち乃のが問う。

「……もしかしておまえ、おれで遊んでるだろ？」

「さて、カードを並べましょうか」

「ここに来てまさかのスルーだと！」

　実にクールにスルーして、一乃は伏せたカードをテーブルの上に並べる。

「では宗司」

　綺き麗れいに並べたカードを掌てのひらで示し、じっと宗司を見詰めて一乃は言う。

「お先にどうぞ」

　宗司は軽く肩をすくめてカードの一枚を表に戻した。

　ハートのエース。

　微妙に暗示的なカードかもしれない。

　こうして神経衰弱は始まり、肝心の勝負の行方はというと、

「そういや……おまえ、学年トップクラスの成績だったな」

　一乃が圧倒的に強かった。

　三度やって、現在四度目、宗司の三連敗。

「こんなものは記憶力だけの勝負よ。理解力も応用力もいらない」

　どうでもよさそうに、一乃は指先で長い黒髪をいじっている。

「その記憶力ですら、おれはおまえに及ばないわけだけどな」

　答えを返す宗司は一乃を見ていない。

　テーブルに並んだカードを睨にらみ付つけて脳内で記憶したマークと数字を繰り返している。

　宗司の手番、カードを一枚ひっくり返す、その番号を記憶の中から探す。

「そういえば宗司」

「んー」

　じっと待っているのが退屈になったのか一乃が声をかけた。

　宗司は二枚まで絞って、どちらだったか思い出そうと懸命だった。

「小耳に挟んだのだけれど、駅の裏手にメイド喫茶が出来たらしいわね」

「そうなのか」

　唐突にも程がある話題を気にもせず、宗そう司じは適当な相あい槌づちを打ち右か左かを考えていた。

「割合に際きわ物ものだと思うのだけれど、採算はとれるのかしら、無駄に数の多い荒あら谷や学園生徒をターゲットにしているというわけでもないでしょうに」

「どうだろうな」

「メイド喫茶は簡単そうに見えて、固定客を得るには女性店員と料理の質をそれなりのレベルでまとめる必要がある難しい営業形態だと思うのだけれど」

「かもな」

「宗司、私の話を聞いてる？」

「もちろん」

「……あまり関係はないのだけどメイド喫茶に女性一人で入るというのは勇気がいると思わない？」

「だろうな。まあ、それこそおれには関係ないけど」

「…………ところで、あなたはメイド喫茶に興味はあるかしら？」

「いや、別に興味はないな」

「………………もう一度聞くわ、宗司、メイドはお好き？」

　何な故ぜか、一いち乃のは苛いら立だっているようだったが、

「別に？　メイドなんてどうでもいい」

「……そう、残念だわ。私はとても嫌いじゃないのだけれど」

　この男は気付きもしなかった。

　恐らく頭の中が右と左のカードのどちらを選ぶかでいっぱいなのだろう。

　負け続きでちょっとむきになっていたのかもしれない。

「どうやら、宗司には教育が必要みたいね」

　一乃がぽつりと呟つぶやく。

「よっしゃ、こっちだ」

　ようやく宗司は右のカードを選んだ。

「……わお」

　めくった途端に肩をすくめる。はずれだった。

「あなたの狙ねらっていたカードは一つ隣よ」

　自分の手番になった一乃はさっき宗司が取り損ねたカードをあっさりと取った。

　そしてそのまま宗司に次のターンが回ることなく第四回神経衰弱は終了した。

「滅め茶ちや苦く茶ちや強いな、おまえ」

　半なかば呆あきれたように、半ば感心したように宗司が呟く。

　そのまま再びカードを並べようとすると、一いち乃のは置きっぱなしにしていたジッポライターを手にして席を立った。

「今日はもう帰るわ」

「ん？　あ、ああ、また明日な」

「また明日？」

　立ち上がった一乃がじっと宗そう司じを見詰める。

「むう？　おれ、何か変なこと言ったか？」

　不思議そうに宗司が首を傾かしげると、一乃は皮肉っぽく唇を吊つり上あげた。

「いいえ、少し驚いただけよ。あなた、意外に契約に誠実なのね。そんなに私が欲しいの？」

「嫌な言い方すんなよ……」

　本心から嫌そうに、宗司は顔を歪ゆがめた。

「ケダモノだわ、ケダモノだわ」

「そういう言い方はもっとやめろ！　おれはただおまえを──」

　遮るように、一乃は身を屈かがめて宗司に顔を寄せた。

　すぐ傍そばで、息を吹きかけるように、彼女は囁ささやく。

「宗司の、えっち」

　ぞわりと甘い痺しびれが宗司の背筋を走り言葉を失う。

　その様子が可お笑かしいのか、一乃は愉快そうに目を細めて、

「あなた、意外と可愛かわいいのね」

　ちろりと赤い舌で、艶なまめかしく誘うように唇を舐なめた。

「あ、あ、え、え、ええ、」

　急に恥ずかしくなったのか宗司の顔は真っ赤で、金魚のように口をぱくぱくと動かす。

「冗談よ」

　あっさりと身を離して、一乃は背を向ける。

　そのまま部室から去っていく背中を、宗司はまだ絶句したまま見送る。

　そして彼女が部室のドアを開け、不意に長い黒髪を揺らして振り返る。

「言い忘れていたけれど宗司、今日はそれなりに楽しかったわ」

「あ……あ、ああ、こ、こっちこそ」

　まだ微妙に立ち直っていないながらも、宗司は引ひき攣つった笑みを浮かべて手を振る。

「明日もきちんと部室に来たなら、少しは信用してあげるかもしれないわね」

　長い黒髪をかきあげて、一乃は今度こそ部室を出た。

　宗司はしばらく一乃の出て行ったドアを眺めていたが、やがて一つ盛大に溜ため息いきを吐ついて天井を見上げた。

「ちくしょう……弄もてあそばれた」

　終始、一いち乃ののペースだった。

　が、それなりに楽しんでいたのなら悪くないかとも心の片隅で思う。

　木造校舎の古い天井には蛍光灯があるだけで、何も言わず再び沈黙が覆う。

「……おれも帰るか。しっかしまあ、見事に何もない普通の一日だったな」

　ぽつりと呟つぶやいて席を立った。

『煉獄カサルテイリオ』の異能を持つ森もり塚つか一乃のような少女と過ごすには普通過ぎる一日だ。

「ま、そんなもんか。どこぞのテレビゲームみたいに世界を狙ねらうよくわかんねー敵がいるわけでもなし」

　普通に過ごすしかない、一日だ。今日も、昨日も、きっと明日も同じだ。

　こんな具合に、明日も一乃と過ごすのだろうと宗そう司じは漠然と思う。

「平穏平凡、万々歳だ」

　大きくのびをして、宗司もまた部室を出た。













日誌　二　メイドトラップ






　翌日、ゲーム同好会設立より二日目。

　宗そう司じは放課後のチャイムから三十分ほど遅れて第三旧校舎空き教室──現ゲーム同好会部室のドアを開ける。

「悪い、ちょっと野暮用で遅くな…………っ………………た」

　メイドがいた。

　メイドが目の前に立っていた。完璧なまでにメイドだった。

　長い黒髪を飾るホワイトブリム、小柄な体を包む清せい楚そな紺色ベースのメイド服、同色のロングスカートの上には白いハーフエプロン、どっからどう見てもメイドだ。そして整った顔立ちと長くさらさらの黒髪が上品なメイド服によく似合っていた。

　しかしそれ以上に、一いち乃のの整った顔立ちと長い黒髪が上品なメイド服によく映はえる。

「宗司、これ似合うかしら？」

　メイド──メイド服姿の一乃は紺のロングスカートを少し摘つまんで、僅わずかに腰を捻ひねり白いハーフエプロンを揺らしメイド服の存在を強調する。

　恐らく一乃の狙ねらい通りに、宗司は一乃のメイド姿に微かすかに揺れる紺のロングスカートに視線を吸い寄せられる。

「ああ、うん、凄すごく、メイドさんだな」

　それこそ、見み惚ほれてしまうぐらいに似合っていた。宗司は気恥ずかしくなり紺のメイド服姿の一乃から少し視線を逸そらす。

「そう」

　素っ気なく返した一乃の頰ほおはかすかに赤く、紺色のロングスカートを摘む指を離した。

　照れているのだろうか、もしくは単純にちょっと嬉うれしかったのかもしれない。

「似合うけど……なんだ、それ？」

「メイドですが、何か？」

「いや、それはわかる。なんでメイドなのかと聞いているんだ」

「宗司のくせに随分と哲学的な質問をするのね。何ゆえにメイドなのか、即すなわち、何をもってメイドはメイドとなり得るのか、なかなか興味深い命題だわ」

「待て、質問の受け取り方がおかしい」

　無視して、一乃は口元に手を当てて考え込む。

「元来メイドとは、ただの家事技能者でしかないはず。閉鎖環境において圧倒的下位の立場にあることから被虐的かつ性的なイメージの対象にされたこと自体は不思議ではないし。事実主人が愛人をメイドに、またメイドを愛人にしたという例は洋の東西古今を問わず幾らでも存在するわ」

「あの、もしもーし」

「しかし昨今、特に日本におけるメイドは元来の家事技能者としての意味を半なかば喪失しつつある。メイド喫茶の出現などその非常にわかりやすい実例ね。翻ひるがえってフィクションにまで目を向ければもはや無法地帯。機能性を奪い性的な魅力を高めることを追究したセクシャルなメイド服の存在という外的要因は当然、内的にも『主人より偉そうなメイド』、『家事技能を有さないメイド』、『戦闘能力を高めたメイド』、『他要素と混在した結果としての魔法メイド少女などのキメラメイド』、『単なるメイドコスプレ』など、メイドの可能性を追究した──と、いうよりは迷走、もしくは暴走状態ね」

「あの、一いち乃のさん？」

「結局のところ、『メイドとはメイドのことである』というトートロジーでしかメイドの本質には迫れないのかもしれない」

「すいませーん、聞こえてますかー、僕の存在見えてますかー」

「もっとも、この類たぐいのたけのこメイド（雨後のたけのこのように出現したメイド的存在）は一世代、長くて数世代の存在でしょうね。『普通のメイド』から生まれて『普通のメイド』を越えられず『普通のメイド』に回帰する光景が容易に浮かぶわ。進化退化の判別はともあれ変化を繰り返した結果、原型に回帰するというのは──控えめに言って絶望的な笑い話だわ。あるいは『普通』という概念の持つ最悪な強大さに絶望するべきかしら」

　話を締めくくるように、メイド服一乃が皮肉っぽく唇の端を吊つり上あげた。

「……おまえがメイド好きってことだけはわかった」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳──」

　メイド服一乃はホワイトブリムを載せた長い黒髪をかきあげ告げる。

「ちょっぴりオタクなトークもいける美少女」

「ちょっとじゃねえだろ！　今の語りを文字にしてみろ、文庫本一ページがおまえのメイドトークだけで埋まるぞ！」

「あら？　私が美少女であることについては否定しないのね」

「うぐっ」

　きらん、弱みを見つけた猛もう禽きんのように一乃の瞳ひとみが輝く。

「否定、しなかったわね」

「いや……それは、だな」

　一乃にじっと見詰められて、宗そう司じの視線が左右に泳ぐ。

「私が美少女だと認めるのね」

「あー、うん、まあ、認めるのもやぶさかでないというか……」

　視線が左右に泳ぎっぱなしだった。

　別に、一いち乃のが美少女だというのに異論を唱えたいわけでもないのだろう。

　単に、恥ずかしいのだ。

「ねえ、宗そう司じ」

「……なんだよ」

　一乃がメイド服の裾すそを少し摘つまみ上げて、くるりと回る。

　長い黒髪がゆるりとなびき、ロングスカートの裾がふわりと弧を描く。

　くるりと回って、宗司を見上げ、ちょっとはにかみ、




「ご主人さま、大好き」




　────宗司の頭が真っ白になり、全身が硬直した。

　呼吸すらも忘れてしまっていた。

　硬直した宗司の鼻先を、一乃が人差し指で軽く突いた。

「美少女だと認めなければ、もう一度さっきのをやるわ」

　いつものようにクールに一乃が言う。

「わかった、わかった、認める。一乃は可愛かわいい！　すっごく可愛い！　これでいいんだろ、これでいいんだな！」

　顔を真っ赤にして宗司が叫んだ。

「まあ、許してあげましょう」

　面白がるように、くすりと唇を緩める。

「宗司『で』遊ぶのって楽しいのね」

「せめて……せめて、宗司『と』であって欲しかった」

「あら、私の玩具おもちやでは不満」

「不満に決まってるだろうが！」

「贅ぜい沢たくな玩具ね」

「……ああもう、玩具でもなんでもいいよ」

　言って、宗司は盛大に溜ため息いきを吐つき、まじまじと一乃の顔を見下ろす。

　凍りついたような綺き麗れいな顔。

　凍りついた炎のような瞳ひとみが、じっと宗司を見上げている。

　黙っていれば、人形のようだ。

　口を開けばまあ……あれだ。

　おまけに、紺色ベースのオーソドックスなものとはいえ、メイド服姿だ。

「おまえさ、昨日は『えっちぃことに興味津しん々しんなお年とし頃ごろ』とか言ってたよな」

「ええ、言ったわよ」

「で、今日がメイドを熱く語るちょっぴり？　オタクな美少女だよな」

「なぜ疑問符がつくのかはともかく、その通りね」

「…………物もの凄すごい勢いで、おれの中の森もり塚つか一いち乃ののイメージが崩れていくんだが」

「滑こつ稽けいだわ」

「滑稽ですか」

「無ぶ様ざまでもあるわね」

「無様ですか」

「醜悪とも言ってあげましょう」

「そろそろ泣くぞおれ？」

「そう、ではどんなイメージを持っていたのか、言ってみなさい」

　一乃の瞳ひとみはじっと見詰めて、一度、長い髪をかきあげる。

　長い黒髪からは淡い花の匂においがする──不意に、思い出す。

「──あれは」




　宗そう司じがまだ中等部に入学したばかり、季節は、春だった。

　たまたまその日、宗司は同級生の少女の悩みを聞いていて帰るのが遅くなった。

　鞄かばんを取りに教室に戻ると教室は一面、空と夕焼けの色に染まっていた。

　そこに一乃が、いた。

　会話を交わしたことなど一度もない。彼女はただじっと窓際から夕焼けを見ていた。

　ドアを開ける音に、ゆっくりと夕焼けの中で一乃が振り返った。

　夕焼けに染まる黒髪と、夕焼けよりも赤い赤の瞳が残酷なまでに──綺き麗れいだった。

「よ、よう。森塚……」

　妙に緊張して、宗司は言った。

「……」

　何も言わず、一乃は立ち上がり鞄を手に教室を出て行った。

　宗司の隣を通り過ぎる時ですら一いち瞥べつもなく、宗司はただ揺れる黒髪を見送った。

　一乃の黒髪からは、淡い花の匂いがした。

　まるで別の世界に生きているようだった。

　たとえこの世界が滅んでも、彼女には何の影響も与えないようにさえ思えた。

　同じ場所にいるのに、同じ場所にいない、見えない壁に囲まれているようだった。




「氷みたいだった」

　宗そう司じは、今、部室で、目の前にいるメイド姿の一いち乃のに告げる。

「一度も会話をしたことのない部外者が抱きそうなイメージね」

　軽けい蔑べつしたように、一乃が鼻を鳴らす。

　宗司は決まり悪げに赤い瞳ひとみから目を逸そらした。

「……悪い」

「謝る必要はないわ、そうイメージされるように振舞っていたのも間違いではないもの──誰だれかが、間違えて私に近付いてこないようにね」

　あなたのように──と、言外に一乃の瞳が告げていた。

「実際の私はこんなのよ、失望した？」

「いや、おれは今の一乃のほうが好きだ」

「正気の人間には決して言えないような恥ずかしい台詞せりふを真顔で吐くのね」

「うるせえよ！」

「ふふっ、まあ、座りなさい、いつまでも立ちっ放しというのも間抜けでしょう」

　ホワイトブリムを載せた長い黒髪をかきあげて一乃が促うながす。

　宗司は素直にテーブルについたが、一乃は何な故ぜか座らず宗司の横に、それこそ本物のメイドのように控えた。

「おまえは座らないのか？」

「今の私はメイドよ」

「はい？」

　まあ確かに、見た目は完全なメイドだ。それも色物系ではない紺色のメイド服だ。

「非常に、非常に、非常に、屈辱的だけれど部室にいる間は宗司をご主人さまと呼ぶつもりでもあるわ」

「そこまで嫌ならやめろ！」

　はたと、宗司は気付く。

「そういや、そもそも最初の質問に答えてもらってない、おまえなんでメイド服なんて着てるんだ？」

　つい、と一乃が宗司を指さす。

「あなたは昨日、許されない発言をしたわ」

「……オーケイ、わかるように説明してくれ」

「メイドなんてどうでもいい、と、あなたは昨日発言したわ」

「神経衰弱のときか、そういやそんなことも言ったような……」

「死刑よ」

「何の罪で！」

「メイド侮辱罪」

「刑法のどの辺に載ってるんだそれ！」

「メイド不敬罪のほうがよかったかしら」

「ねえよ日本に！」

「なければ作ればいい、法律とはそういうものよ」

「法律作成の権限は立法府のものです！」

「権限がなければ奪ってしまえばいい──」

「法律とはそういうものじゃねえからな！」

「……ちっ。仕方ないわね、当初の予定通り宗そう司じにメイドの素晴らしさを教え込む方向で行きましょう」

「今までの全部口からでまかせなのかよ」

「いいえご主人さま、ただの思い付きよ」

「もう始まってるのかメイドごっこ！」

　不出来な生徒を見る家庭教師のように一いち乃のが首を振る。

「ご主人さまは何を寝ね惚ぼけたことを言っているのかしら？　私が十歳の頃ころ、屋敷に貰もらわれてからの付き合いじゃない」

「そういう設定か」

「女遊びに夢中で放ほう蕩とう三ざん昧まいのご主人さまを、影からそっと見守っています」

「どういう設定だ！」

「きっと昔のように優しいご主人さまに戻ってくれると淡い恋心を胸に秘めているわ」

「だからどうしておれの設定がそんなにひどいんだ！」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳メイド──」

　皮肉っぽく唇を吊つり上あげて、紺色メイド服姿の一乃は黒髪をかきあげる。

「えっちぃご主人さまにも健けな気げに尽くす、薄幸の少女」

「尽くさんでええわい！」

「あなたはひどい人だわ」

　責めるでもなく、じっと僅わずかな悲しみを滲にじませて一乃が見詰める。

「やめろ、そんな目で見るな、なんか世界最低の悪人になった気分になる」

「……あなた本気で苛いじめ甲が斐いがあって楽しいわね」

　淡々とした声が、ほんの少し楽しそうに聞こえたのは宗司の気のせいだろうか。

「…………もう金輪際、おれのことはそっとしておいてくれないか、ガチで」

「嫌よ、あなた以外には誰だれもいないもの──こんな風に、話せる相手が」

　そっと、一乃の細い指先が宗司の頰ほおをなでた。

「一乃？」

「あの夜出会ったのが──私の秘密を知ったのが、あなたでよかったわ」

「恥ずかしい台詞せりふだな」

　宗そう司じが顔を上げて、一いち乃のの赤い瞳ひとみを見詰める。

　一乃はすぐに視線を逸そらした。

「……馬ば鹿かね」

　多分、恥ずかしかったのだろう。

「ああ、馬鹿みたいだ。そうだな……じゃあメイドさん。お茶でも淹いれてくれないか」

「わかったわ、ご主人さま」

　苦笑交じりに宗司が言って、一乃はクールに答える。

　長い黒髪と紺色のメイド服を翻ひるがえしお茶を──一乃が、何か根本的な問題にでも気付いたように立ち止まった。

「どうした？」

「……盲点だったわ」

「盲点？」

　首をかしげながら、宗司は何気なく部室を見回す。

　第三旧校舎一階のゲーム同好会部室。

　物置みたいな第三旧校舎で、物置にすらされなかった教室は中央にある古びたテーブル以外は見事に何一つなくがらんとしていた。

「あー、なるほど」

　湯も沸かせなければポットも、ティーカップもない。

「お茶を淹れる方法がなかったか」

「まさかこんな罠わながあるとは思わなかったわ。決して、私がメイド服を用意することで頭がいっぱいだったせいではないけれど」

「他ほかにどんな原因があるんだ！」

「メイドの素晴らしさを理解しない男が一人いたせいだとは言わないわ」

「うん、すっごい微妙な気遣いをありがとう。で、どうするよ、お茶が無理なら部室の掃除でもしてもらえばいいのか？」

「いいえ」

　一乃は妙にきっぱりと否定する。

「ご主人さまの命令に『出来ません』と答えるなどメイドにとって屈辱極まりないわ」

「そこまでメイドになりきるのか……」

「ご主人さま、今すぐ購買に行ってお茶と紙コップを買ってきなさい」

「違った、全然メイドになりきってなかった！」

「急ぎなさい。お茶の銘柄は指定しないわ」

「どこの世界にご主人さまをパシリにするメイドがいるんだよ！」

「汝なんじが御おん前まえに」

「微妙に格好つけた言い方にした理由はなんだ！」

「別に私が行っても構わないけれど、誰だれに何を聞かれても全すべて『宗そう司じに命令されたから』と答えるわよ？」

「わかりました、すぐに買ってきますのでお待ちくださいメイドさま！」

　実行に移されたら社会的に死ねる。宗司はダッシュで購買まで向かった。

　十五分後。

「か、買って来たぞ……」

　遠く第二校舎の購買まで全力疾走で往復した宗司は肩で息をしながらも、ペットボトルと紙コップを手に戻ってきた。自販機なら第三旧校舎のすぐ近くにもあるのだが、紙コップは購買まで行かないとないのだ。

「お疲れさま」

「本当に……疲れた…………」

「さあご主人さま席に座りなさい」

「はいはい」

　なんかもううんざりした顔で、宗司はテーブルに座る。

　一いち乃のが紙コップにお茶を注いで、宗司の目の前に置く。

「どうぞ、メイドの淹いれたお茶よ。味わって飲みなさい」

「ペットボトルの大量生産品をそのまま紙コップに入れただけだろ」

「メイドが入れたというだけで、お茶の美お味いしさは五倍よ」

「すげえなメイド、殆ほとんど魔法使いじゃねえか」

「因ちなみに美少女が淹れるとお茶は三倍美味しくなるわ」

「すげえな、十五倍美う味まいお茶がおれの目の前にあるのか」

　思わず宗司はまじまじと目の前の紙コップを眺めた。

「…………」

「どうした一乃？　そんな微妙な目でおれを見て」

「なんでもないわ。あなた、意外と、あれなのね」

　つい、と照れたように一乃が視線を逸そらす。

　何か妙なことを言っただろうかと、宗司は首を傾かしげるが思いつかなかった。

「とりあえず、いただきます」

　と、メイド一乃特製十五倍美味いお茶を飲んだ。

「美味い！」

「本当っ！」

　珍しく一乃が弾んだ声をあげる。

「ああ、全力疾走して喉のどが渇いてたからな！」

「ていっ」

「うぼあっ」

　いきなり殴られた。

「な、何な故ぜだ」

「天罰よ」

　絶対零度の声に、宗そう司じは思わず反論を吞のみ込こんだ。

　一いち乃のの瞳ひとみが危険な輝きを発していた。

　まるで、飢えた獣のように──闘争心をむき出しにしていた。

　その小柄な体も、メイド服を着ていることも、何の関係もなく、森もり塚つか一乃の本性がそういうものだと克明に示していた。

　宗司は目を細めて、じっと一乃の赤い瞳を見詰める。

　いつかの夜のように、初めて一乃と会話を交わした日のように、一乃は闘争に備えて獰どう猛もうな獣がするように全身の力を抜く。

「森塚一乃」

　宗司が鋭い声で名前を呼んだ。

　一乃が動きを止めて少し俯うつむいた。前髪が彼女の瞳を隠していた。

「……ごめんなさい。少し、興奮してしまったわ」

「いいよ、これもまあ、契約のうちだ」

「そうね、私とあなたの契約」

　皮肉っぽく、『煉獄カサルテイリオ』を持つ森塚一乃は唇の端を吊つり上あげた。

　二人を出会わせたのは『煉獄カサルテイリオ』で、二人を繫つないだのは『煉獄カサルテイリオ』にまつわる契約だ。

「今日は帰るわ。宗司、部室から出て行ってもらえる」

「ん、あー、メイド服脱ぐのか、わかった出てる」

　宗司は席を立ち、背を向け部室を出ようとする。

　昨日の一乃のように、ドアのところで立ち止まり振り返る。

　メイド服姿の一乃がじっと宗司を見ていた。

「なに？」

「誤解のないように言っとくけどな」

　少し躊躇ためらって、宗司は続けた。

「一応おれも、十六歳の男の子なんだよ。だからまあ、あれだ、メイドに興味がないってのも名前も知らない奴のメイド服姿に興味がないってだけでな、別におまえがメイド服を着てる必要は……あー」

　額に手を当てて少し考える。

「すまん。何が言いたいのか自分でもよくわからん」

「そう」

「でも、一いち乃ののメイド服姿はよかったよ」

　最後に一度、一乃を見て宗そう司じは部室を出た。

　長く艶つやのある黒髪にホワイトブリムを載せて、小柄な体に紺色のオーソドックスなメイド服、白いハーフエプロンまでつけた見事なまでに似合った一乃のメイド姿を見て部屋を出た。

　部室のドアが閉まると一乃は、自分の頰ほおをつねった。

　痛かった。

　どうやら夢ではないようだ。

「……馬ば鹿かね。本当に」

　くるりと、一乃が誰だれもいない部室で回る。

　長い黒髪が弧を描き、メイド服のスカートの裾すそを翻ひるがえし、くるりくるり。

　踊っているようにも見えた。













日誌　三　部室改造計画・お掃除編






　翌日、放課後のチャイムから三十分ほど遅れ宗そう司じは部室のドアを開けた。

「悪い野暮用で遅れ……またメイドか」

　部室にまたメイドがいた。

　要するに一いち乃のがメイド服を着ていた。

　しかも、今度はどういうつもりかやたらにピンクで、やたらにフリルがたっぷりで、やたらにスカートが短かった。昨日の紺色のオーソドックスさとは逆方向の色物っぷりだ。

　両者を同じメイド服で括くくるのは何か間違えているような気がしないでもなく、宗司はその露出度の関係で……目のやり場に困るメイド服から視線を逸そらした。

「おい一乃、今度は何のつもりだよ」

　昨日の色々を思い出して、宗司はますます照れ臭くなる。

「安心しなさい、これはただのサービスよ」

　何な故ぜか自信たっぷりに腕組みし、薄い胸を張る。

「と、いうことで私は着替えるから部室を出なさい」

　何か釈然としないものを感じながらも、宗司はあのピンクなメイドでいられるよりはマシだと素直に部屋を出た。

　しばらくして、宗司は改めて部室に入る。

　いつものように黒いセーラー服姿の一乃がテーブルについていた。

「さて、宗司も来たことだし今日の同好会の活動について言うわね」

「そういやゲーム同好会なのに全然ゲームしてないな、で何するんだ」

「大掃除よ」

「ゲーム同好会どこ行った！」

「まあ聞きなさい。私も昨日のことで反省したのよ」

「反省て、メイド服はもう二度と着ないことにしたのか？」

「いえ、メイド服は折を見て着用するわ」

「気に入ったのか、メイド」

「あなたが可愛かわいいと──」

　こほん、と一乃が咳せき払ばらいする。

「そうじゃないわ。この部室の環境をどうにかしましょうと言いたいの。せめて、お茶ぐらい淹いれられるようにしたいわ。部室改造計画、と言ったところかしら」

「部室改造計画、ね」

　と、宗そう司じはぐるり見渡す。中央の古びたテーブルセット以外は文字通り、何もない。

　殺風景にも、程がある。

「その初手が大掃除よ。初日から多少は気になっていたのだけれど、長年使われていなかったせいかこの部室、案外と汚れているわ」

「そうなのか？　まあ、別にいいけどな」

　宗司の目にはあまり汚れているようにも思えなかったが、その辺りは女性の方が敏感なのだろうと素直に頷うなずく。

「なら早速始めましょう。私は掃除道具を取ってくるわ」

　長い黒髪を揺らして一いち乃のは立ち上がる。つられるように宗司も席を立つ。

「おう、じゃあおれは……何してればいい？」

「そうね、このテーブル、廊下に出しておいてくれる」

「オーケイ、ま、それぐらいなら楽勝だろう」

　掃除用具を取りに行く一乃の小柄な背中を見送りながら、宗司は安請け合いをした。

　そして、後悔した。

「ふんぐあああああああ」

　部室中央のテーブルは古びていて一見軽そうだったが、その実、かなり重かった。意外に高級品なのかもしれない。それでも宗司は一度引き受けたのだからと全身に力を入れて歯を食い縛り何とか持ち上げて廊下に運び出した。

「っぐおあああああ」

　どすん、と大きな音をさせながら机を廊下に置き大きく息を吐く。

「そ、掃除始める前から疲れた……腕いてえ」

　山の上方に建つ荒あら谷や学園は風が通り涼しいのだが、さすがに動くと汗が出た。

　宗司は溜ため息いきを吐ついて、拳こぶしで額の汗を拭ぬぐう。

「暑い」

「そう」

「うおっわっ！」

　いつのまに戻ってきたのか、音もなく一乃が隣に立っていた。

「そこまで驚く必要はないでしょう？」

「油断してたところにいきなり来たら誰だれでも驚……く……」

　戻ってきた一乃は、長い黒髪の上に三さん角かく巾きんを巻き、黒いセーラー服の上にエプロンをして、おまけにはたきを持っていた。

「……若奥さま？」

「……ごめんなさい。私、宗司のことが嫌いというわけではないけれど、さすがにその申し出は少し早すぎると思うわ」

「待て、どういう意味にとった！」

「遠回しのプロポーズではなかったの？」

「遠すぎる！　おまえ以外には誰だれもプロポーズだと理解できないぐらいに遠すぎる！」

「今の発言は本当にプロポーズのようだったわよ」

　照れたように視線を逸そらし、三さん角かく巾きんから零こぼれた長い黒髪を指でなぞる。

「不覚にも、少しドキドキしたわ」

「……おまえは単純なのか、複雑なのか、さっぱりわからん」

「ふっ、宗そう司じ程度に理解されるほど底の浅い女だと思われるのは心外ね」

「訂正する、おまえは間違いなく嫌な奴だ」

「それはとても正しい認識よ。私はとても嫌な奴だもの」

　言いながら、一いち乃のがハンカチを取り出して手を伸ばす。

　少し背伸びをして、体を預けるようにして、宗司の頰ほおを拭ふく。

「だから、こんなことだってしてあげる」

　すぐ近くに、一乃の顔があった。

　一乃の瞳ひとみがすぐそばで宗司を覗のぞき、一乃の淡い花の匂においがする。

　宗司の頰が、暑さとは別の理由で赤く染まる。

「い、一乃」

　妙にどぎまぎと宗司は名前を呼んだ。

　一乃はすっと身を引き、

「さあ、掃除を始めましょう」

　そのまま部室の中に入っていった。

「…………どこまで本気なのか全然わからねえ」

　狐きつねに化かされたような気分で、宗司も部室に戻る。

　まずは箒ほうきで床を掃いて大きなゴミを取り、それから雑ぞう巾きん掛けに移る。

「宗司、床と窓まど拭ふき、どちらがいいの？」

　若奥様スタイル（黒いセーラー服の上に三角巾とエプロン・宗司命名）の一乃が両手に雑巾を持って訊きいた。

「じゃ、窓拭きでも──」

「四つんばいになって床を拭く私を上からたっぷりじっくりねっとりと支配者の視線で眺めたいのね」

　表情一つ変えずに一乃は、じっと宗司を見詰めて言った。

　宗司は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で首を振る。

「おれが床を拭くから、窓をお願いします」

「頼まれてあげるわ」

　宗そう司じに雑ぞう巾きんを一つ渡して、一いち乃のはくるりと窓へ向かう。

　三さん角かく巾きんから零こぼれた長い黒髪が、しゃらりと背中に流れ揺れた。

　溜ため息いきを吐ついて、宗司は床の雑巾掛けを始めた。

　雑巾掛けを始めて数分後、不意に一乃が呟つぶやいた。

「信じられないほどに退屈な作業ね」

　三角巾にエプロンの若奥様スタイル一乃は、爪つま先さき立だちになって窓を拭いている。

「退屈じゃねえ掃除なんて聞いたことがないな」

　四つんばいで床を雑巾掛けしている宗司は手を休めないまま答えた。

「正論ね、つまらないけど」

「おまえはおれに何を期待してるんだよ」

「『おれがこの掃除を最高に面白くしてやるぜ』くらい言って欲しかったわ」

「無茶振りにもほどがあるだろ！」

「宗司だけに、最高の掃除」

「上う手まいこと言えてないぞ！　つうか駄だ洒落じやれだそれは！」

「ちっ」

　一つ舌打ちをして、一乃は口を閉じた。

「どうせなら」

　と思ったらすぐに口を開いた。

「私の『煉獄カサルテイリオ』もこういう時に役に立つならよかったわ」

　しかしその話題は、宗司の口を重くするには充分だった。

「……いや、頑張ったら何かの役に立つかもしれないだろ」

　宗司は何かを誤魔化すように、そう言った。

「例えば？」

「…………えーと、集めたゴミを燃やすときに、とか」

「焼却炉を使いなさい」

「まあ、普通に考えてそうだよな」

　他ほかに何かないかと、宗司は雑巾掛けの手を止めた。

　炎の異能、燃える槍やり、殺傷と破壊の力。

　そんなものを、この日常でどう使えと言うのか。

「絶望的に役に立たねー」

　思わず思考が漏れた。

「意外に発想が貧困ね、私は一つ思いついたわよ」

「マジか」

「ええ」

「何に使うんだ？」

「テロ」

「『煉獄カサルテイリオ』を役に立たせる為に人生を棒に振るな！　本末転倒にも程があるわい！」

　思わず立ち上がり一いち乃のを見て叫んだ。

　一乃は掃除の手も止めず、背中を向け窓を拭ふく動きに合わせて長い黒髪が揺れていた。

「そもそもこの世界が間違えてるのよ。どうして悪の大魔王とか、異世界からの侵略者とか、千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎なぞの組織が私の前に立たち塞ふさがらないのかしら」

「世界の破滅を願ってんじゃねえよ……」

「まったく、神も気が利かないわね」

「この女、ついに神にまで文句をつけやがった」

「そんなことだからニーチェに殺されるのよ」

「ニーチェを殺人犯みたいに言うな！」

「個人的にはニーチェよりもキルケゴールが好みなのだけれど」

「キルケ……誰だれ？」

「セーレン・キルケゴール。代表作は『死に至る病』、哲学者よ」

「へえ……おまえ、哲学も読むのか」

「淑女のたしなみね」

「凄すごいな、さすが学年トップクラス」

「いつも三ページ目で眠ってしまうの」

「もうちょい頑張れよ淑女！」

「まあでも、キルケゴールの奴もなかなか素敵なことを言ってるのよ」

「三ページしか読んでないのに親しげだなおい、キルケゴールのツレかおまえは」

「『どんな偉そうな理屈つけたって腹が減って金がなけりゃ盗んで殺して喰くうしかねえんだよ、ファック！』なんて、さすが哲学者よね」

「そんなパンクな哲学者いねえよ！」

「知ってる？　哲学者の半分は狂人で、残りの半分は理性的な狂人なのよ」

「謝れ、全世界歴史上の哲学者に謝れ！」

「面倒だわ」

　宗そう司じは何も答えず、大おお袈げ裟さに肩をすくめて雑ぞう巾きん掛けに戻った。

　しばらくはまた窓を拭く音と床を拭く音だけがする。

「ねえ宗司」

「なんだよ」

　思わず宗司は声の方を向く。そして手が止まる。

　一いち乃のが窓枠に登って高所を拭ふいていた。床を拭く宗そう司じは自然と一乃を見上げてしまう──スカートの内側がちらりと見えて宗司の顔は真っ赤になる。

「……く、黒て」

　僅わずかに透けるような黒と真っ白な細い脚のコントラスト──網膜に焼きつく。

「宗司……何を見ているの？」

　拗すねたような声、一乃はきゅっとスカートを引っ張って視線を遮る。メイドコスプレなどと違って見られるのは恥ずかしいのか頰ほおが微かすかに赤い。

「いいいいいい、いや、その、急に呼ばれたので」

「まったく、ちょっと聞きたいことがあっただけなのに……えっちぃ人ね」

　ふわりと、黒髪をなびかせ一乃が窓枠から飛び降りる。

「……すいません、そのわざとじゃなくてですね、はい」

「ふふっ、なら罪滅ぼしに答えなさい。ねえ宗司、オーソドックスな紺のメイド服と、露出度たっぷりなピンクのメイド服、私にはどちらが似合うかしら」

　からかうように、つんつんと宗司の額を突きながら問う。

　顔を真っ赤にして俯うつむく宗司の脳裏に、メイド姿の一乃が浮かぶ。

　清せい楚そな紺色ベースのメイド服、長い黒髪に似合うホワイトブリムに白いハーフエプロン、ロングスカートの裾すそを少し摘つまみ上げてくるりと回って──ご主人さま大好き、余計なことまで思い出しそうになって宗司はぶんぶんと首を振り意識を逸そらす。

　しかし、宗司の脳髄は十六歳男子の本能に忠実に、続いてピンクなメイド服一乃の姿を思い出させる。こちらはもう、あれだ、衣装そのものがあれだ、スカートなんて超がつくほどミニだし妙に露出度高いし胸はまあちょっと寂しいけど。宗司はさっき以上に激しく首を振りピンクなメイド服一乃の姿を追い払う──再び大きくなる紺色ベースのメイド服一乃の姿、抑えこもうとすればピンクなメイド服一乃が、まるでシーソーのように大きくなったり小さくなったりを繰り返す。

「ぬおおおお！」

　雑巾を放ほうり出だして立ち上がり、宗司は叫んだ！

　すかさず脳内に浮かぶメイド一乃を殴って蹴けって十倍殴り返されたけど縄で縛って宝物ボックス（宗司の脳内に存在する、素敵な記憶を収めた箱）に詰めて頑丈な鍵かぎをかけた！

　やったぜ宗司、完全勝利だ！

「ふぅ……危うくメイドで脳内が焼き尽くされるところだったぜ」

　長い戦い（脳内での）を終え、紺色のメイド服一乃もピンクなメイド服一乃も封じ込めた宗司はどこかシニカルな笑みを口元に浮かべた。

「それで、どちらがいいのご主人さま」

「どっちもでお願いします！」

　訂正、完全敗北だった。

「……あ」

　思わず全力で叫んだ宗そう司じが我に返る。

　一いち乃のは立ち上がり、ひどく愉快そうに瞳ひとみを細めた。

「欲張りね」

「いや、その、あれはだな、おまえが急にご主人さまとか呼ぶからだな、つい……」

「いいのよ別に、それが素直な答えということでしょう」

「いやいやいやいや、えーと」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　うろたえる宗司を無視して、一乃は長い黒髪をかきあげる。

「脱がせたり着せたりしたい宗司の欲望を満たしてあげる、天使のような少女」

「悪魔だ……悪魔がいる。つうかおまえ、単に自分がコスプレしたいだけだろ」

「真面目まじめに掃除を頑張る宗司のご褒美のつもりだったのだけれど、むしろ私の方が楽しんでしまったわね」

「まずそのご褒美って単語が噓うそくせえな」

「噓だもの」

「やっぱりかい！」

　悪びれもせずに一乃は言って何事もなかったように窓まど拭ふきに戻った。宗司は溜ため息いきをついて放ほうり出だした雑ぞう巾きんを拾う。

「真面目に掃除って言えば、おれも結構意外だったよ」

「あら、あなたにも何かを意外に思うことがあるのね」

「さり気なくひどいことを言われているようだが無視するぞ。要するにあれだよ、おまえが部室の掃除をしようって言い出したことに驚いた」

　窓を拭く一乃が、小さく首を傾かしげた。

「当然でしょう？　さすがにこれから長い間を過ごす部室が汚いままというのは嫌よ」

「だからそれだよ、これから長い間、続くんだろ、この部活」

　宗司は少し笑って一乃を見た。

「……ただの契約よ」

「そうだな、ただの契約だ、でも、少しはおれのことも信用してくれたか？」

「…………馬ば鹿かね」

「知ってるよ」

　背を向けて窓を拭く一乃がどんな表情をしているのかはわからなかったが、いつもより声が優しい気がした。

　その後しばらくして、掃除は無事終わり、部室はすっかり綺き麗れいになったが。

「なんか……しっかり掃除した分、殺風景さが際立ったな」

「ええ、恐ろしく潤いの無い部屋ね」

　まだテーブルを廊下に出したままなので、部室の中は文字通り何もなかった。

　何もない部室を若奥様スタイルの一いち乃のとしばらく眺めていると、宗そう司じは何な故ぜだか妙に物悲しい気分になりそうだった。

「そのうち、机以外のも欲しいな部室に」

「どこかで手に入れるしかないわね。お茶を淹いれる必要もあるのだし」

「だな」

　宗司は深く頷うなずいて同意した。一乃が廊下に出したままの机を見た。

「じゃあ宗司、最後にあの机を部屋の中に運んで頂ちよう戴だい」

「……手伝ってくれ、あれ、見た目と違ってかなり重かったんだが」

「いいわよ、私の下着の色を当てたら手伝ってあげる──簡単でしょう？」

　くすり、一乃が悪戯いたずらっぽく唇に人差し指を当てる。

「…………一人で頑張ります」

　宗司は力なく答えて廊下に向かった。






日誌　四　犬






　放課後のチャイムが鳴って一時間ほど、宗司はいつものように部室のドアを開けた。

「悪い、遅れた」

「遅かったわね」

　一乃は手て持もち無ぶ沙さ汰たげに古びたテーブルでジッポライターの蓋ふたをカチャン、パチンと鳴らしていた。

「……そうやってるとおまえ、なんかマフィアの幹部みたいだな」

「遅れた上に随分な言い草ね、それとも遠回しな自殺願望の発露かしら」

「なんでそうなる！」

　叫び、苦笑を浮かべて宗司もテーブルに着く。

「後でジュースでも奢おごるから許してくれ」

「必要ないわ」

　パチン、手の中で弄もてあそんでいたジッポライターの蓋を鳴らして部室の隅を指す。

　宗そう司じがそちらを見ると、余った学習机を台にしてカセットコンロが鎮座していた。ついでにヤカンとティーバッグにティーセットまである。

「おおっ……って、どっから持ってきたんだよ」

「宗司、ここは第三旧校舎よ。生徒教師問わず、置き場所に困ったものがあればとりあえず放ほうり込こんでいく、別名は荒あら谷や学園の倉庫」

「ん？　そりゃ知ってるが」

「あなたがいない間に資料室という名前の物置から拝借したのよ。どうせ誰だれも使わないのならばゲーム同好会の備品にしてしまっても構わないでしょう」

「まあ、カセットコンロなんて滅多に使わないだろうしな」

「他ほかにも色々あったわよ。今度、もう少し本格的に倉庫漁あさりをしましょうか」

「なんか微妙にそれ泥棒って言わないか？」

「気にしては駄目よ」

「少しは気にしろ……いいけどな。どうせ第三旧校舎に押し込んでる段階で不用品だし」

「そもそも自分で見つけておいて言うのもなんだけれど、カセットコンロが普通に倉庫に押し込まれている段階で驚きよ」

「うん、本気でおまえが言うな」

「気にしては駄目よ。さてと、宗司も来たことだし、お茶を淹いれるとしましょうか」

「おう……ん？　もしかしておまえ、待っててくれたのか？」

「さ、さあ、どうかしら」

　立ち上がった一いち乃のは盛大に顔を背けるが、視線が泳いでいるのはバレバレだった。

「図星か、おまえも案外可愛かわいいところが──」

「宗司、それ以上余計なことを喋しやべると頭から熱湯をかぶる破は目めになるわよ」

「怖っ！」

　実に物騒な照れ隠しだが、本気でやられかねないので大人しく黙ることにした。

　背中を向けてカセットコンロでお茶を淹れる一乃の姿を眺めていた。

　思い出したように時折、彼女の長い黒髪が揺れていた。

　なんだか、一乃がひどく家庭的な少女に見えた。

「……悪くないな、こういうのも」

「宗司、何か言った？」

　一乃が振り返る。宗司は軽く微笑ほほえんで首を振る。

「いや……おまえって案外、いい奥さんになりそうだと思ってな」

「意訳すると……私の裸エプロンを希望ということかしら？」

「純然たる褒め言葉にありったけの悪意を込めるな！　そもそもやんのか、おれが要求したら裸エプロン」

「っ……それは…………その、恥ずかしいわね」

　さり気なく一いち乃のが視線を逸らし、流れた黒髪が赤くなった頰ほおを隠す。

「で、でも、宗そう司じがどうしてもと言うなら……その下劣な欲望の餌え食じきになっても」

「その自己犠牲の精神は別の機会に発揮してくれ！」

「助かったわ、ついに宗司がそのケダモノぶりを発揮して出版できないような展開に持っていくのかと思ってしまったもの」

　わざとらしく一乃が安あん堵どの息を吐き、宗司はげんなりと首を振る。

「最初の照れたような態度すら、おれを攻撃する布石かよ」

「ふふっ、私に勝とうなんて百年早いわね」

　一乃はそっと自分の胸に触れ言葉と裏腹にドキドキとなる心臓を抑えた。

「宗司といると調子が狂って困るわ……」

　誰だれにも聞こえないほど小さく呟つぶやき、一乃はぎこちない動作で紅茶に向き直った。

　しばらくして一乃の淹いれた紅茶が運ばれてきた。

　白いティーカップに満ちた紅茶からは、白い湯気と共に紅茶の香りが立ち昇り鼻をくすぐる。紅茶に詳しくない宗司だが、よい香りだと素直に思う。

　テーブルに着いた二人は、向かい合ってどちらからともなくティーカップを取る。

「熱っ！」

「馬ば鹿かね、少し冷まして飲みなさい」

「むう……どうせなら、これから夏だしアイスが作れるようにしたほうがいいかもな」

「同意見よ。今度は冷蔵庫も探しましょう」

「いや、さすがにねえだろ冷蔵庫は」

「わからないわよ。荒あら谷や学園の特徴はその無駄な大きさと無駄な生徒の多さだもの」

　一乃の赤い唇に、白いティーカップが触れる。

「無駄っておまえ……おれもおまえも、一応そこの生徒だろうに」

「取るに足らないことだわ、それより」

　ティーカップを置いて、一乃はじっと宗司を見詰めた。

「少し頼みがあるのよ」

「頼み？　珍しいな、なんだ？」

　少し驚いたような顔で宗司もティーカップを置き、身を乗り出す。

「『煉獄カサルテイリオ』が、疼うずくのよ」

「──なっ！　また、飢えたのか？」

　顔を引き締め、声を落として宗司は訊きいた。

『煉獄カサルテイリオ』──一乃に宿る炎の異能、七つの技を持つ燃える槍やり。

　そして異能には代償が付き纏まとうことを宗司は知っている。

「そうじゃないわ」

　長い黒髪を僅わずかに揺らして首を振り、迷うように口元に手を当てた。

「上う手まく言葉に出来ないのだけれど、しっくり来ないというか……とにかく妙なの」

「いつからだ？」

「何日か前からよ」

「ならもっと早く言って……ああ、いや、すまん。大丈夫なのか」

「それもわからないわね。事実、私たちは異能について限りなく無知よ。ただ使い方を知っているというだけで、どうしてそういうものが存在するのか全すべての意味でわからない──いつか、知りたいとは思うけれど」

　そう言って一いち乃のはじっ、と赤い瞳ひとみで宗そう司じを見詰めた。

『敵』のいない世界で異能にいかなる存在価値があるのか、そこまで含めて全ての意味で異能について彼らは無知だ。

「わかった。おれはどうすればいい？」

「結界を張って槍やりの『煉獄カサルテイリオ』を呼ぶから。付き合いなさい」

　言って、一乃は長い黒髪をかきあげ宗司のティーカップに視線を向ける。

「勿もち論ろん、紅茶を飲み終わってからでいいわ」

「紅茶なんていつでも飲め──」

「あなた、私の淹いれた紅茶を無む下げにするつもり？」

「喜んで頂きます！」

　すかさず、宗司はティーカップを持ち上げてまだ熱々の紅茶を一息に流し込んだ。

「うぐっあ」

　口の中どころか食道まで火傷やけどしてしまいそうな熱さに、宗司が悶もん絶ぜつする。

　悶絶する宗司を見て、一乃はくすりと唇を緩めた。

「おかわりを淹れてあげるから、味わって飲みなさい」

　その台詞せりふは優しさのような、そうでないような微妙なラインだった。




　ティータイムが終わって、一乃はジッポライターを灯ともす。

　赤く小さな炎が六月の空気の中で揺らぎ、一乃は紡つむぐ。

「我が根源、我が世界、我が魂──」

　宗司が見守る中で最後の言葉が唱えられ、結界が展開される。

「顕現せよ『煉獄カサルテイリオ』！」

　轟ごう々ごうと吹き荒れる炎風。

　この世界を塗ぬり潰つぶし、一乃の世界に作り変える。

　ゲーム同好会部室は『煉獄カサルテイリオ』の炎で上書きされ、一乃の世界が顕現する。

　赤で覆われ全すべての生命が死に絶えた無限の荒野。

　宗そう司じは一いち乃のと共に世界から隔離される。

「……ここまでは、いつも通りみたいだな」

「疼うずくのは、槍やりの方よ」

　続けて、一乃が虚空に右手を伸ばす。

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

　伸ばした右手が虚空より燃える炎の槍を取り出し握り締めた。

　気を引き締めて、宗司は一乃の動きを見守っていた。

　だが何事もなく槍の召喚は終わる、その瞬間、槍が一乃を弾はじき飛ばした。

「えっ？」

　喩たとえるなら磁石が反発するように一乃は弾き飛ばされ、赤い荒野に体を打ち付ける。

「一乃！」

　宗司は慌てて駆け寄ろうとする。だが、その前に持ち手を弾はじき飛ばした燃える槍の奇妙な動きに気がついた。

　赤い荒野に落ちた槍がふわりと浮かび、赤い空から声が響いた。

「貪むさぼレ《狼アプリストス》」

　まるで『煉獄カサルテイリオ』に意思があったかのような、割れた声。

　槍の穂先に灯ともる炎がぶわりと一つ大きく震え、

「──っ！」

　炎の中から、生れ落ちるように赤い何かが姿を──

「わんっ」

　どう見ても子犬だった。一応、炎みたいに赤くはある。

「……なんでやねん」

　思わず関西弁で呟つぶやいた。

　愛らしくて丸っこくて全身がもふもふしている恐ろしく緊張感がそがれる生き物の出現にはもう、そうツッこむしかなかった。

　だがその可愛かわいい生き物は、敵意溢あふれる目で宗司を見ていた。

　どうしたものかと宗司が困っていると、不意に赤い荒野に倒れていた一乃の声がした。

「……宗、司？」

「ああ……よかった無事だったのか」

　そんな場合でもないのに、宗司は安あん堵どの息を漏らす。

　一乃の声に反応したように、槍が荒野に落ちて突き刺さる。

　そして、出現した赤い子犬は宗司の隙すきを逃さず、

「わおんっ！」

　牙きばを剝むき出だして跳びかかって来た。

「うおっ」

　反射的に左方に跳んで、子犬を避よける。

　だが子犬は着地するや宗そう司じを追うように即座に再攻撃を仕掛けて跳ぶ。

「やるじゃねえか犬っころ──けどな！」

　腰を落とし、掌てのひらを突き出す。

「軌道が直線的過ぎるぜ！」

　そのまま、跳び込んで来る赤い子犬を、ソフトボールでもキャッチするように鼻先を摑つかんで摑まえる。

「所しよ詮せんはケダモノだったな」

　なおもじたばたと暴れる子犬を宗司は首の辺りでがっちり摑んで離さない。

　子犬相手に勝ち誇るのも相当情けない気もするが、当人は気付いていないようだ。

「ああ……もう、なんだったのよ」

　ふらりと、赤い荒野に一いち乃のが立ち上がる。

「大丈夫か？　一応保健室行っとくか？」

「この程度平気よ、それより私の槍やりは？」

「槍ならそこに転がってるよ、それより、これ、どうする？」

　と、宗司は一乃の傍そばまで行って赤い子犬を差し出した。

「なんかおまえの『煉獄カサルテイリオ』から出てきたんだが心当たりはあるか、つうかこれがもしかして疼うずきの原因か……って一乃？」

　一乃はじっと、子犬を見詰めていた。

　気のせいか、何だか目がきらきら輝いているような。

「そう……私の『煉獄カサルテイリオ』からこの子犬が出てきたのね」

「もうちょっと詳しく説明するとだな──」

　一乃が槍に弾はじき飛ばされて以降のことを、宗司は細かく説明した。

　赤い空から声がして、炎の中からこの子犬が現れた。

　と説明する間も何な故ぜか、一乃の視線はじっと子犬に注がれていた。

「そんな馬ば鹿かなことってあるかしら」

「んなこと言ったら、おまえの『煉獄カサルテイリオ』、つうか異能自体が馬鹿なことだろ」

「それもそうだわ。確かに私たちは異能のことを何一つ知らない。でも私の『煉獄カサルテイリオ』に、子犬が出てくるなんて素敵な能力はなかったはずよ」

「……じゃあ、そういう能力もあった、とか？」

「それが急に現れた、というのは随分と都合のいい解釈ね。むしろあの疼きは成長痛のようなものだと考えた方がしっくり来るわ」

「てことは、なんだ、『煉獄カサルテイリオ』が成長したのか？　いやありえないことでもないけど」

「まるでどこぞのテレビゲームね、森もり塚つか一いち乃のはレベルアップした、ヒットポイントが十上がった、新しい呪じゆ文もんを覚えた」

　皮肉っぽい言動はいつもの一乃だったが、何故か子犬を見詰める一乃の全身は物もの凄すごくそわそわしていた。

　なんだかトイレに行きたい人みたいだった。

「『煉獄カサルテイリオ』の進化、か……ところでおまえ、犬、好きなのか？」

「ふっ。馬鹿なことを言わないで欲しいわね。私が犬好き？　ありえないわ」

　相変わらず視線は釘くぎ付づけで、体は凄く挙動不審だ。

「くーん？」

　宗司が抱えた犬が、一乃を見て尻尾しつぽを振る。

　きゅん──と、一乃の胸が鳴る音が聞こえたような気がした。

「ああああ、ありえないわ。私が犬好きなんてそんな可愛かわいらしい趣味のはずがないでしょう。キャラクター的に考えて。私が好きなのはそう、もっとドロドロでぐちゃぐちゃな生き物よアメーバとか」

　目が左右に泳ぎっぱなしだった。

「アメーバはねえだろ、しかもキャラクター的にて……つうか普段の言動より犬好きが明らかになるほうが恥ずかしいのかよ」

「失礼ね」

　きっ、と一乃が宗そう司じを睨にらむ。

「私は別に犬が好きなわけではないわ」

「ほーれ、子犬もふもふー」

「くーん」

「あああああああああああああああああああああああ！」

　宗司が子犬をもふもふ弄いじると、ものすっごい勢いで一乃が反応した。

　なんかくねくねと身もだえしていた。

　頰ほおを真っ赤にして、少し涙目になって宗司を睨む。

「宗司……あなたは悪魔のような人だわ」

「悪魔みたいな女に悪魔と呼ばれるとは、おれも随分出世したな」

「私の体だけでは飽き足らず、心までも陵りよう辱じよくするつもりなのね」

「濡ぬれ衣ぎぬにも程がある！」

「森塚一乃、十六歳、悪魔のような男に陵辱された可哀かわい想そうな女の子」

「涙目で言うな！　本気でおれが何かしたいみたいだろ！」

　こんな時でも宗司を苛いじめるのを忘れないのはある意味で尊敬に値するかもしれない。

「わかったわ……涙を飲んで認めるからその犬を渡して頂ちよう戴だい」

「そこまで嫌なら別に認めなくても……」

「まだ私を焦じらそうというの！」

「こいつ会話が通じねえ！」

「好きです、犬が、子犬が、むしろ可愛かわいらしい動物は全般的に好きよ！」

　自や棄け気味に一乃が叫んだかと思うと、恥ずかしげに顔を隠してくねくねする。

「こんな恥ずかしいことを言わされるなんて…………もうお嫁にいけない」

「おれにはおまえの羞しゆう恥ち心しんの置き場所がわからねえよ」

　えっちぃことに興味津しん々しんとか、ちょっぴりオタクとか、メイド服を着るよりも動物好きは恥ずかしいことらしい……何か間違えている気がする。

　溜ため息いきを吐ついて、宗そう司じは抱えた犬を一いち乃のに渡した。

　一乃は瞳ひとみを輝かせて両手で子犬を抱く。

「ああ……なんて素敵なもふもふ」

「満喫してるところ悪いんだが、もう少し考えることがあると思うんだが？」

「このもふもふを満喫する以上に大事なことなんて、今は何もないわ」

「いやおまえ、自分の異能だろ！」

　宗司は叫ぶが一乃は子犬を抱き締めてその感触を楽しむのに夢中で、子犬の方も何一つ気にした様子もなく相変わらず嬉うれしそうに一いち乃のに尻尾しつぽを振っていた。












　ここが赤い荒野でなければもう少し微笑ほほえましい光景だっただろう。

「もうちょっと探れよ、そもそもその犬なんなんだよ、おまえの『煉獄カサルテイリオ』とどんな関係があるんだよ、普通そういうの考えるだろ」

「それもそうね」

「くーん」子犬がまんまるな瞳ひとみで一乃を見上げて鳴く。

「可愛かわいいから全部許すわ」

「それはダメな人の発想だぞ森もり塚つか一乃！」

「いいのよ」

　こいつダメだ。

　宗そう司じは胸中で確信した。同時に諦あきらめた。

「まあ、おまえがそれでいいなら、おれは構わないけどな」

「ならまず、この子の名前を考えなくてはね」

「おう、頑張れ」

「何を言っているの、あなたも一緒に考えるのよ」

「あ？　そうなのか」

「二人の子どもだもの」

「すげえ、十文字足らずの台詞せりふにアホみたいにツッコミどころがあってどこからツッコミいれればいいのかわからない」

「それで宗司、何かアイデアはあって？」

「確か……出てくるときにア……アプリなんとかとか呼ばれてたぞ」

「……アプリ何とか、ああ、それは多分、アプリストスね」

「おお、そんな感じ、意味わかんないけど何かかっこいいな」

「でも可愛くないわ。因ちなみにギリシャ語で、意味は貪どん欲よく、七つの大罪の五番目よ」

「じゃあ可愛くして、犬五号なんてどうだ」

　ぺしり。一乃にでこを叩たたかれた。

「どんなネーミングセンスしてるのよ、あなた」

「駄目か……じゃあ、貪欲で五つ目らしいから、貪欲わんわん五号」

「五号から離れなさい」

「貪欲ちゃん？」

「方向性を変えたことだけは評価するわ」

「もうポチでいいだろ。赤いからレッドポチだ」

「犬五号にしましょう、一番マシだわ」

「なんだ、結局犬五号が気に入ってたのか」

「違うわよ」

「むう？　だがこの犬は犬五号を気に入っているようだぞ。なあ、犬五号」

「がうっ！」

「うおおおお、嚙かまれた！」

「宗そう司じ、あなた、ツッコミ担当だと思っていたらボケもいけるのね、感心したわ」

「非常に不本意な感心をありがとう、っていうかこの犬、おれの手を離さないんだが！」

「犬五号、宗司なんて食べたらおなか壊すわよ」

「わんっ」

　赤い子犬改め犬五号は素直に宗司の手を離した。

「いい子ね」

「わんっ！　わんっ！」

　しゃがみ込んだ一いち乃のに頭を撫なでられて、子犬は嬉うれしそうに尻尾しつぽを振る。

「何か物もの凄すごく納得がいかないんだが」

「あら、犬相手に嫉しつ妬と？」

「違うわ！」

「そういうことにしておいてあげるわ」

　何な故ぜか少し嬉しそうな声だった。

「さてと、もふもふも堪たん能のうしたことだし。少し実験でもしましょうか」

「……一応、その子犬のこと調べるつもりはあったんだな」

「当然でしょう、私の『煉獄カサルテイリオ』よ」

　何か色々言いたいことがあったが、とりあえず何も言わないことにした。




　その後、赤い荒野で実験した結果。

　炎があれば、赤い子犬こと犬五号を出したり引っ込めたりできるようになった。

　どうやら槍やりの『煉獄カサルテイリオ』の力の一部が子犬になっているらしいのだが、

「まあ、細かいことはどうでもいいわ」

「それもそうだな」

　別に戦う相手がいるわけでもなし、適当でも何の問題もない。

「まあ、なんでこんなことが起きたのか、少し気になるか」

「さあ……案外、宗司のせいかもしれないわよ」

「ねーよ」

　呆あきれたように、宗司は肩をすくめた。

　一乃は少し意味ありげに唇を吊り上げ、

「まあ、戻りましょうか」

　結界を解除した。

　赤い荒野から、ゲーム同好会の部室に背景が戻る。

「あー、疲れた」

　宗そう司じは見慣れた同好会の部室を見回し、大きく背伸びをした。

「お疲れさま。紅茶を淹いれてあげるから座ってなさい」

　一いち乃のはさして疲れた風もなく。その腕にはしっかりと赤い子犬こと犬五号を抱いていた。

「おう、ありが……ああ、それで思い出した」

　ぽん、と掌てのひらを打つ。

　既に背中を向けていた一乃がふわりと長い黒髪を揺らして振り返った。

「前に話してくれた駅裏のメイド喫茶な。友だちに食べ歩きが趣味って奴がいるんでどんなものか聞いたんだが、微妙らしいぞ」

「そうなの？」

「確か……メイドのクオリティは高いけど、料理の味はいまいち、だっけか」

「それは残念な話ね」

「その代わりってわけでもないんだが。美う味まい紅茶と美味いケーキを出す喫茶店教えてもらった。メイド喫茶じゃないけどな」

　少し躊躇ためらって、宗司は続ける。

「今度、一緒にどうだ」

「……それはひょっとして、デートのお誘いかしら？」

「…………いや、デート、なのか？　まあ、別に用事があるなら──」

「行くわ！」

　少し焦あせったように一乃が叫ぶ。

　その拍子に犬五号がびっくりして腕の中から逃げて部室の中を走り回り始めた。

　それすら気付いていないように、一乃は宗司に詰め寄り胸倉を摑つかみ上あげた。

「い、一乃さん？」

　あんまりな行動と、すぐ近くにある一乃の顔に声が上擦る。

「絶対に行くわ」

　そう言った一乃の吐息の味すらもわかりそうな程に近く、赤い瞳ひとみはじっと宗司を見詰めている。

「そ、そうか」

　あまりに一乃が乗り気なので、宗司は逆に若干引いた。

「ええ、楽しみにしていなさい」

　一乃が胸倉を摑む手を離し、長い黒髪をかきあげた。

　すぐ傍そばの宗司は一乃の黒髪の淡い花の匂においを嗅かいだ。

「何を楽しみにするのかはわからんが、わかった」

　まあ一いち乃のが喜んでるなら悪くないとも思っていた。

「しっかし、知らなかったな。おまえ、そんなに喫茶店好きだったのか」

「犬五号」

「わんっ！」

「痛ぇ！　また嚙かまれた！　つうか一乃、犬をけしかけるのは反則だろうが！」

「知らないわよ」

　黒髪をなびかせ、怒ったように勢い良く背を向ける。

「……この馬ば鹿か」

　小さく呟つぶやいた、拗すねたような声は、宗そう司じには聞こえなかった。




　とりあえず結果として、宗司は一乃とお茶を飲みに行くことになった。

　デートらしい。






日誌　五　これはデートですか






　ある日の放課後、二人は第三旧校舎の部室で待ち合わせた。

「初デートの相手が宗司なんて、思いもしなかったわね」

「おれだって予想外だよ。話したこともなかったのにな」

「あら、初デート発言はスルー？」

「そこにツッコミいれると二十倍ぐらいの反撃がきそうだからな」

「意外と学習能力はあるのね」

　そして先日の話どおり、紅茶とケーキの美う味まい喫茶店に行った。

　表通りから一本入ったところにある店で、やや見つけ辛づらい位置にあった。

「はあ、洒落しやれた店だな」

「よさそうな雰囲気は出ているじゃない」

「そういうもんか」

　喫茶店の名前は『眠る羊』、雰囲気を重視して暗めの色で統一された店内にボリュームを絞ったクラシックがかかっていた。床は足音がしないように深い絨じゆう毯たんが敷かれ、エアコンは少しきつめだ。

　客は少なく、同じ年代は見当たらない。学生より少し上がメインの客層なのだろう。

　通路に面した明るめの席と奥まった薄暗い席が空いていたが、一いち乃のが勝手に奥の席を選んだ。宗そう司じも別に文句はない。

「おすすめはあるの？」

　奥まった薄暗い席に座り、メニューを広げて一乃が訊きく。値段も学生より少し上の層に合わせているようだ。有あり体ていに言うと、結構高い、宗司はむうと一声唸うなった。

「確か……大体なんでも美お味いしい。ケーキは特に美味しい。けれどちょっとお高いので注意しましょう、って教えてくれた奴は言ってたな」

　値段に関しては正しかった。

「ふぅん……私はケーキセットにしましょうか。あなたは？」

「おれは紅茶」

「ケーキセットでいいわね」

「質問と回答と認識にずれがあるぞ！」

「チーズケーキとラズベリータルト、両方食べてみたいのよ」

「じゃあ二つ頼んで一人で食えよ」

「ケーキセットにした方がお得だわ、一人でケーキ二つは色んな意味で重たいもの」

「確かにちょいとお値段は高めだから気持ちは分かる。けどなおれの薄い財布にはセットでも普通に厳しい値段なんだよ。無駄遣いすると妹が怒るし」

「そう、ならゲーム同好会らしく、ゲームでどちらの言い分を通すか決めましょう」

「ゲーム、ね、別にいいけど、『私の下着の色を当ててごらんなさい』とかは止よせよ」

　きゅぴーん、一乃の瞳ひとみが輝いた。

「随分と下劣なゲームがお好みなのね。そんなに私の下着に興味津しん々しんなのかしら、それもこんな公の場で私に下着を晒さらせなんて、随分と変態チックな趣味をお持ちのようね。なに、あなた、そんなに私を辱めたいの？　まったく思春期の男子には困ったものだわ、どうせ女性を見るなり脳内で全裸にしてにやにや笑っているのでしょう。脳髄を流れる体液すら桃色なのだから、まったくえっちぃ宗司には困ったものね」

「ぐううううううう、ここぞとばかりに好き放題言われているが最初に隙すきを見せたのが自分なので言い返せない」

「いいのよ、私は気にしてないもの」

　ふわりと、一乃が長い黒髪をかきあげる。

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳。宗司の変態趣味も笑顔で受け入れる心の広い女」

「……おまえの普段の言動がアレすぎて、いつのまにか影響されてる自分が恨めしい」

　宗そう司じは本気で頭を抱えていた。

「哀れね」

　本心からの哀れみを瞳ひとみに湛たたえて、一いち乃のが宗司を見詰めていた。

「うるせえ、全部おまえのせいだ」

「誤解されては困るのだけれど、私はのべつまくなしにえっちぃ発言をしているわけではないのよ」

「してるだろうが」

「宗司以外にはしてないわ──そうね、これをゲームにしましょう。どうして私は宗司にしかえっちぃ発言をしないのでしょうか」

「ゲームっていうよりクイズだな」

「ゲームよ」

「そうかよ」

　聞き流しながらも、宗司は律りち儀ぎに考える。

「……一応、答えが出た、正直あんまり言いたくねえ」

「聞かせて」

「…………おれならどんだけ挑発しようがとち狂って襲い掛かってくることはない、と確信しているから」

「自虐が混ざっているあたり、宗司の追い詰められ具合がわかっていいわね」

「笑いたきゃ笑え」

　すっかりやさぐれていた。

「正解は」

　そっ、と一乃が宗司の掌てのひらを上から包み込むようにして握る。

　思わず宗司は顔を上げる。一乃は顔を、口付けが出来そうなほどに近付けて、

「宗司になら、何をされても構わないと思っているからよ」

　甘く、囁ささやく。

　囁きよりも、目の前にある一乃の美しさに宗司は息を吞のむ。

　言葉を忘れて、一乃を見詰める。

　喫茶店の奥の、薄暗い席、抑えた照明の中。

　表情のない顔、赤い瞳は暗がりの中で吸い込まれてしまいそうな引力を放ち宗司を捕らえる。

「一……乃」

「なあに、宗司」

　互いに、意味もなく名前を呼ぶ。

　時間が止まったように薄暗いテーブルで見詰め合う。

「ねえ……私に、どんなことをしたい？」

　黒髪から漂う淡い花の香り、妖あやしく誘う言葉、宗そう司じはごくりと唾つばを吞のむ。

　だが何も言えずにいる。

　そして、ふと、宗司は気付いた。

「……あれ？　今のゲームって正解の基準がないから絶対におまえの勝ちじゃないか？」

「気付くのが遅いわね。問題文を聞いて、回答を口にする前に気付けば、あなたの勝ちだったのに」

「なるほどな……そりゃ、確かにクイズじゃなくてゲームだよ。騙だまされた気分だ」

「騙されるあなたが悪いのよ」

　すっ、と一いち乃のが身を引く。

　離れていく長い黒髪からは微かすかに、淡い花の匂においがした。

「じゃあ、さっきの答えは」

「もちろん、出任せよ」

　ちらり、悪戯っぽく一乃が舌を出した。

「そーですか」

　なんかもう、宗司は色々と虚むなしくなって負けを認め、ケーキセットを頼んだ。

　注文を通して待つことしばし、灰色の髪を丁寧に撫なで付つけた初老のマスターが音もなく二人の注文を運んできた。

　落ち着いた店の雰囲気にあつらえたようにぴったりのマスターは、静かに二人の紅茶とケーキ（チーズケーキとラズベリータルト）を並べ、渋い声でごゆっくりと告げてまた音もなく去っていく。

「この店、なんかすげえな」

「素敵に渋いわね、あなたもあんな風になれればもてるわよ」

「いや、百年経ってもあんな風にはなれそうにねえよ」

「まあ、宗司には宗司の魅力があるわよ」

「……慰めてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　言って、一乃はフォークを取りチーズケーキに手を伸ばし口に運ぶ。舌に広がるチーズケーキの味に一乃が感嘆の声を漏らした。

「美お味いしいわ」

　評判に違たがわずケーキは素晴らしかった。甘さは控えめながらもチーズの味は濃厚で後を引く。セットについてきた紅茶を一口飲むと、口の中がさっぱりしてまた新しい気分でチーズケーキを楽しめる。

　添え物というわけでもなく紅茶もまたきちんと葉の香りを引き出しており、濃すぎず薄すぎの適温、地味だが熟練の技を感じさせた。

「……ふぅん？」

　一方の宗そう司じはラズベリータルトに手をつけず紅茶をちびちびと飲んでいた。

「あら、宗司の口には合わなかったの？」

「いや、美う味まいぞ。ただ正直細かい味の差がよくわからん。部室でおまえの淹いれた紅茶も、ここの紅茶も確かに美味いとは思うんだけどな」

　苦笑混じりに宗司が言う。一いち乃のは呆あきれたように少し肩を竦すくめた。

「全然違うわよ。いくらなんでもティーバッグで淹れた紅茶と同じ扱いは可哀かわい想そうだわ」

「そういうもんか」

「味覚も鈍いのね、あなた」

「うるせえ……あん？　味覚も？」

「このお店は当たりね。『眠る羊』、覚えておくわ」

　宗司の疑問を軽くスルーして、一乃はまた赤い唇にティーカップを寄せた。

「……まあ、おまえが喜んでくれるならいいよ」

「鈍いくせに、そういう台詞せりふをさらりと出す辺り、あなたもあれね」

「あれってなんだよ。微妙に棘とげがあるな」

　長い黒髪をかきあげて、一乃はまたも軽くスルーする。

「宗司、そっちのラズベリータルトも食べたいわ」

「はいはい、すぐにお持ちしますよお姫さま……って、おいこら」

　多少の皮肉を込めて宗司は目の前に置かれたラズベリータルトを前に出そうとした。

　だが一乃は、それこそ餌えさを待つ雛ひな鳥どりよろしく目を細めて口を開けて待っていた。

「なんのつもりだ」

「あら？　食べさせてはくれないの？」

「……マジか」

　宗司は天を仰いだ、暗い天井の他ほかには何一つなかった。

　諦あきらめたように、溜め息を一つ、宗司はラズベリータルトを一口フォークにとって、一乃の口元に運ぶ。

「ほれ……あーんしろ」

「あーん」

　宗司は、ただフォークを一乃の口の中に運ぶだけだと言い聞かせているが、それでも妙な気分になり、どきまぎしてしまう。

　意識しないようにすると余計に意識して、僅わずかに手が震える。

　一乃の吐息が指先に触れた瞬間など、フォークを落としそうになってしまった。

　なんとか、一乃に食べさせると、宗司はフォークを置いて、自分の顔を掌てのひらで隠した。

　なにかとてつもない大仕事をやりとげた後のような気分だった。

　薄暗い店内でも隠し切れないほど、宗そう司じの頰ほおは真っ赤になっていた。

「……恥ずかしすぎる。もういっそ殺せ、どこのバカップルだ」

「美お味いしいわよ、ラズベリータルトも」

　ラズベリータルトを食べさせられた側の一いち乃のは平然と言う。

　一乃の頰も微かすかに赤みを帯びていたが、照明の暗さに隠れ宗司は気付かなかった。

「はい宗司、あーんしてごらんなさい」

　今度は立場を逆にして、もう一度やるらしい。

「……あーん」

　何かを諦あきらめたような顔をして、宗司は口を開けた。

「美味しい？」

「……よくわからん」

　恥ずかしすぎて。

「あら、それはもう一口私に食べさせて欲しいという意味？」

「違う」

「まさか、口移しでないと満足できないと言いたいのかしら」

「違うわい！」

　顔を真っ赤にした宗司は思わず立ち上がって叫ぶ。

「宗司、あまり店内で大声を出すものではないわよ」

　しれっとした顔で一乃は返して、ラズベリータルトを口元に運んだ。

「………………ちくしょう、この悪魔め」

　力なく、宗司は再び座った。

「宗司」

「なんだよ」

「はい、あーん」

　今度はチーズケーキだった。

「あーん」

　今度は少し、味も理解できた。

　なるほど、美う味まいケーキなのかもしれない。

「美味しい？」

「多分」

「そう」

　殆ほとんど表情に変化はなかったけれど、一乃が満足そうにしているように見えた。

　少なくとも、宗司には。

　そして二人はケーキを食べ、紅茶を飲み、話をして、店を出た。

　六月の空はまだ明るく、ようやっと空の果てに薄い夕焼け色が見える程度だった。

「おまえはこれからどうするんだ」

「家に帰るわ、宗そう司じは？」

「おれはちょっと夕食の買い物がある」

「なら、ここで別れましょうか」

「了解、じゃあな」

「ええ、さようなら」

　と、店の前で二人は別々の方向に歩き出した。

　歩き出してすぐに、一いち乃のは立ち止まり振り返った。

「宗司」

　宗司の背中に一乃は声をかける。

「ん？」

　振り返り、宗司が首を傾かしげる。

「間違えたわ」

「何を？」

「また、明日」

「……ああ、なるほど」

　宗司は微笑ほほえみを浮かべて、一乃に言う。

「また、明日な」

「ええ」

　再会の挨あい拶さつをして、今度こそ二人は背を向けて別々の方向に歩き出す。

　一乃は自分の足取りがひどく軽いことに、しばらくしてから気がついた。

「あらあら」

　踊りだしてしまいそうな、そんな、とてもいい気分だった。

「あらあら、まったく、私にも困ったものね」

　きっと宗司ぐらいにしか気付けなかっただろう、僅わずかな喜びがその呟つぶやきにはあった。






日誌　六　さぼりの時間






　体育の時間のことだった。高等部ともなれば体育は男女別で、宗そう司じを含む男子は第二グラウンドで適当に二チームに分かれてサッカーをしていた。

　ハーフパンツ姿の宗司は人数が余ったので参加せず、グラウンドの隅でぼけっとゲームを見ていた。

「宗司」

「うおっ！　……ああ、なんだ、おまえかびっくりした」

　聞きなれたクールな声、本来なら第一体育館で女子の体育に参加しているはずの一いち乃のが宗司の背後に隠れるようにして立っていた。

　ハーフパンツにジャージの上を羽織って偉そうに腕組みをし、長い黒髪は邪魔にならないようポニーテイルにまとめていた。

「へえ、髪まとめてるところは初めて見たな」

「そうね。似合うかしら」

「……なんかこう、引っ張りたくなる、くいっ、と」

「凄すごく微妙な褒め言葉だと思って受け取っておくわ」

「そうしてくれ。で、どうしたんだ部室でもないのに話しかけてくるなんて」

「あら？　部室以外で話をしてはいけないなんてルールはないわよ。私は単に今まで必要がないから話しかけなかっただけだわ」

「あー、うん、そりゃそうだ」

　宗司は微妙に視線を逸そらした。教室にいる一乃は他人を拒むような空気を纏まとっているので話しかけ辛づらいと、何となく言えなかった。

「ということで宗司、私の退屈しのぎの為に弄もてあそばれなさい」

「おれに拒否権ってあるのか？」

「拒否権はあるわ、それを使う権利はないけれど」

　一乃が風にそよぐポニーテイルを押さえる。

「つうかおまえ、授業は」

「さぼったわ」

「堂々と言うな！」

「……理由が、あるのよ」

　僅かに、一乃が瞳ひとみを伏せる。

　物もの憂うげな仕草に、宗そう司じは思わず息を吞のむ。

「何か……あったのか」

「ええ……体育の担当教諭があろうことか」

　一いち乃のが宗司を見上げて瞳ひとみを見詰めた。

「好きな者同士で二人組みになれと言うの」

「今すぐ戻って先生とペア組めアホ」

「酷ひどい人」

「おれが酷けりゃおまえは言い訳の余地のないアホだ！」

「まあ聞きなさい。そもそも今日の女子の体育はバスケットボールらしいのよ」

「なんだよ、バスケが嫌いとか、そんなのか？」

「いいえ」

「じゃあ運動が苦手……ってわけでもないよな、わかった、団体競技が苦手なんだな」

「あなたが私をどう思っているのか、よくわかる回答ね。しかも微妙に正解しているのが不愉快だわ」

　抑えた声こわ音ね、その眼光は氷の刃やいばのように鋭く宗司は愛想笑いで誤魔化した。

「……あはは。いや、すまん」

「単純に、私は団体競技は全すべてさぼることにしているだけよ」

　ジャージ姿の一乃が、ポニーテイルを揺らして肩をすくめる。

「さすがに一人で相手チームを丸ごと相手するのは疲れるもの」

「待て、味方チームどこやった」

「……味方？」

　突然、全く理解できない外国語でも聞かされたように一乃は首を傾かしげた。

「宗司、バスケットとはボールを奪うや、相手チームのディフェンス九人を一人で抜いてシュートを叩たたき込こむゲームなのよ？」

「味方チームをナチュラルに敵扱いしてやがる、チームプレイとかチームワークとか以前の問題とは……たまにおまえの対人能力の低さが恐ろしい」

「冗談よ、たまにしかやらないわ」

「たまにでもやるな！　つうか、おまえ無駄にスペック高いな！　成績も学園トップクラスだろ確か！」

「宝の持ち腐れよね」

「自分で言うな！」

　ふふんと、一乃が心なしか自慢げに胸を張る。

「まあ、そういうことだから私の暇ひまつぶしに付き合いなさい」

「おれは普通に授業受けときた……ああ、いや、いいよ、おまえに付き合うよ」

「あら、意外に素直なのね」

「ここで逆らうと泥沼にはまるイメージが浮かんだ」

「残念だわ」

　冗談めかして一いち乃のが続ける。

「抵抗するようなら三日後にはあなたが学校にいられなくなるように仕向けてあげようと思っていたのに」

「よーし、頑張ったぞおれの危機管理能力」

「具体的にはまずこの場で着衣を乱して悲鳴をあげるわ」

「やめろ、聞きたくない、聞きたくないぞ！」

「臆おく病びようね」

「ああ臆病だよ」

「賢明でもあるわ」

「ああ賢明──バカな！　褒められているだと！」

「安心しなさい、皮肉だから」

「本気で少し安心したんだが、何か間違えている気がしてならない」

「何も間違えてないと思うわ、さあ、そろそろ行くわよ。あまりここで喋しやべっていて見み咎とがめられては面倒だもの」

　と、一乃が目線で第四校舎を指した。

「私はさぼるとき、いつもあそこの屋上を使うのよ」

「……屋上、立ち入り禁止じゃなかったか」

「だから？」

「いや、なんでもないです」

　宗そう司じは肩をすくめて、さっさと歩き出した一乃の後を半歩遅れてついて行く。

　一乃の長い黒髪がグラウンドの風に吹かれ、微かすかに淡い花のような匂においがした。

「宗司」

　ポニーテイルを僅わずかに揺らして一乃が振り返る。

「歩くのが遅いわよ」

「へいへい」

　もう一度、宗司は肩をすくめて一乃の隣に並んだ。

「いい子ね、ご褒美にジュースを奢おごってあげる」

「どうもありがとう」

　さらにもう一度、宗司は肩をすくめた。

　言葉どおり、一乃は第四校舎一階の階段脇わきの自販機でジュースを奢ってくれた。

「宗司はメッコールでよかったわね」

「嫌がらせか！」

　因ちなみにメッコールとはまあ、その、非常に個性的な味の飲料である。

「冗談よ、でもなんでメッコールを普通に売ってるのかしら、ここの自販機」

「なんかごく一部に熱狂的ファンがいるらしいぞ」

「……へえ、人間って侮あなどれないわね」

「……ああ、侮れないな」

「それで、宗そう司じは何にするの？」

「ん……じゃあ、オレンジジュース」

「ふぅん」

　一いち乃のはなにやら意味ありげな視線で宗司を見る。

「……なんだよ」

「私もオレンジジュースは好きよ。だからオレンジジュースにするわ」

「いや、わざわざ説明せんでも」

「オレンジジュースという選択に、他意はないのよ」

「言われんでもわかるっつうの」

「なら、いいわ」

　オレンジジュースを買い、二人は授業中の静かな校舎を並んで歩き、屋上へ向かった。

　屋上へ続くドア（鍵かぎは壊れていた。宗司には何か高温の炎で焼き切ったような跡が見えたが、多分、気のせいだろう）の前で、一乃は立ち止まる。

「宗司、今日は少し、真面目まじめな話がしたい気分なの」

　じっ、と一乃の瞳ひとみが見詰めてくる。

「真面目な話？」

　吸い込まれそうだと宗司は思う。

「そうよ、だから」

　一度、言葉を切り真しん摯しな眼まな差ざしで一乃は続ける。

「屋上に脚を踏み入れた瞬間から、私はえっちぃ言動を封印するわ」

「マジか！　会話の半分ぐらいはエロネタに走ってる気がするおまえがか！」

　ツッコミどころは果たしてそこでいいのだろうか。

「マジよ。いわゆるツンデレのデレの部分ね」

「そんなデレは嫌すぎる。それ以前におまえはツンデレなのか？」

「確かに、私はツンデレからは少しばかり外れているかもしれないわ」

「いや、盛大に外れてるからな」

「べ、別にツンデレなんかじゃないんだからねっ」

「棒読みで言うなっ！　物もの凄すごい反応に困るわ！」

「あなたの要求は難しいわ」

　困ったように首を振り、一いち乃のがわざとらしい溜ため息いきを吐ついた。

　宗そう司じの方は本心から溜め息を吐く。

「それはこっちの台詞せりふだ」

「なるほど、お互いさまね」

　皮肉っぽく唇を歪ゆがめて、一乃が屋上のドアを開けた。

　開ける視界。

　高い柵さくの向こうに太陽の照る青い空、山の中腹に建つ荒あら谷や学園からの眺めを遮るものはなく遠い海までも見渡せる。

「こっちよ」

　一乃が宗司を給水塔の上へと招く。

　学園で最も高い第四校舎の、最も高い場所だった。

　給水塔の中央に腰を下ろして宗司は風を感じる。

　冷たさの混ざった風の心地よさに目を細めた。

「いい場所でしょう」

「ああ、いいな。確かに、授業をさぼりたくもなる」

「それは皮肉かしら」

「多分な」

　ふっ、と宗司は口元を緩めて微笑ほほえむ。

「で、真面目まじめな話ってのは何だ？」

「ああ、それは簡単よ」

　宗司に背を向けて一乃は給水塔の縁ぎりぎりに立つ。

　昔流は行やった映画のように、あるいは磔たつ刑けいのキリストのように両腕を広げる。

「宗司を殺そうかと思うの」

「……」

「……」

　沈黙の中で、一乃のポニーテイルが屋上の風になびいていた。

　宗司は一乃の小さな背を見詰めていた。

　あるいは今の一乃は一枚の宗教画のようだったかもしれない。

　それを眺める宗司の掌てのひらにはじっとりと汗が浮かんでいた。

「…………マジで？」

　答える代わりに、一乃は、

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

　燃える槍やりをその手に呼んだ。

　立ち上がろうとする宗そう司じを制するように、一いち乃のは振り向くや燃える槍やりの穂先を喉のど元もとへと突きつける。

　宗司は息を吞のみ、浮かせた腰を再び下ろして一乃を見上げた。

「えーと、せめて理由ぐらいは話して欲しいんだが」

　冷や汗をだらだらと流しながら、声だけはいつもどおりに宗司は問うた。

「ねえ──あなたは朝起きたら、一番に何を思う？」

　槍を握る一乃が赤い色とは裏腹な冷えた氷のような眼まな差ざしで宗司を見下ろす。

「日によって違うけど、大概はあと五分ぐらい寝てたい、だな」

「普通ね」

「普通だよ、で、普通じゃないおまえは？」

「私は落胆するの」

　それはまた随分と不健康な目覚めだ。思いながらも、宗司は何も言わない。

「世界が平和であることに落胆する、世界が終わっていないことに落胆する、世界が世界で有り続けることに落胆する、世界が継続していることに落胆する、世界が──地獄になっていないことに落胆する。だって地獄なら、この力にも意味が生まれるでしょう」

「……おまえ、本当に、面倒な奴だな」

　槍を突きつけられているというのに、宗司はどこか悲しむような眼差しを向けた。

「そう、落胆していたのよ」

　過去形？

「最近は、朝起きると、とても気分がいいの」

　一乃の瞳が僅わずかに揺らぎ、槍を握る手に力がこもる。

　対照的に、宗司の心は静かだった。

　一乃が手に力を込めたのは、きっと、震えを隠すためだと気付いたから。

「あなたのせいよ」

「おれが何をした？」

「でっちあげた同好会が、あんまりに楽しかったせいで、私は少し浮かれすぎてしまったのよ、まるでお祭りのようだった」

「……」

「夢を見たわ。あなたと出会った日の夢を見た」

「…………」

「目が覚めて、我に返って、私は急に怖くなったの」

「………………」

「私が『煉獄カサルテイリオ』を背負って生きる為に必要なのは憎しみだった」

「……………………」

「この世界を憎めなくなるのが怖いの」

「…………………………」

「だから、死んで」

「おまえ」

　宗そう司じは目の前の槍やりを、それを握る一いち乃のの瞳ひとみを覗のぞき込こむ。

「馬ば鹿かだろ」

　赤い炎のような瞳は、赤い炎のように揺らいでいる。

「……馬鹿じゃ、ないわよ」

「馬鹿だよ、おまえ。だってそうだろ、おれが死んだところで、何が変わるんだ？」

　耐え切れなくなったように、一乃は目線を逸そらす。

「何も変わらねえよ、そこにあるものは、そこにあるものだ。『煉獄カサルテイリオ』が消えてなくなるわけじゃない」

「あなたは、怖くないの」

「そこにあるものは、そこにあるものだ。なあ、おまえ、本気で、本当に、本心から、おれを殺せば、何かが変わると思ったのか？　おれが消えても、おまえの中のおれは消えやしないぞ」

「私は、怖いのよ」

「だったらずっと浮かれてろ、おれは──」

　宗司は立ち上がり、一乃の頰ほおを摑つかんで無理矢理こちらを見させて、




「おまえが満足するまで付き合ってやる」




　赤い瞳を真正面から見詰めて告げた。

「……私が馬鹿なら、あなたは、救いようのない馬鹿だわ」

　淡々と告げる一乃の顔が、何な故ぜか泣きそうに見えた。

「救いようのない馬鹿でもなけりゃ、おまえを放ほうり出だして逃げ出してる」

　宗司はオレンジジュースをポケットから取り出してプルタブを開ける。

「おまえも飲めよ。授業が終わっちまう」

「そうするわ」

　宗司のすぐ隣に腰を下ろして、一乃もオレンジジュースを飲み始めた。

「……いまいちだな」

「いまいちね、ぬるいわ」

「おまえの真面目まじめな話につきあってたせいだぞ」

「真面目な話だったわ」

「そーか？」

「そうよ」

「そーか」

「そうよ」

「そーだな」

「そうよ」

　風が心地よかった。

　太陽は眩まぶしかった。

　会話はくだらなかった。

「ぬるいの我慢すりゃ、意外といけるな」

「授業をさぼってジュースを飲むというのも悪くないものね」

「次は、ジュースがぬるくなる前に飲もうぜ」

「いいわよ、真面目な話はその後ね」

「いや、真面目な話はやめてくれ。その度に『煉獄カサルテイリオ』突きつけられてたら命がいくらあっても足りん」

「善処するわ」

「誓約しろ！　冷静に考えたらおれは何一つ悪くねえじゃねえか、完全な八つ当たりじゃねえか！」

「今更気がついたの？」

「悪気がゼロだとっ！」

「あなたも面倒な女と関わったものね」

「自分で言うな！」

　会話はくだらないが、悪くもなかった。

　少なくとも、楽しくはあった。

　チャイムが鳴るまで二人はそうしていた。

「さて、と、チャイムも鳴ったしそろそろ戻るか？」

「私はもう少しここにいるわ」

「ん、じゃあ先に行くぜ、ジュースご馳ち走そうさま」

「どういたしまして」

　一いち乃のは給水塔を下りていく宗そう司じを見送った。

　しばらく待って、宗司が戻ってこないのを確かめて、屋上に一人残った一乃は、

「失敗したわ……」

　頭を抱えた。

「なんで素直にお礼が言えないのかしらねえ、まったく。昨日鏡の前で二時間も練習したじゃないの──『あなたと一緒にいるととても楽しいわ、ありがとう』って何で言えないのよもう」

　しかもその代わりに出たのが『あなたを殺す』だ、素直でないにも程がある。

　捻ねじ曲まがっているにも、程がある。

　歪ゆがみきっているのにも、程がある。

　何より性た質ちの悪いことに──その言葉もまた、全すべてが噓うそではない。

『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃の。

　炎のように、その心は激しく、熱く、ひどく──揺らいでいる。

「宗そう司じがどんな反応をしようと対処できるように考えてきたのも全て無駄になったわ」

　一乃は残念そうに（と、言っても表情は殆ほとんど動いていないが）呟つぶやくとジャージのポケットからメモを取り出した。

　メモには一乃の字で、なにやら細かいフローチャートが書いてある。

　一乃はもう一度メモに視線を走らせると、ジッポライターで火をつけた。

　メモが端からゆっくりと燃えていく。一乃が手を離す。給水塔の上に落ちたメモが灰になる。爪つま先さきで灰を踏みにじり、風に散らす。

「本当、我ながら全く……面倒な女」

　たんっ、一乃が給水塔の上から飛び降りる。

　ポニーテイルをなびかせ落ちて、危なげもなく着地する。

　青空を見上げ、そこにいない宗司の姿を脳裏に映す。

「本当、面倒な女に好かれて、可哀かわい想そうな人」

　でも、と、彼女は続けた。

「逃がしてあげないわよ、絶対にね」

　そのとき、一乃は笑っていた。

　見慣れた皮肉の浮かんだそれではなく。

　誰だれかがそこにいて見ていないことが残念なほどに、見れば心を奪われてしまいそうなほどに、世界の果てに一輪咲いた薔ば薇らの花のように、

「どうやら、私はあなたのことが好きみたいだから」

　ただ美しく微笑ほほえんで、そう言った。













日誌　七　悪い冗談






　放課後のチャイムから三十分ほどして、宗そう司じがいつものように第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室のドアを開ける。

「悪い、ちょっと野暮用で……遅れ…………げっ」

　思わず、塩の塊かたまりでも飲まされたような顔をした。

　長い黒髪、黒いセーラー服の一いち乃のの他ほかに、もう一人いた。

　一乃の対面に、銀髪の女が座っていた。

「沢さわ村むらキリカ……」

「そうだよソージ！　ソージの無二の親友の沢村キリカさんだよ！　荒あら谷や学園の無駄に多い制服をコンプリートしたオシャレさんで、好きなものはソージとジョークと美お味いしいごはん！　最近の悩みはソージとクラスが別になっちゃったことと、ソージが最近一緒に遊んでくれないことと、ソージがわたしのとっておきのジョークで笑ってくれないことだよ！　そんなキリカさんだよラブー」

　いきなりテンションがマックスな銀髪の彼女──キリカは見ているとなんだか幸せになりそうな春の日を思わせる無邪気さで笑っている。その顔立ちは日本人離れしてスタイルの方も抜群だ。

　自称オシャレさんのキリカの今日の制服はリボンタイのついたシンプルなブレザーで、その胸部は大きく、そして柔らかそうに盛り上がっている。

　純和風美人の一いち乃のとは色んな意味で（具体的には胸）対をなしている。

「だからテンションたけえよ！　そして相変わらずうぜえよおまえ！」

　が、まあ、基本的にはうざい。

　構って欲しがり屋の子犬みたいな空気を出していてかわいいけど、うざい。

　しかも宗そう司じまで釣られて微妙にテンションが上がっている。

「ねえねえねえ、聞いて聞いて聞いてソージ」

「相変わらずおれの話を聞く気ゼロだな！」

　身振り手振りしながら、目をきらきら輝かせてキリカが言う。

「今日はとっておきのジョークを考えてきたんだ」

「ジョークか、よっしゃ来い！」

　ぱんっ、と宗司は自分の頰ほおを叩たたき気合を入れる。

「じゃあ行くよー」

　息を大きく吸って、キリカが話し出した。

「先週のことだったんだけど、うちのワイフが妙に機嫌よく──」

「いや、おまえワイフいねえだろ」

「そういやそうだね」

「だろ、仕方ない奴だな」

　二人は顔を見合わせ肩をすくめると、アメリカ人ばりに笑い出す。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

「──って、ソージ！　ツッコミ場所を盛大に間違えてるよっ！　なんで気がついたらシュール系のジョークになってるのさっ！」

「むっ、やっぱりか」

「予想してたのにやったの！」

「ツッコミ役がツッコミどころを逃がしてどうするんだ！」

「その使命感は別のところで発揮してよっ！」

「気にすんなよ！　で、どんなジョークだったんだ？」

「ソージ……ジョークを説明させるのは鬼の所業だよ」

　拗すねたように、キリカが頰を膨ふくらませる。

「あれ、ひょっとしておれ、やっちゃった？」

「やっちゃったねっ！」

「……悪い」

　申し訳なさそうな顔で宗そう司じが後頭部を搔かく。

「いいよー、そんな色々ダメでジョーク殺しなソージもラブー」

　キリカが大おお袈げ裟さに肩をすくめ、その拍子に大きな胸がぽよんと揺れた。

「はいはい、ラブラブ、で、なんでこんなところにいるんだ」

「それはね！」

「体験入会希望だそうです──よ」

　今まで黙ってテンション高めの宗司を見ていた一いち乃のが割り込む。

　宗司は一乃の背後に、なんか怒り狂う虎とらを見た。

「た、体験入会？」

　一乃の発する圧力に宗司は思わず後あと退ずさりしてしまう。

「そうだよー、体験入会だよ」

「なんだおまえ、ゲーム好きだったのか？　言っとくけどこのゲーム同好会はろくにゲームしてないぞ」

「ゲームとか全然興味ないよ！」

「元気のいい答えをありがとう、じゃあ何でだ」

「そうだね、単にソージを追っかけて来ただけだね」

「今すぐ出てけ」

「ソージ冷たい。わたしはこんなにソージが好きなのに」

　大おお袈げ裟さに両腕を広げて、がっくりと首を落とす。キリカの銀の髪が、放課後の日差しにきらりと輝いていた。

「はいはい、ありがとうよ」

　どうでもよさそうに宗司が言って溜ため息いきを一つ、テーブルに吐ついた。

　丁度、一乃とキリカに挟まれるような配置だった。

　宗司は何となく二人の顔を見る。

　キリカは何も考えてなさそうな無邪気な笑顔を浮かべてニコニコしている。

　対照的に、いつものように表情のない一乃……は、何な故ぜか、見ていると妙にこの場から逃げたくなるような圧力を発していた。

　苛いら々いらしているのだろうか？

「……どしたよ、一乃。そんなじっとこっち見て」

「別に、何でも、ないわ」

　抑えた声が、かなり怖い。

「何でもって……」

「何でもないわ」

　ギロリ。

「ソウデスカ」

　怖すぎる目で睨にらまれて、思わず棒読みになって視線を逸そらした。

「アハハハ、ソージ弱いね」

「うるせえよ」

「宗そう司じ」

「はいっ！」

　びくん、と思わず宗司は背筋を正す。

「あなたはそっちのキリカと大変仲が良い『友だち』だそうですね」

　ぎろりと、睨むような一いち乃のの言葉に、宗司の背中は嫌な汗で濡ぬれる。

「なんで妙に友だちを強調して……いや、まあ、仲は、うん、悪くはないが」

　まだ若干びびっていた。

「前のお休みも一緒に遊んだもんね」

「おまえが無理矢理おれの家に押しかけてきたんだろうが。日曜の朝の七時にチャイム連打しやがって……何な故ぜかおれが妹に怒られたんだぞ」

「ソージ。朝の七時はもう起きる時間だよ？」

「日曜の朝に限ってそれはない！」

「そのジョークは面白くないよ」

「ジョークじゃねえ、苦情だ」

「うわー、今のは本当に面白くなかったよソージ」

「待て、違うぞ、上う手まいこと言おうとしたわけでもなんでもないんだぞ、今のは！」

「アハハハ、ソージはいつも面白いね」

「おれは何一つ面白くねえ！」

「大丈夫、わたしは面白いから」

「相変わらず絶妙に会話が通じないなおまえは！」

「えー？」

　きょとんと、銀髪を揺らして可愛らしく小首を傾かしげる。

　一乃はそんなキリカの仕草になおも苛いら立だちを募つのらせる。

　もっと苛いら々いらするのは、

「ソージはたまに難しいことを言うね」

　キリカが悩むように腕組みをして、その結果、無む闇やみに強調されるその大きな胸だ。

　一乃は思わず自分の胸を触って、そのあまりの平原ぶりに人生の意味を考え直したくなった。神は不平等だ、色んな意味で。そして、もしいるのならば、だ。

「……随分と、仲がいいのね」

　底冷えのするような声に、一瞬、宗そう司じの動きが止まる。

　六月だというのに、背筋に冷たいものが走った。

「うん、仲良しさんだね。むしろ恋人並みの仲睦むつまじさだね。この前もソージに肩車してもらったよ」

「おまえが駅前のモニュメントのてっぺんに触りたいとか言い出したあれか。本当に勘弁してくれ、物もの凄すごい微笑ほほえましいものを見る目で見られて泣きたくなったぞおれは」

「いいじゃん」

「よくねえよ！　十六歳だぞおれもおまえも！　恥ずかしいだろうが！」

「だって、ソージに肩車してもらいたかったんだもん」

「普通は十六歳が肩車ねだったりしないんだよ！」

「アハハハ、ソージ、顔が赤いよ？　相変わらず照れ屋さんだね」

「うるせえ、滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしかったんだからな」

「……肩車」

　ぽつりと呟つぶやいた一乃は、宗司に肩車されるキリカの図を想像した。

　肩車というからには当然、あれだ、キリカの太ふと腿ももが顔のすぐ傍そばにあって、ぎゅーっと調子に乗って宗司の頭に抱きつくのだ。

　想像するだけで、一いち乃のはなんだかむかむかして来た。

「……脂肪の塊かたまりめ」

　ぽつりと、恐ろしく冷たい声で一乃が漏らす。

　キリカと話をしていた宗司はまたも、びくりと背中を震わせた。

「ど、どうしたよ一乃」

　今日の部室は心臓に悪そうだ。

「なんでもないわ」

　長い黒髪を揺らして一乃は首を振り、不愉快な妄想を追い出す。

「確認したいのだけれど、あなたたちは、『友だち』なのよね」

「ああ？　まあ、友だちだよ」

　なあ、と宗司はキリカに同意を求める。

「うん、ソージが言うなら。友だちってことにしておいてもいいよ」

　妙に意味ありげな笑みを浮かべてキリカが答えた。

「……そう」

　一乃がテーブルの下で強く拳こぶしを握り締める。

　一瞬、一乃とキリカが互いを見た。

　二人の間に火花が散ったように見えたのは気のせいか。

「宗そう司じ、あなた、馬ば鹿かが好きなの？」

「ねえ、ソージって性悪女が好きなの？」

　気のせいじゃなかった。

「同時になんてこと聞きやがる」

　そしてこいつは何か致命的なことに気付いていなかった。

「別に深い意味はないわ」

「うん、別に深い意味はないんだよ」

「はあ？　まあ、どっちも別に興味はないな」

「らしいわよ、残念だったわねキリカ」

「アハハハ、イチノもねー」

「馬鹿は死んでも治らないそうだけど、試しに死んでみたらどうかしら」

「思い切って百キロぐらい太ってみたらどうかな、胸も少しは大きくなると思うよ？」

「十六歳は成長期よ」

「わたしは十二歳ぐらいからどんどん大きくなったけどね」

「脳に行く栄養が全部そこに行ったみたいね」

「じゃあイチノは栄養が足りなかったんだね、牛乳飲みなよ」












「毎日飲んでいるわ」

「じゃあ成長の余地がないってことだね」

「あなたの脳髄と同じぐらいにね」

　互いに、棘とげを隠した……隠れてるかどうか微妙な言葉をぶつけ合っている。

「おまえら……初対面だよな。クラス違うし」

「ええ、初対面よ」

「うん、一ミリも記憶の中に存在してないね」

　その割には言葉に遠慮がない。ふむ、と宗そう司じは納得する。

「一見仲が悪そうだけど、実は仲が良いってパターンだな」

　奇妙な沈黙が部室を包んだ。

「……何な故ぜそこで沈黙する」

「宗司、あなた馬ば鹿か？」

「ソージ、ジョークのセンスないよ？」

「あれ？　おれ、何か間違えたか？　なんかこう、そう見えたんだが」

「馬鹿みたい」

「悪い冗談だねっ」

　二人は揃そろって首を振る。

「どうやら引き分けのようね」

「かもねー」

　一いち乃のは小さく安あん堵どの息を吐く。

　まだキリカへの苛いら立だちは収まっていないようだが、恐らく宗司とキリカが本当にただの友だちなのだと納得したのだろう。

「そういえばソージ。ちょっと前に教えてあげたお店、覚えてる？」

　少し、早かったかもしれない。

「ん、どっちのだ」

「メイド喫茶じゃないほう。『眠る羊』さん」

「ああ、いい店だよな」

「気に入ってくれたなら嬉うれしいよ。連れて行った甲か斐いがあるよね。ソージに突然メイド喫茶行こうって誘われたときは困っちゃったけど」

「悪かったよ。他ほかにメイド喫茶について来てくれそうな知り合いがいねえ上に、おれはいまいちお茶の味とかメイドの可愛かわいさとかわからねぇんだもん」

「うん、あそこはありとあらゆる意味で微妙だったとキリカさんが保証してあげるよ」

「別にそんな保証はいらねえから安心しろ」

「……宗司が、誘った」

　一いち乃のは小声で呟つぶやく。

　彼女の胸中に怒りの炎が灯ともった。

「メイド喫茶の話題をしたのは私よ、そこは先に私を誘うべきでしょう。確かに直接的な誘いはしなかったわ、途中でメイドの素晴らしさをわからしてやる方向に頭が行ってしまったもの。と、いうか宗そう司じは頻繁にこの女と出かけているように聞こえるわね。『眠る羊』は良い店だったけれどこの女の紹介で、私はこの女の後？　ええ、時系列的に仕方ないわ、仕方ないわね、仕方ないわ──」

　殆ほとんど逆恨みのようなものだ。それぐらいは一乃も理解していただろう。

　そして理解していても、納得はできないのだろう。

　炎のように、その怒りは理不尽にも揺らぎながら膨ふくれ上がっていくのだ。

「……一乃、おまえ、なにぶつぶつ言ってるんだ？」

　その胸の内までは知らずに、宗司が訊きいた。

「なんでもないわ」

「いや、おまえ、今日、なんか変だぞ？」

「宗司の分際で随分と親しげな口をきくのね」

「あ、ちょっといつもどおりだ」

「あなたは黙っていつものように私の下着の色でも妄想していればいいのよ」

「そんな妄想は一度たりともしたことはないぞ！　でもいつもどおりのおまえに安心したおれがいる。これはちょっと人間としてダメじゃないかおれ！」

「因ちなみに今日は水色よ」

「うおおおおお、止やめろ想像しちまうだろ。おれよ冷静になれ！　ジェントルだ！　ジェントルマンの魂を体に降ろせ！　水色を脳髄から追い払え！」

「哀れね」

「哀れむな！」

「死ねばいいのに」

「ストレートな悪口にもほどがある！」

「わたしとしては、普段二人がどんな会話してるのかが気になるなー。どうして当たり前みたいに下着の色の話なんてしてるのかな？」

　割り込んだキリカがにこにこと笑って宗司を見ていた。

　何な故ぜか宗司はその笑みに、一乃レベルの圧力を感じる。

「いや、決して当たり前のようにしてるわけじゃなくてだな……あー」

　がたん、答えあぐねていると一乃が急に立ち上がった。

「喉のどが渇いたから、何か買ってくるわ」

「ん、お茶ならそこのコンロで」

「冷たいのが飲みたいのよ」

　言い捨てるや、長い黒髪をしゃらりと大きく揺らして背を向ける。

「じゃー、ソージはわたしとじっくりたっぷりお話をしてようね！　具体的には普段、イチノとどんな話をしてるのかとかたっぷり聞きたいな？」

　キリカが椅い子すを寄せて、宗そう司じの肩をがしりと摑つかむ。

「ちょ、おま、痛い、摑んでるところが滅め茶ちや苦く茶ちや痛い！　爪つめが食い込んでる！」

　宗司の声は無視される。

　すれ違いざまに、一乃とキリカは互いを見る。

　長い髪を揺らして、銀の髪を輝かせて、正反対の少女たちはすれ違う。

　明確な、敵意をこめて。




　要は少し頭を冷やしたかったのだ。

　一乃は第三旧校舎の外にある自販機で冷たいジュースを買い、自販機に背中を預けてちょこんと腰を下ろす。

　しかしジュースには手をつけず、代わりに黒いセーラー服からジッポライターを取り出して細い指先で弄もてあそぶ。

「……沢さわ村むらキリカ」

　かちゃりとジッポライターの蓋ふたを弾はじいて鳴らしながら、一乃は呟つぶやく。

　彼女は自販機の落とす影の中から日向ひなたにキリカの姿を幻視する。

　銀色の輝く髪、愛らしい顔立ち、抜群のスタイル。嫌味のない笑顔。

「ああいうのが、ソージの好みなのかしら」

　やせっぽちで、凍りついたような一乃とはあまりにも正反対だ。

　思わず強くジッポライターを握り締める。

「気に入らないわね」

　一乃と違う愛あい嬌きようのある顔立ちが気に入らない。

　一乃と違う輝くような銀髪が気に入らない。

　一乃と違う明るい声が気に入らない。

　そしてこれだけは同じ。

　瞳ひとみの中にある、炎にも似たぎらついた『何か』が気に入らない。

　なにか根本的な部分で同類だと本能が告げている。

　もっとも、それを抜きにしたところで、

「気に入らないわね、何を食べたらあれだけ育つのよ……」

　腹立たしげにジッポライターを鳴らした。

「あー、ここにいたのか一乃」

「宗そう司じ？」

　ふらふらとやって来た宗司は自販機の前に座る一いち乃のを見て、軽く肩をすくめた。

「なんか様子が変だったから、見に来た」

「大きなお世話よ」

　言いながら、一乃の鼓動が少し早くなる。

「そうかい、まあいいよ……で、だな、キリカのことなんだけど」

　少し言い辛づらそうに宗司は額を搔かく。

「どうする、体験入会だって言うしおれが適当に理由つけて断っとくか？」

「意外ね、あなたからそんなことを言うなんて」

「うん、まあ、何となくだけど、おまえの様子がおかしいのってあいつが原因だろ？」

「……ますます意外だわ。あなたがそんなことを察することができるなんて」

「おまえはおれをどれだけ低い扱いしているんだ？」

「冷凍野菜並みに致命的なレベルで他人の心を理解しない朴ぼく念ねん仁じん」

「既に人間扱いされてなかっただとっ！」

「これからは脳髄の機能が停止したレベルとして扱ってあげるわ」

「それはレベルアップなのか？」

「据え置きよ」

「扱いを変える意味がねえ！」

「まあ、キリカのことはどうでもいいわ。あなた如ごときに気を使われるとなんだか虚むなしくなってくるもの」

「はいはい、そうですか。で、どっちにするんだ」

「任せるわ」

「オーケイ、じゃあ断る」

「そう。正直、意外ね、そんなに私と二人きりがいいの」

「そうだよ」

　さらりと答えて、宗司は一乃に掌てのひらを差し出す。

　一乃は思わず宗司を見上げる。

　宗司は柔らかな笑みを浮かべて一乃を見下ろす。

「一乃と二人きりがいい」

　どくん、一乃の心臓が鳴る。

「そ、そうなの」

　一乃の頰ほおが赤くなる。声が上擦っているのを自覚する。羞しゆう恥ちに視線を逸そらして宗司の差し出した掌に、自らの掌を重ねる。

　触れ合う掌が熱い。

「そうだ、だって──」

　宗そう司じは座り込んだ一いち乃のを立たせてそのまま、

「一乃は、おれにとって特別だから」

　囁ささやいて抱き締めた。

「な、えっ、あ──」

　一乃の心臓が早鐘を打つ。

　背中に回された手に力が篭こもる、二人が一つであるように強く抱き締められている。

　体が熱い。

　心が熱い。

　宗司以外の何もかもが見えなくなって、全身から力が抜ける。

「一乃」

　囁かれるだけで、背筋に甘い電流が走る。

　宗司の指が一乃の顎あごをそっとなぞる。

「返事を聞かせてくれよ、おれの一乃」

「わ、私は……私の…………返事、は」

　顔が近付いてくる。

　宗司の瞳ひとみに見詰められる。

　早鐘を打つ心臓はもう破裂してしまいそうで、何も考えられない。

「一乃、さあ」

　囁きに促うながされるように、一乃は瞳を閉じる。

　──くすり、小さな笑う声。

「──ッ！」

　カッと目を見開き、一乃は乱暴に突き飛ばす。

「あなた、誰だれっ！」

　顔を真っ赤にして一乃が叫ぶ。

　突き飛ばされた宗司は──

「アハハハ、ねえ、こんな風に愛してくれたら、素敵だと思わないっ！」

　知った女の声で告げ、右の掌てのひらで顔を隠す。

「あなた……沢さわ村むらキリカ？」

「ピンポーン」

　仮面をはぐように──否、いつのまにかそこには割れた仮面がある。

　割れた仮面を剝はがせば、下に見えるのはキリカの顔だ。

　輝くような銀髪に豊かな胸、学ランまでもリボンタイの女子用ブレザーに、さっきまでそこにいた宗司は、完全なまでにキリカに戻る。

　変装や手品というレベルのものではない。

　異能。

「思ったより驚かないね、やっぱり、キミにも異能があるのかなっ！」

　キリカは無邪気ににこにこ笑って、割れた仮面を指先に挟んでくるくる回す。

「……よくわかったわね」

「何となくね、わたしはそーいうのは、何となくわかるんだよ」

「そうね……『零白夜ラスト・エレメント』があったのだから、他ほかにいてもおかしくはないわ──でも」

　赤い瞳ひとみに怒りの炎を宿し、吐き捨てる。

「随分と、ふざけたことをしてくれる！」

「そんなに怒らないでよ、ちょっとしたジョークだよっ、ちょっとドキドキしたでしょ」

「誰だれがっ！」

「アハハハ、まさに『悪い冗談バツトジヨーク』ってね」

　どこまでも悪びれないキリカの態度に、一いち乃のは苛いら立だちを募つのらせる。

　だが彼女は頭の一方で冷静にキリカを観察している。

「一応訊きいてあげるわ。何のつもり」

「ウープス」

　銀の髪と豊かな胸を揺らして、キリカがわざとらしいほど大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「だから。ただのジョークだよ。それと、確かめてみようかなって思っただけ。イチノさー、ソージのこと好きでしょ」

「な……え、ああああなたが何を言っているのか、よくわからないわね」

　大変分かりやすく一乃がうろたえて、目線を逸そらした。

「いや、バレバレだよ」

「……そうでしょうね。でも、私にもわかるわよ」

「何が？」

　一乃の視線がキリカに戻り、挑発的に唇を吊つり上あげる。

「あなた、宗そう司じのことが好きなのでしょう。冗談めかしてラブなんて言ってて、宗司も冗談だと思って相手にしていないようだけれど、あれは本気でしょう」

「……」

　短い沈黙の後、キリカが肩をすくめた。

　恐らくは肯定の意味なのだろう。

「もう告白ぐらいしたの？」

「…………私の脳髄は『好き』という単語を口に出そうとすると自動的に『死ね』に変換してしまうのよ」

「アハハハ、何それ、変なの──でもまあ、うん、そのつもりはあるんだ」

「で、あなたは、私に、何を言いたいのかしら」

　急に、

「渡さないよ」

　キリカの声から、軽さが消えた。

「ソージは、わたしのものだ」

　一欠けらの冗談もない瞳ひとみ、その奥に揺らぐ炎を宿して一いち乃のを見据える。

　一乃はまるで、鏡を見ているような気分だった。

「いいえ、私が貰もらうわ」

「じゃあもう、これしかないね」

　キリカは指鉄砲を自分のこめかみに当てて、

「我が根源、我が世界、我が魂──顕現せよ『道化師の栄光バツトジヨーク』！」

　引き金を引いた。

　かくてキリカの異能──『道化師の栄光バツトジヨーク』が世界を塗り替える。

　キリカを中心に広がっていく長い影が世界を上書きし、二人を隔離する。

　結界、キリカの世界、キリカの精神の形──走馬灯。

　ぼんやりとした光に照らされた無限の平野に、触れられぬ影絵たちがぐるぐると踊るように回り続けている。

「……罪を焼け」

　一乃が虚空に手を伸ばし、武器を呼ぶ。

「赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

『煉獄カサルテイリオ』第二の異能、一乃はその手に燃える槍やりを握る。

　目の前にいるキリカを──自らの影を焼き尽くさねばならない。

　一乃は当たり前のようにそう思う。

　そしてそれはキリカもきっと同じだ。

「わたしは『道化師の栄光バツトジヨーク』沢さわ村むらキリカ──力尽くで、キミを黙らせようと思う」

「『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃──奇遇ね、私も同じことを思っていたわ」

　互いに己おのれの名を宣言し、一乃は皮肉を宿して唇を吊つり上あげた。

　それが合図。

　一乃は右手に『煉獄カサルテイリオ』を握り。

　キリカは割れた仮面を顔に被かぶり。

　二人が真正面から駆け出した。

　長い黒髪が、輝く銀髪が、黒いセーラー服が、リボンタイのブレザーが、

　全すべてが風に流れて行く

　瞬く間に二人は接近する。

　突進の勢いを乗せ、一いち乃のが燃える槍やりでなぎ払う。

　キリカは高飛びのように槍を避よけ、高く跳ぶ。

　空中でくるりと回ればブレザーの背中を突き破って翼が生える。

「翼？」

「それだけじゃあ、ないけどねっ！」

　上空に陣取ったキリカが指先で銀髪を梳すく。

　数本の抜いた髪を、棒手裏剣のように投とう擲てきする。

「……髪の毛？」

　一乃は嫌な予感を覚えて大きく避ける、ただの髪の毛は鋼はがねの針のように地面に刺さる。

　翼、髪、宗そう司じの姿、全すべてを考えれば答えも出る。

「そう、さしずめ、『変身』の異能」

「ぴんぽーん」

　上空のキリカがそのまま道化師のような動作で軽い拍手をする。

「『道化師の栄光バツトジヨーク』は『変身』の異能。宗司の姿になることも、背中に翼を生やして髪の毛を鋼の硬さにするのも自由自在だよ」

「便利な能力ね」

　見上げて、一乃が鼻で笑う。

　キリカの顔から、表情が消える。

「便利だよ、でもね──」

　道化師のようなふざけた空気が消え、声はざらざらと乾く。

「差し出す代償に見合った力であるわけがない！　こんな力、欲しいと思ったことなんて一度もない！　あってよかったと肯定できたことなど一度もない！　普通に、ただの、女の子であればよかったと何度思ったかわからない！」

　血を吐くようなキリカの叫びは、一乃の心を同じだけ抉えぐる。

　代償──異能の代償。一乃に、キリカに、それはある。

「そうね。まったくもってその通りよ。ふざけているわ。もしも神がいるのならば八つ裂きにしても足りないぐらいにふざけている──ただ無意味な異能だけを渡されて、他ほかには何もない」

　戦うべき敵はいない。打ち倒すべき悪はない。乗り越えるべき試練もない。

　ただ、異能はそこにある。

「本当に、悪い冗談だわ」

「悪い冗談だけど、まあ、それはそれとして──」

「宗司は渡さないわよ」

「ソージは渡さないよ」

　空と地で、互いが互いを見る。二つの視線が絡む。

　キリカはまた軽い空気を身に纏まとい、槍やりを握る一いち乃のの手に力がこもる。

「『煉獄カサルテイリオ』よ、第一の罪を焼け──《傲ごう慢まんなる竜翼》！」

　槍を構えた一乃の背で、炎が竜の翼を象かたどり飛ひ翔しようする。

「『煉獄カサルテイリオ』……ああ、なるほど、七つの大罪か」

　再び道化師の空気をまとって、ぽんと、軽い調子でキリカが掌てのひらを打った。

　傲慢、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、怠惰、貪どん欲よく、暴食、淫いん蕩とう。

　死後、七つの大罪を浄化する場所を『煉獄カサルテイリオ』と呼ぶ。

「ええ、そうよ。罪の炎はあと六つ」

　羽ばたく炎の翼が、長い黒髪をゆらりと揺らす。

「全部使う暇ひまなんてあげないよ」

　キリカが両手を広げる。

　右手は剣に変わる。左手の爪つめは鉄の強度を宿して長く伸びる。

「全部使わせるほどの強さを見せてみなさい」

　槍を腰の高さで突進の姿勢を取り、炎の翼が一度、空を打つ。

　応じてキリカも宙を駆け、突進に勢いが乗り切る前に剣を叩たたき付つけた。

「やるわね」

『煉獄カサルテイリオ』の柄で、キリカの右の剣を受け止める。

　ぎりぎりと二つの武器が軋きしむ音がする。

　互いの顔を間近に睨にらむ。

　一乃とキリカ。

　黒と銀色。

　背に翼、手には槍と刃やいば。

　影絵の世界で空を飛び、異能を武器に殺し合っているというのに二人は、

「悪くないわ、こういうのも！」

「アハハハ、結構、いいね、こういうのも！」

　楽しそうに見えた。

　一時、全すべての重荷を忘れ異能を振るえることを楽しんでいるように見えた。

　槍を起点に逆上がりでもするように一乃は蹴けりを放つ。

　キリカは大きく仰のけ反ぞる、爪つま先さきが顎あごを掠かすめて僅わずかによろめく。

　一乃はその隙すきを逃がさず『煉獄カサルテイリオ』で突く。

　躊ちゆう躇ちよのないその一撃は、確実に相手の喉のどを刺す。

　寸前で、一乃は止めた。

「……ちっ」

　キリカの爪つめが、黒いセーラー服を刺して脇わき腹ばらに触れていた。

「さすがに、キミと心中は嫌かな。笑えないジョークにも程があるし」

「私だって嫌よ」

　言いながらも武器を引かない。

「この胸デブ女」

「うるさいよ胸なし性悪女」

「品のない胸ね」

「貧相な胸だよね」

　互いに罵ば倒とうしあい、互いに相手の胸を見て、再び顔を見て口を開く。

「死になさい」

「そっちこそ死になよ」

「……ッ！」

「──ッ！」

「もう、沢山だわ！」

「こっちこそ、もう冗談じゃないよ！」

　揃そろって怒りに目じりを吊つり上あげたかと思えば、先を争うように地上に降りる。

　結界が解かれ影絵の踊る平野から、第三旧校舎外の自販機の前に戻る。

　一いち乃のとキリカは互いの顔を一いち瞥べつするや、全力で走り出した。

　長い黒髪が、輝くような銀の髪がなびく。飛び込むように第三旧校舎に入り、木製の古びた廊下を疾走し、ゲーム同好会部室のドアを乱暴に開ける。

　バァン！

「うおっ、なんだ！」

　あまりの勢いに、暢気のんきにテーブルで携帯電話を弄いじっていた宗そう司じが跳びあがる。

「宗司！」

「ソージ！」

　なおも勢いを殺さず二人は宗司に詰め寄った。

「な、なんだ、何事だ。何がどうした、とりあえず落ち着け、おまえら怖い！」

　物もの凄すごい逃げ腰の宗司だったが、右手を一乃に、左手をキリカに摑つかまれ逃げられない。

　ずずずいっと更に二人は宗司に顔を寄せる。

　怖いのにドキドキする自分を宗司は心底呪のろう。

「な、冷静に、冷静に」

　宥なだめる宗司を無視して二人は叫ぶ。

「私は沢さわ村むらキリカが心底から嫌いです！」

「わたしはイチノがすっごく、むかつくのっ！」

　俺おれに言うな、と宗そう司じは叫びたかった。

　二人の迫力に押されて何も言えなかった。

　しかも二人は叫ぶだけ叫んでしまうと、何事もなかったようにまた宗司を挟んでテーブルについた。

「……うわー、わけわかんねー」

　うんざりと呟つぶやいた宗司は、力尽きたようにずるずると床にへたれこんだ。

「宗司、お茶」

「ソージ、お茶が欲しいな」

「……うわー、容赦ねー」

　のろのろと立ち上がって、宗司は二人の為にお茶を淹いれた。

　恐ろしく刺とげ々とげしい空気の中、一いち乃のとキリカは淹れたての熱いお茶を一息に飲み干し、

「ふんっ」

「べーっ、だ」

　互いに一度睨にらみ合あって、部室を出て行った。

「…………そうだ、美お味いしいお茶を飲もう、うん、冷たいお茶だ、そうしよう」

　取り残された宗司は盛大に現実逃避した。




　翌日の放課後。

　宗司はいつものように第三旧校舎一階ゲーム同好会の部室に向かう。

「悪い、野暮用でちょっと……遅れ…………なんでまたいるんだよ」

　ドアを開けるなりぼやいた。

「やほー、ソージ昨日ぶり」

　またキリカがいた。

「正式に入会するそうよ。あなたが来る二十分ほど前に入会届けを提出したわ」

「昨日あんだけ険悪だったのにか！」

「今日、あなたより先にキリカが来たときは思わず第二ラウンドを始めそうになったわ」

「待て、第一ラウンドがあったこと自体初耳だ」

「でもね、わたしたちはふと思ったんだよ、悪いのって、ソージじゃないかなってっ！」

「待って！　僕は全然関係有りませんよ？　何一つ関係性が見出せませんよ？　むしろ何もしてませんよ」

「宗司が何もしないからよ」

「ソージが何もしないからだよ」

「まあ、そもそも、殴り合いで決着がつくような争いでもないのよね」

「うんうん、最終的にはソージ次第だもんね」

　二人して納得したような顔で頷うなずいているが、宗そう司じの頭は疑問符でいっぱいだ。

「……あの、すいません、さっきから意味がさっぱり理解できないのですが」

「わからない人ね」

「アハハハ、ソージはわかってないねえ」

　一いち乃のとキリカは顔を見合わせて、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

「……さっぱりわからん」

　宗司は理解することを諦あきらめテーブルにつき、ふと気付いた。

「あれ、一乃おまえ、制服変えたの？」

「気付くのが遅いわよ。どうせなら第一声でそれを訊きいて欲しかったわね」

「そんなん言われても困るんだが、キリカがいることにびっくりしてたし」

「そもそも、同じ教室に一日いたのに気付かなかった段階であなたの目は節穴よ」

「…………ごめんなさい」

　反論の余地がなかった。教室にいる一乃は他人を拒むような空気をまとっていて近寄りがたいというのもこの際、言い訳にはならないだろう。

「まあいいわ、そうよ、昨日のキリカとの第一ラウンドで破れてしまったから」

　と、答えた一乃がちらとキリカに目線を投げる。

「別の意味もあるのだけれどね」

「ふぅん」

　一乃の制服が、黒のセーラー服から、桜色をベースに襟元とスカートに赤を使ったものに変わっていた。

「前の黒い方はもう着ないのか？」

「直しに出しているだけよ、戻ってくれば着るわ。あなた、黒が好きなの？」

　長い黒髪をかきあげて、一乃が問うた。

「ん、ただ、なんかイメージ変わるなと思っただけだ」

　宗司は軽く笑って肩をすくめる。

　実際、少し、柔らかな感じに見えた。

「どっちも悪くない、つうか、おまえって割と何着ても似合いそうだよな」

「…………そうでもないわよ」

　そっと、長い黒髪を揺らして一乃が視線を逸そらした。

　髪の落とした影の下で、頰ほおが僅わずかに赤みを帯びていた。

「ソージ、ソージ、ナチュラルに口説いてるところ悪いんだけどさっ！」

「口説いてねえよ！」

「ほら、わたし、わたしっ！」

「あん？」

　何な故ぜか、えっへんとばかりに腰に手を当てて胸を張るキリカを見る。

「……どうかしたのか？」

「ソージ！　わたしも制服、昨日とは違う奴、見て、気付いて、そして褒めてよっ！」

　言われて見れば確かに、キリカの制服も変わっていた。ブレザーなのは同じだがネクタイタイプでベストを羽織っていた。

「あー、なるほど……いやでもおまえ、しょっちゅう制服変えてるだろ。実際おまえぐらいだぞわざわざ学園制服コンプリートしてる奴」

　わざわざ胸を張ってポーズなんて決めたものだから、胸に視線が行って他ほかが目に入らなかったとは、やっぱり言えなかった。

「そうだけどさー、そこは気付いて欲しかったなー」

　ぷうと、頰ほおを膨ふくらませて拗すねたように唇を尖とがらせる。

「別に制服ぐらいなんでもいいじゃねえか」

　と、学ラン一択の宗そう司じは首を傾かしげる。

「ソージは乙女ハートがわかってないよ」

「それこそ、今更ね。感受性が非人間レベルにまで乏しい宗司に期待しても無駄よ」

　わざとらしく、二人が溜ため息いきを吐ついて首を振る。

　外見はまるで似ていないくせに、その仕草だけは鏡にでも映したようにそっくりで、

「おまえら、実は、仲いいのか？」

　そんなことを宗司は思った。

　実際はさて、どうだろう。






日誌　八　部室改造計画・発掘編






　キリカ加入の翌日、宗そう司じは放課後のチャイムから少し遅れて部室に行く。

「悪い、ちょっと遅くなっ──」

　がらりと、ドアを開けた。

「地獄に、落ちなさい！」

「死っ、ねええええええ！」

　叫びと同時に、一いち乃のとキリカが同時に拳こぶしを繰り出した。

　丁度ボクシングのクロスカウンターのように、互いの拳が互いの頰ほおを捉とらえてめり込む。

　歪ゆがむ二人の顔、長い黒髪が、輝く銀髪が大きく弾はじけるように揺れる。

　静かに、宗司はドアを閉めた。

「……何だ今のある意味メイドよりショッキングな光景は」

　眉み間けんを抑えて首を振る。

　長い黒髪に赤と桜色のセーラー服の美少女が、リボンタイのブレザー姿の美少女と殴り合っているシーンというのは脳髄に強烈だった、

　再びドアを開けると、何事もなかったかのように二人はテーブルに着いていた。

「あら宗司、やっと来たの」

「ソージラブー、でも遅いよ、待ちくたびれちゃった」

　一乃とキリカの頰が微妙に赤いのは多分、さっきのクロスカウンターのせいだろう。

　とりあえず、深く考えないことにして二人の間に座った。

　これで、三人、現在の会員は全員揃そろった。

「さて、宗司も来たことだし今日の同好会の活動について言うわね」

　残りの二人をちらと見て、一乃が切り出した。

「え？　ゲーム同好会なのに活動するのか」

「うわっ、ソージの反応からするに、本当に何の活動もしてなかったんだねこの同好会」

「失礼ね。以前、神経衰弱をしたじゃないの」

「初日にな、それ以降ゲーム同好会なのにゲームをした記憶がないぞ」

「あまり細かいことを気にするものではないわよ」

　じゃらりと鳴らし、一乃がテーブルの上に古びた鍵かぎ束を置く。

「ん？　なんだこれ、どういうゲームなんだ」

「今日の活動は倉庫漁あさりよ」

「ゲーム同好会どこ行った！」

「関係なさ過ぎるよイチノ！」

「あなたたち、揃そろって何を言っているの？」

　一いち乃のは皮肉っぽく唇を吊つり上あげて続ける。

「快適にゲームをする為に、このゲーム同好会の部室環境を整える。その為に必要な品物を、この荒あら谷や学園の倉庫と呼ばれる第三旧校舎の資料室という名前の倉庫から発掘する。私は何も間違えたことは言っていないわ」

「……むう、そう言われると」

「間違えてない気がするねっ」

　何となく納得して、二人が素直に頷うなずく。

　一乃は妙に勝ち誇ったように、僅わずかにその薄い胸を張った。

　実際、この部室はまだまだ殺風景だ。

　宗そう司じはちらりと部室の隅を見る。以前、一乃が（無断で）持ってきたカセットコンロとティーセットの類が置かれている。テーブルを除けば、部室にあるのはそれだけだ。

「納得してくれて嬉うれしいわ」

　と、一乃が立ち上がる。

「じゃあ、行きましょう」




　こうして、倉庫漁あさりをすることになった。

　第三旧校舎はゲーム同好会の部室以外は殆ほとんどが資料室という名前の倉庫で、そうでない場合は純然たる空き部屋だった。

　とりあえず、一乃曰いわく『比較的使用頻度が高いらしい資料室（倉庫）』に行ってみた。

「さすがに、結構埃ほこりっぽいな」

「けほっ……そうね、まずは窓を開けましょう」

　ドアを開けるなり襲ってきた埃の匂においに顔を歪ゆがめながら、宗司が窓を開けた。

「それにしても、結構色々置いてあるねー」

　興味深そうな目でキリカは倉庫の中を眺めていた。

「色々あるというよりも、軽くカオスね」

「だな」

　資料室（倉庫）は比較的使用頻度が高いだけに物もの凄すごく雑然としていた。

　壁に沿うように作られたスチール棚に中身不明のダンボール箱が大量に詰め込まれ、それでもまだ足りず、床の上にも積まれていたりする。他ほかにもむきだしの大きなものが棚の隙すき間まやらダンボールの上やらに適当に放置されている。

　何な故ぜか古びたスキー板や、芸能人の等身大ポップ（携帯電話店のものだ）、真っ二つに叩たたき折られたホワイトボードなんてものまで転がっていた。

　要するに、足の踏み場もないほど見事に倉庫だった。

　こんな部屋がまだ幾つもあるのだから、第三旧校舎の倉庫っぷりは素晴らしい。

「まあ、とりあえず漁あさるか」

「そうね」

「ラジャー」

　適当に散らばって、三人はダンボールを開けたり無造作に置かれている大きなものを引っ張り出したりを始めた。

「……なあ、ところで、何を見つけりゃいいんだ？」

　五分ほどして、宗そう司じが恐ろしく根本的な疑問を提示した。

　背後で、一いち乃のとキリカがぴたりと動きを止めた。

「そーいえば、全然決めてなかったねー、やっぱりゲーム同好会だし、ゲームかな？」

「ついたて、姿見にハンガー何かも欲しいわね」

「待て、キリカのはともかく、おまえがあげてるのは何一つ関係ないぞ」

「あら、ついたてがあれば私が着替える度に宗司を外に追い出さなくてもすむじゃない」

「わたしたちだよ、今度はわたしもメイド服を着るんだからねっ！」

「張り合うな！　いやそれ以前にだな、おまえらがついたて一枚向こうで着替えている状況で平然としてられるほど悟ってねえぞおれは」

「姿見は最後に衣装を調えるときに便利だし、ハンガーは脱いだ制服をかけておくのに使うのよ」

「おれの苦情を無視するな！　そしておまえのコスプレ趣味はゲーム同好会に何の関係もねえぞ！」

「うるさいわね。宗司、あなたの言論の自由を剝はく奪だつするわ」

「どこの独裁者だおまえは！」

「大丈夫、コスプレしたわたしたちを眺める権利はソージだけのものだよっ！」

「いらねええええええええええええええええ！」

「高度な政治的判断によって、ソージの意見は却下だよ」

「ついたて一枚向こうで私が着替えている。宗司は聞こえてくる衣きぬ擦ずれの音に妄想を逞たくましくして顔を真っ赤にしている──なんて想像をすると、なんだか愉快な気分になるわ」

「おまえはおれをどうしたいんだ、しまいにゃ堂々と覗のぞくぞこらっ！」

「望むところよ！」

「そうだよっ、かかってこいっ！」

「よっしゃ、覚悟しろ──って、できるかああああああああああああああ！」

「やれやれね」

「ぶーぶー、ソージのヘタレー」

「この、いい加減に、おま、おまえら、おまえらなあ、お、ま、え、ら、な、あ！」

　並ぶ一いち乃のとキリカを見据えて、何かを言おうとした。

「……」

「……じーっ」

　一乃とキリカはじっ、と宗そう司じを見詰めている。

「……えーと」

「何？」

「どうかしたの？」

　じっと見詰められているうちに、何だか恥ずかしくなってきて宗司は視線を逸そらす。

「いえ、その、倉庫漁あさりを続けてください」

「愚かね」

「アハハハ、ソージの負けー」

　哀れむように告げて、一乃が長い黒髪をかきあげる。

　キリカが銀の髪が揺れるほど大きく肩をすくめて、にこにこと笑っていた。

「……ちくしょう」

　疲れ果てたようにがっくりと肩を落とし、色々と諦あきらめの境地に達しながら宗司は次のダンボール箱に手を伸ばした。

　しばらくは三人とも黙って倉庫漁りをしていた。

　宗司はふと、幾つ目かの段ボール箱の中にゲーム同好会らしい品物を見つける。

「おっ……おい、二人ともいいのがあったぞ、チェス盤だ」

「あら、こっちにもあったわ将棋の駒こまだわ」

「わたしの方にもあったよー、人生ゲームだよこれ」

　次々に三人が声をあげたが、

「駒がねえ」

「こっちは盤がないわね」

「箱だけだった」

　全然駄目だった。

「まあ、駒と盤は種類が違うことに目を瞑つぶれば……問題はおれが駒の動かし方ぐらいしか知らないって話だが」

「わたしなんて駒の動かし方すら知らないよー」

　一応、彼らはゲーム同好会の会員です。

「私も動かし方ぐらいしか知らないわよ」

「そうなのか、なんか意外だな。イメージ的には結構強そうなんだが」

「馬ば鹿かね。一人でどうやって対戦するのよ」

　一いち乃のは将棋の駒こまを細い指でそっと一つ摘つまみ上げる。

「でも、チェスや将棋は好きよ」

「どういう意味でだ？」

「無駄がないから」

「変な理由だねー」

「だって素敵だわ。敵がいて、戦場があって、ルールがあって、王を討つという目的がある──」

　微かすかに、一乃の声は皮肉の響きを帯びている。

「たった一手で戦場の全すべてを焼き尽くす埒らち外がいが、盤上に紛れ込むこともないでしょう」

　宗そう司じは何も言わずに首を振る。

　キリカが銀の髪を揺らして大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

　一乃は駒をそっと置く。

「まー、そんな悪い冗談はおいといてー」

　さくっとキリカが微妙に重くなった空気を蹴けっ飛とばす。

「……人が珍しくシリアスな雰囲気を作ったのに、悪い冗談の一言ですまさないでほしいのだけれど」

「わたし前から不思議だったんだけど、なんでチェスだとクイーンが一番強いのかな？」

　見事なまでに一乃はスルーされたが、元々、それほど真面目まじめに言ったわけではないのだろう、小さく肩をすくめただけだった。

「確かに、言われてみれば不思議ね。戦場に女性が出ること自体珍しいでしょうに」

「そりゃ簡単だよ」

　宗司は一つ溜ため息いきを吐ついて、首を傾かしげる一乃とキリカを交互に見た。

「男は女に頭があがらねぇからだ」

　妙に実感のこもった一言だった。

「ソージがなんか上う手まいこと言ってるよっ！」

「やめろ、おれを哀れみの目で見るな」

「そんなに自虐的になるほど追い詰められていたなんて……慰めてあげましょうか？」

「さっすが一乃さん、こんな時でも超上から目線ですね、つうか何するつもりだ」

「ただ一言『エロティシズム満載』とだけ教えてあげるわ」

「すいません、内容が九割がた想像がついたので辞退させてください」

「じゃあわたしが慰めてあげるよっ！」

「いりません、だからなんでおまえらは無駄に張り合うんだ」

　宗司の言葉に、一乃とキリカは『わかってない』と言いたげな表情を浮かべて顔を見合わせ、何も言わずに倉庫漁あさりを再開した。




　結局、倉庫漁りは下校時刻近くまで続いた。

　結果は大漁、ゲーム同好会の部室はもう殺風景とは呼べない。

　壁には一いち乃のがお望みの大きな姿見が設置された。部屋の角はついたて、の代わりの保健室で使っている薄い布製の仕切りで遮られ簡易的な更衣室となった。

「……なあ、これ、向こう側の影が映るから着替えには向いてないだろ？」

「着替える私のシルエットから顔を真っ赤にしつつも目が離せない宗そう司じを想像すると、ますます愉快な気分になるわね」

　脱いだ制服をかけるためのハンガーはなかったが、通信販売でもおなじみの小スペースで沢山の衣装を収納できる回転式の衣装掛けを手に入れた。

「これでコスプレ衣装が二倍に増えてもオッケーだねっ」

「やめろ増やすな、最終的に何な故ぜかおれが攻撃される未来予想図が浮かんだ」

「そうよ、衣装は持ち帰ってきちんと管理するべきだわ」

「そういう問題じゃねえだろ！」

　他ほかに細々とした雑貨の類も発見し、使うかどうかはともかく部室に持ち帰った。

　肝心のゲーム系の収穫（忘れがちだが、彼らはゲーム同好会だ）だが、

　チェス盤（駒こまがない）、将棋の駒（駒しかない）、人生ゲーム（箱だけ）、オセロ（駒の数が明らかに少ない）、とどめに麻雀まーじやん牌ぱい（宗司以外ルール知らない）。

　別の意味で実に見事だった。

「どうするんだよこれ……限りなくゴミの山に近いんだが」

「私に聞かれても困るわ」

「おまえの提案で倉庫漁りしたんじゃなかったっけ？」

「そんな昔のことは忘れたわ」

「この女、政治家ばりに責任を回避しやがった」

　しかし現実問題、始末には困るわけだ。

「はいっ、はいっ、はいっ、提案があるんだよっ！」

　元気よく、ぴょんこぴょんこと銀の髪を揺らして跳ねてキリカが手を挙げる。

「この中途半端な道具を使って、新しいゲームとか考えればいいんだよっ！」




　この提案が後に、異能バトルポーカーと呼ばれるアホなゲームを生み出すことを、このときはまだ誰だれも知らなかった。






日誌　九　二人は仲良し






「この腐れ巨乳ぅうううう！」

「くたばれ性悪女ぁあああ！」

「またか、おまえらあああ！」

　部室のドアを開けるや飛び込んできた光景に、宗そう司じは思わず叫んだ。

　先日のように、一いち乃のとキリカの拳こぶしが互いの頰ほおを捉とらえてめり込んでいた。

　歪ゆがむ二人の顔、たなびく長い黒髪、大きく弾む銀髪──そして二人の動きはぴたりと停止して、何事もなかったかのようにテーブルに着いて言う。

「遅かったのね、宗司」

「やほー、ソージラブー」

　赤と桜色のセーラー服の一乃が告げ、ブレザーのスカート部分にチェーンをつけてアレンジしているキリカが軽く手を振った。

　こっちは変わりなく地味な学ランの宗司もまた席について溜ため息いきを吐つく。












「おまえらさ、もうちょっと……仲良くしろよ」

「無理ね」

「無理だねっ！」

「即答かよ……せめて、殴り合いはもうちょっと控えろよ」

　宗そう司じはもう一度溜ため息いきを吐ついて、二人の顔を交互に見た。

　いつものように一いち乃のは表情に乏しく、キリカは無邪気ににこにこ笑っている。

「その、おまえら一応、女の子なんだしさ」

　殴り合いのせいで、二人の頰ほおは微妙に赤くなっていた。

「あなた、意外に紳士よね」

「でもちょっと恥ずかしい台詞せりふだよね」

「うるせえよ！」

　確かに、宗司の頰もちょっと赤い。

「まあ、気にする必要はないわ」

　ふわりと、一乃が長い黒髪をかきあげる。

「もしも傷物になった場合、責任とって嫁に貰もらってもらうつもりよ」

「え？」

　宗司は思わず一乃を、そしてさっきまで殴り合っていたキリカを見る。

「……女同士ですよ、おまえら？」

「あなたが貰うのよ？」

「意味がわからない！」

「なんと、今ならセットで沢さわ村むらキリカさんもお嫁になりますっ！」

　どこの通販番組（司会者）だ。

「ワーオ、なんてお得なんだ！」

　おまえもどこの通販番組（アシスタント）だ。

「イエス！　二人のお嫁さんで朝から晩まであなたの生活はオールライト！　家事から育児までパーフェクト！　でも夫婦喧げん嘩かは二倍にデンジャラス！　そんなエキサイティングな生活は、ずばり、あなただけのものっ！」

「ワーーーーオ！　凄すごいや、これは急いで注文しないと！」

「思い立ったが吉日、限定一セット早いもの勝ち！　さあ、ご注文は今すぐここで！」

「オーケイ、それで気になるお値段は？」

「なんと、たった一生分の愛情だけ！」

「オゥマイゴッド！　それだけ？　本当に？　夢じゃないよね？」

「イエス、イエスイエス！　愛情オンリー、分割金利手数料はもちろんナッシング！」

「オウゥ、まさにパーフェクト！」

「さあ、キミもダブルお嫁さんのプチハーレムに溺れて人生を踏み外そうっ！」

　ビシリ、カメラ目線でサムズアップ！

「人生踏み外す価値は充分あるよっ！」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

「──って、法律的にアウトで倫理的にダウトじゃねえか！」

「見事なノリツッコミだったわ」

　宗そう司じが思わず立ち上がって叫ぶと、一いち乃のがクールに呟つぶやいた。

「アハハー、深夜の通販番組ノリってやってみると楽しいよね」

「……まあな」

「とりあえず宗司、折角立ったのだからお茶でも淹いれて頂ちよう戴だい」

「あ、わたしも欲しいー」

「はいはい。紅茶だな……えーと、一乃がストレートで、キリカが砂糖だな」

　宗司は溜ため息いきを吐ついて、部室の片隅に設置されたガスコンロ、の横のヤカンを取った。

　廊下の向こうの手洗い場で水を汲くみ、ティーバッグでお茶を淹れる。

「ほらよ」

「ありがとう」

「ありがとー」

　宗司の淹れた紅茶を飲んで一服。

「さて……今日は何をしようかしら」

　空になったティーカップをテーブルに置きつつ、一乃が言った。

「はいっ、お茶を飲みながら、だらだらお喋しやべりでいいんじゃないかなっ」

「つまり、いつもどおりということね」

「いやいやいや、なんかゲームしようぜ、つうか、おれ、未いまだに神経衰弱以外のゲームしてないぞこの部室で」

「あなた、何を言っているのかしら？　そんなにゲームがしたいならゲーム部にでも行きなさいな」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげて、一乃が色々と台無しな一言を言ってくれた。

「ヒント一、ここがなんの同好会か思い出してくださいお願いします！」

「冗談よ」

　ずごん！

　色々耐えられなくなって、宗司は自分の頭を机に叩たたき付つけた。

「…………よーし、大丈夫だぞ、おれ」

「あんまり大丈夫そうじゃないソージ、主に頭の中身が」

「言うな……」

「でも実際、トランプぐらいしかないわよ」

「じゃあ、トランプでもするか」

「いいわよ。それで、敗者は何枚脱ぐのかしら」

「負け＝脱ぐという式に疑いを持て！」

「ビリが二枚。二位は一枚でいいんじゃないかな、三人だしっ！」

「おまえも賛同するな！」

「むー、じゃーソージは何枚ぐらい脱がしたいのさー」

「ひょっとして、脱がせたいのではなく着せたいのかしら」

「メイド服とか？」

「もっとえっちぃ衣装を着せるつもりかもしれないわね」

「紐ひもみたいな下着とか、スケスケなドレスとか？」

「脱ぐな、そして着るな！　普通にゲームしろ！」

　何を想像したのか、顔を真っ赤にして宗そう司じは叫ぶ。

「もうこの話題は終わりだ、トランプするぞトランプ、ババ抜きとか！」

　無理矢理に話を打ち切って、宗司が立ち上がる。

「ソージ……そういう可愛かわいい反応してるから、弄もてあそばれちゃうんだよ」

「本当に、あなたって可愛いわね」

　キリカが生暖かい笑顔を浮かべ、一乃は哀れみに満ちた眼まな差ざしを向ける。

「男を可愛いとか形容するなよ……」

　ぐったりと肩を落とし、宗司はゲームが積んである机からトランプを持ってきた。

　始まる前から宗司はもう疲れていたこのババ抜きだが、あっさり勝った。

　もう疲れてたので適当に引いてたら凄すごいスピードで勝ってしまった。

　一乃とキリカの手札は殆ほとんどそのまま残っていてまだ時間がかかりそうなので宗司は冷たいジュースを買いに行き、結果、部室には一乃とキリカが残り仲良くババ抜きを、

「巨乳など、ただの脂肪の塊かたまりだということを教えてあげるわ！」

「持たざる者の僻ひがみはいつだって見苦しいよねっ！」

　してるわけがなかった。

「おーい、ジュース買って来た…………いや、もう、なんか展開読めてたよ」

　宗司は半なかば呆あきれた顔をしてテーブルに着き、買って来たジュースを置いた。

　殴り合いじゃなかっただけ、まだマシかもしれない。

　トランプ放ほうり出だして、全力で罵ののしりあってただけだ。

「おまえらさ、本当にもうちょっとこう、仲良くしろよ」

「無理ね」

「無理だよっ」

「でも、一つわかったこともあるわよ」

　一いち乃のがじっ、と宗そう司じを見詰める。

「宗司がいる場合は、矛先が宗司に向くから私たちの諍いさかいも減るわね」

「おおー、言われて見ればその通りだねっ！」

　納得している二人に対して、宗司は渋い顔をして天井を仰いだ。

「おれはサンドバッグじゃねえぞ」

「哀愁漂う見事な比ひ喩ゆね」

　いつの間にか、二人は椅い子すを動かして宗司のすぐ隣にいた。

「まーまー、ソージ、そのうちいいことあるって」

「ええ、そのうちね」

　寄り添うように、二人は宗司の肩にもたれかかる。

「……やれやれ」

　両肩に柔らかい重みを感じながら、幸せなサンドバッグは小さく溜ため息いきを吐ついた。






日誌　十　追跡者の誤算






　ある日の放課後、一乃はいつものように第三旧校舎一階ゲーム同好会部室で宗司を待っていた。

　開けた窓から吹く生ぬるい風に長い黒髪が揺れ、体に馴な染じんだ赤と桜色がベースのセーラー服をしゃらしゃらと掠かすめた。

　テーブルの上にはチェス盤、将棋の駒こま、トランプが並び、一乃は頰ほお杖づえをついて空いた手の中ではジッポライターを弄もてあそんでいる。

　視線はどこか遠くを見ているようで、何かを考えているようでもあった。

　そして、いつものように三十分ほど遅れてドアが開く。

「やほー、イチノ」

　宗司ではなくキリカが元気よく現れた。

　ちらと、一乃はキリカを眺める。

　キリカの制服は比較的よく見るリボンタイのブレザーだったが、リボンの色が違っていたし今日はセーターを腰に巻いていた。

　女性のファッションに疎うとい宗そう司じはともかく、一いち乃のはその辺りを細かく見ており、キリカは制服をとっかえひっかえするだけではなく自分なりのアレンジも加えていることを知っていた。ついでに言えば、銀色の髪を纏まとめるリボンやピンも一々変化している。昨日はスペードのピンだったが、今日はハートのピンだ。

「あなた、よく毎日そんな手間をかけられるわね」

　着こなしを考えて小物を選ぶだけでも相当の手間だろうと一乃にも想像できた。

「ふっふふー、恋する女の子だからねっ！　どーせ気付いてくれないけどさっ！」

　多少の自や棄けを交えてキリカが胸を張る。

　一乃はその強調される胸元に、不快感を覚え眉まゆ根ねを寄せ視線を逸そらした。

　同時に、自分の姿を見下ろす。

　女性的な魅力には欠ける細い体、薄い胸、制服もただ着ているだけという感じだ。

　自分もキリカのように色々と身を飾った方がいいのかと思うが、同時に自分がどう頑張っても『かわいい』タイプではないことも自覚する一乃は少し悩んだ。

　正直、赤と桜色ベースのセーラー服も一乃にとっては冒険で、あの黒いセーラー服の方が落ち着くというのが本音だ。因ちなみに、黒いセーラー服は昨日修繕から戻ってきた。

　そんな具合に悩んでいる一乃を余よ所そに、キリカは一乃の対面に座る。

　何か悩んでいるような一乃の顔を眺めて、キリカは胸中で溜ため息いきを吐ついた。

　真っ白な肌、艶つやのある黒髪、長い睫毛まつげが赤い瞳ひとみに影を落としどこか物もの憂うげに彼女を見せる。飾り気がないからこそ一乃自身の『綺き麗れい』さがにじみ出ていた。

「いいなー」

　思わずポツリと声が出た。

「……ごめんなさい、何か言った？」

　僅わずかな声に、一乃が顔を上げた。

　キリカは銀の髪を揺らして大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

「なにしてたの、って訊きいたんだよー。何かテーブルの上に色々出してるけど」

「ああ」

　指先で長い黒髪をすきながら、テーブルに並んだパーツの欠けたゲームたちを見る。

「ゲーム同好会らしく、何か新しいゲームでもと考えていたところよ」

「それ、ゲーム同好会らしいの？」

「さあ？　別にどうでもいいわ、所しよ詮せんはただの──」

　テーブルの上にジッポライターを置いて、一乃は長い髪をかきあげる。

「所詮はただの、退屈しのぎよ」

「クールだね。今にも『所詮、人生なんて死ぬまでの暇ひまつぶしよ』とか言いそう」

「言わないわよ。言ったら笑うでしょ」

　一いち乃のがテーブルの上のトランプを一枚めくる、剣のようなスペードのエースだった。

　キリカは無邪気な笑顔を浮かべ、一乃を真ま似ねするように輝くような銀髪をかきあげる。

「もちろん、思い切り笑ってあげるよ」

「食品サンプル」

「何が？」

「人生が」

「…………笑ってやろうと思ったのに、全然笑えない、ジョークにもならないよ」

「ジョークはあなたの存在だけで充分よ」

「それはお互いさまだよ。わたしだってキミみたいなのは『悪い冗談バツトジヨーク』であって欲しかった。生きた鏡なんて、御お伽とぎ噺ばなしで充分だよ」

「……宗そう司じ、今日は遅いわね」

「ソージなら今日は来ないよ？　すっかり忘れてたけど伝えてくれって頼まれてたし」

「そうなの……待ちなさい。どうして同じクラスの私じゃなくてあなたに連絡がいっているのよ」

「『教室にいる一乃は、なんか近付くなオーラが出てるから話しかけ辛づらい、つうか、話しかけて欲しくないっぽいから』だってさっ」

「…………そう」

「携帯買ったら？　ああ、意味ないか、友だちソージしかいないもんね」

「固定電話すらないわよ」

「キミ、本当に文明人なのかな？」

「ノートＰＣとネット回線はあるわよ……まあ、そんな話はどうでもいいわ。どうして？」

　一乃に訊きかれ、キリカはにこにこ笑って答えた。

「デートだって」

　ずだんっ！

　凄すさまじい音ともに一乃が拳こぶしをテーブルに叩たたき付つける。

　将棋の駒こまが崩れて、トランプの山が滑り落ちる。

「デート？」

　それでも声だけは静かに、一乃が顔を上げてキリカを見た。

「デートっていうのは男の人と女の人が一緒にお出掛けすることだよ、知らないの？」

「そんなことは聞いていないわ」

　一乃が席を立つ。

「相手は？」

「さあ？」

「知らないのね」

「うん、もしかして見に行くの？」

「用事を思い出しただけよ。結果として宗そう司じに会ってしまうかもしれないけれど、それは私のせいではなく、あくまで偶然の産物だわ」

「無理しかない説明だね」

　キリカは肩をすくめるが、一いち乃のはまたも華麗に無視する。

「場所は？」

「知らないよ」

「役に立たないわね、まあ、いいわ──来なさい、犬五号」

　一乃はジッポライターを取り出し、火を点つけた。

「わん？」

　ジッポライターの小さな火から、手品のように赤いもふもふな子犬が姿を見せる。

「わお！　ねえねえ、何それ！　すっごい可愛かわいいんだけど！」

　キリカが歓声をあげる。

「『煉獄カサルテイリオ』の能力の一つよ。欠点がないわけでもないけれどね」

　ふふん、と心なしか自慢そうな表情を浮かべる。

「いいなー、いいなー、可愛いなー　でも名前がひどいなー」

　キリカもキリカで動物に弱いのか、目をきらきらさせて一乃の足元で尻尾しつぽを振る子犬を見詰めていた。

「ふっ、さあ犬五号。宗司の匂においを追跡しなさい」

「わんっ！」

　一つ鳴いて、犬五号が元気よく駆け出した。

「さあ、私たちも行くわよ」

「うんっ、それにしても凄すごいね、可愛いだけじゃなくて役に立つなんて」

「……そうね」

　ぶっつけ本番で、とりあえず命令しただけだということを一乃は黙っていた。




　犬五号の鼻は意外に優秀で、一乃とキリカはあっさり宗司を発見した。

　近辺では一番賑にぎやかな駅前の近く、学生向けの店が並ぶ通りがある。

　宗司はその通りで、街路樹に背中を預けてぼんやりと人を待っているようだ。

　一乃とキリカは街路樹から離れた建物の影から顔だけ出して、宗司を見ていた。

「……正直、宗司のデート相手というのが全く想像できないのよね」

　ぽつりと一乃が呟つぶやく。因ちなみに、犬五号はもう火の中に戻している。

「訊ききたいのだけれど、宗司って……その、もてるの？」

「微妙、一応、特定の彼女はいないはず」

「そう」

　声には安心したような響きが混ざっていた。

「ソージは基本的にヘタレなんだけど、同時にずば抜けて『いい人』なんだよね。困ってる人とか迷子とか見かけたら躊ちゆう躇ちよしつつも声をかけちゃうし、突っぱねられたら意地になってでも世話を焼こうとする感じ」

「それは微妙に、心当たりがあるわ」

　と、いうかゲーム同好会以前の一いち乃のに対する態度がそれだ。

「ソージさ、放課後しょっちゅう遅れて来るでしょ。あれね、誰だれかの人生相談に乗ってるんだよ。まあ、相談って言ってもソージはただ黙って聞いてるだけなんだけど……あれかな、王様の耳はロバの耳の井戸。好き勝手、みんな不満や悩みをソージにぶちまける。ソージは何も言わない、誰にも言わない」

「それはまた、ずば抜けたいい人ぶりだわ。見返りは……求めるはずもないわね」

　一乃の時ですら、そうだった。

「だから、『いい人』で終わる──それに、ソージみたいなタイプは、怖いから」

「怖い？」

「誰にでも平等に優しい人の『特別』には、誰もなれないから」

「……そうね」

　すとん、と、あまりにも自然にその言葉は一乃の胸に吸い込まれた。

　自分が上う手まく言葉に出来なかった疑問を正確に指摘されたような気分だった。

　そして逆に、だからこそ、とも一乃は思う。

　だからこそ──

「あ、でも確実にソージを好きになっちゃうタイプもいるよ」

　キリカの声に一乃の思考が止まる。ちらりと、一乃はキリカを見上げる。

　キリカはにこにこと笑っていた。一乃の無表情のように感情が読めなかった。

「どんなタイプかしら？」

「地雷女」

　ぴくりと、一乃の眉まゆが動く。

「ちょっと優しくされただけで舞い上がって運命とか感じちゃって、距離感無視して踏み込むんだけど、アピールの仕方が素直じゃないから気付いてもらえなくて空回りした挙句、ほとんど八つ当たりで迷惑かけちゃうの。でも相手は優しいから許してくれて、ますます舞い上がって以下エンドレス──って感じかなっ！」

「素晴らしい分析だわ。でも何な故ぜかしら、少し胸が痛いわ」

「うん、実はわたしも言ってて胸が痛かったよ」

「……ねえ、地雷キリカ」

「……なに、地雷イチノ」

「この話題はやめましょう」

「うん、わたしもそれがいいと思うな」

　仲良く宗そう司じを見張っていた二人の周囲に自じ嘲ちよう的な空気が流れる。

　二人の姿が妙に小さく見えたが実際、二人はがくりと肩を落とし、精神的拷問を受けたみたいに虚うつろな瞳ひとみをしている。

「あ、ソージの所に誰だれか来たよ」

「──ッ！　どんな女！」

　さっきまでの凹みっぷりは何だったのか、一いち乃のが勢いよく宗司に視線を戻す。

　街路樹の影にいる宗司の傍そばにいる女は、一乃よりも背が低くて、胸もなくて……赤いランドセルを背負っていた。

　どう見ても小学生だった。

　切りそろえた前髪が、なかなか利発そうな女の子だった。

「……宗司」

　なにやら絶望的な響きで一乃が呟つぶやき、目眩めまいを抑えるように額に手を当てる。

「ランドセルだったのね宗司……赤いランドセルと未成熟な体のラインがあなたの心にストレートパンチなのね。私に足りないのはランドセルだったのね」

「いやー、それは違うんじゃないかな？」

「いいえ、違わないわ──私がランドセルさえ背負っていれば、きっと」




＊ここから一乃さんの妄想です──

　いつもの放課後、いつもの部室、いつものように宗そう司じが遅れて現れる。

「悪い、遅れた…………一乃、おまえ、ランドセルを」

「あら宗司、どう？　似合うかしらこの赤いランドセル？」

　だが宗司は返事もせず一乃に寄ると、強引にその手を握る。

「気付かなかった。おまえがこんなに綺き麗れいだったなんて」

「ありがとう宗司、でも手が痛いわ。離してくれないかしら」

「駄目だ」

「駄目？」

「手を離したら、ランドセルから羽が生えておまえが飛び去って行きそうだから」

「宗司、そんなに熱い目で見ないで……恥ずかしいわ」

「嫌だ、おれはもう一瞬もおまえから目を離したくない」

　そう言うと、宗司は強く引き寄せて、一乃をその胸に抱く。

「一いち乃の──おまえは、おれのものだ。誰だれにも渡さない、おまえはおれだけの、おれの赤いランドセルだ」


──ここまで一乃さんの妄想でした。






「と──こうなること間違いなしよ！」

「それは絶対にないと思うよ！　っていうか、それだとソージが致命的に危険人物だし、そもそもイチノはそんなソージでいいの？」

「……そうね」

　つ、と一乃は自分の顎あごに手を当てて考える。

「まあ、許すわ」

「なんでありえない方向で心が広いのさ！」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　長い黒髪をかきあげて、一乃は薄い胸を張る。

「要求されればランドセルも背負う慈悲に溢あふれた少女、ただし浮気は死刑」

「そこなんだ、譲れないポイント」

「当然でしょう」

「んー、まあ、気持ちはわか──」

「私を裏切ったなら、必ず殺すわ」

「怖っ！」

「静かにしなさいキリカ、見つかるじゃないの」

　一乃は自分のことは見事に棚に上げて言う。

「……どうやらランドセルはデート相手ではなかったようね。行ってしまったわ」

「あ、本当だね。デート相手はどんな人なのかな？」

「さあ……ッ、また来たわ、今度こそデートの相手のようね」

　買い物中の主婦らしき女性が宗そう司じに話しかけていた。

「主婦、つまりは人妻……そして不倫ということね。つまり私が誰だれかと結婚して人妻になれば宗司もいちころよ！　そう──こんな風に」

＊ここから一乃さんの妄、

「イチノ、それはもういいよ。っていうか、その選択肢は本末転倒過ぎるよ」

「……それもそうね、いくら宗司のためでも他ほかの男と結婚するのは絶対に御免だわ」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

　キリカは銀色の髪を揺らして大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「そもそもあの人、去年結婚するからって退職した先生だし」

「まさか……宗司は女教師が」

　ごくりと、一いち乃のが唾つばを飲む。

「違うってば、もう妄想シーンはいいからね」

「……先回りされると何だか不愉快ね」

「いや、先が読めすぎるんだもん」

「ところで、あんな教師いたかしら？」

「音楽の先生だよー」

「なるほど、美術選択の私が知るわけないわね」

　当たり前だが元先生もデート相手ではなく、普通に会話して去って行った。

　それからさらに二、三人似たような事例が繰り返される。

「どうしてこうも宗司に近づく女が多いのかしらね」

「アハハハ、私たちってその筆頭じゃないかな」

「それもそうね」

　飽きもせず一乃とキリカは宗司を見張っていた。

　ほどなく、また誰かが現れた。

「今度は二人？」

「双子みたいだね」












　可愛かわいらしいがちょっと幼い顔立ちの双子で、白いリボンで髪を纏まとめて小さなポニーテイルを作っている。制服は荒あら谷や学園中等部のもので、ペールオレンジのブラウスの上にクリーム色のブレザーを羽織っていた。襟元にレースの飾りがついているのがポイントだ。

　スカートは二人して短めで膝ひざ上うえまでのソックスをはいていた。

　双子は何やら宗そう司じと二つ三つ言葉を交わすと、当たり前のようにそれぞれが片方ずつ宗司と腕を組んだ。

　宗司を引っ張るように双子が歩き出して、宗司は苦笑しながらも楽しそうに双子に引っ張られる。

「……どうやら、決まりのようね」

　覗のぞき見みをする一いち乃のの背中に殺気が満ちた。

　何な故ぜか近くの電柱に止まっていたカラスたちが逃げるように飛び立ち、近隣の犬猫が騒ぎ出した。

「イチノ、あの……何、考えてるのかなー？　洒落しやれにならない勢いで顔が怖いよ？」

　あまりの殺気に、キリカは顔を引きつらせて言うが一乃は聞いていない。

　ゆらりと、幽鬼の如ごとく建物の影から姿を出す。

　長い黒髪を揺らして通りを進む一乃の姿は悪魔も裸足はだしで逃げ出すほどの迫力に満ち、すれ違う人間の全すべてが恐怖を顔に浮かべた。

　丁度、宗司と双子の進行方向に対し九十度の位置に一乃がいるため、幸か不幸か宗司は一乃の接近に気付いていないようだった。

　だが赤い瞳ひとみは、呪じゆ詛そをかける魔女のごとき強さで宗司と隣の双子を見詰めていた。

　因ちなみに、キリカは一乃の後ろで周囲にすいませんと謝りながら続いていた。

「宗司」

　ある程度距離を詰めるや、一乃は宗司の正面に回りこむ。

「よ、よう一乃……ど、どど、どうしまし、た？」

　両腕を双子の少女にとられたまま、宗司はもう既に逃げ腰で訊きく。

　長い黒髪が逆立ちそうなほどの殺気を放つ一乃は地獄の魔女より恐ろしかった。

「偶然、通りかかったのよ」

「……偶然？」

「偶然よ」

「……そうですか」

　どう考えても納得できる説明ではない。

　が、何も言わないのは多分……一乃が怖いからだろう。

　この男、やはり基本がへタレである。

「そうしたら、宗司が見知らぬ女と腕を組んでるじゃない」

「……あ、ああ、それが？」

「それがですって！」

「ひいっ、なんだかわからないけどすいません、おれが悪かったです！」

「別に謝る必要はないわ。別に私は全然何一つ怒ってなどいないのだから。そう、私は冷静よ、いつもどおり氷のように冷静だわ。ただ少しだけ、そう、ほんの少しだけ、同じゲーム同好会に所属する人間としてそちらの随分と『親しげ』な、『女の子』たちは、宗そう司じと『どういう関係』なのか気になっているだけよ」

　と、一息にまくし立てた。

「……あれ？　キリカから聞いてなかったのか？」

　宗司は困ったような顔で、両腕の双子を見る。

　小さなポニーテイルを揺らして双子が一つ頷うなずく。

「紹介するよ。この二人は白しろ崎さきリリス──おれの妹だ」

「………………妹？」

　きょとんと、一乃が首を傾かしげる。

「そう、妹。二人とも名前がリリスだからちょっとややこしいけど、まあ気にしないでくれ、正直おれにも見分けがつかないんだ」

「……………………えっ？」

「キリカに伝言頼んだんだけどな、『今日は妹と出かけるから部室にはいけない』って」

「……………………えっ？」

　一乃は双子の顔を交互に眺めた。

　見るたびに色合いの変わる不思議な瞳ひとみで、顔立ちは宗司には似ていない。

　キリカとは少し違う方向性で二人とも可愛かわいらしく、色の変わる瞳と小さなポニーテイル、髪型から顔立ち制服のチョイスまで、妹っぽい感じだ。

「はじめまして、」

「白崎リリスです」

　一つの文章を半分ずつ言って双子はぺこりと頭を下げた。宗司の腕を抱いたまま。

「いつも兄さまが、」

「お世話になっています」

「いいえ、こちらこそ」

　答えながら、一乃はわけがわからず振り返った。

　デートだと吹き込んだのはキリカだ。

　一乃の後ろにいたはずのキリカはいつの間にかいない。

　遠くに物もの凄すごい勢いで遠ざかっていく輝くような銀髪が見えた。

　……逃げたようだ。

「……そう、そういうことなの」

　一いち乃のは皮肉っぽく唇を吊つり上あげた。

　見事に騙だまされた、否、遊ばれたわけだ。

「宗そう司じ、明日は部室に来るの？」

「行くつもりだよ」

「なら、また明日──私は少し、あの胸だけ銀色女を殴り倒す用事を思い出したの」

　返事も待たず、一乃は全力疾走でキリカの背中を追いかけ始めた。

「沢さわ村むらキリカ！」

「アハハハ、バーカバーカ」

「よくも私を騙してくれたわね」

「ジョークだよ、ジョーク、面白かったー？」

「何一つ面白くないわ！」

「えー、わたしは面白かったよー？」

　言い争う二人の姿は、あっという間に見えなくなる。

「……なんだったんだ、あの二人？」

　宗司はぽかんとしてその背中を見送っていた。

「ところで兄さま、リリスはとても知りたいのですけれど、」

「あの女の人は兄さまとどういう関係なのですか？」

　ぎゅっ、と、何な故ぜか腕を抱く力が強くなった。

　心なしかリリスの視線が険しい。

「……リリス、ちょっと痛いんだが」

「本当に兄さまは鈍感な人ですね、」

「リリスはわざと痛くしているんです」

「あれ？　もしかして怒ってる？」

「あらリリス、リリスは怒っていませんよね？」

「ええリリス、リリスは全然怒っていません」

　とは言うが、宗司を見詰めるリリスの瞳ひとみは怒っているように、ついでに少し拗すねているようにも見えた。

「それで兄さま、最近帰りが遅いのは、」

「あの女の人と、何か関係があるんですか？」

「うおおおおお、ちょ、ちょ、マジで痛い、骨が、骨が軋きしむ音がする！」

「安心してください兄さま、骨が折れたらリリスたちが二十四時間、」

「愛情たっぷりの看護をしてさしあげます」

「愛があるなら、そもそも腕を折ろうとするなぁあああああ！」

　この後、宗司は妹たちに色々と問い詰められた。

　色々と苦労するが、とりあえず、骨は無事だった。




　その夜の話、二人のリリスはパジャマ姿でダブルベッドの上に並んで腰掛けて今日の放課後のことを話していた。

　風ふ呂ろ上りなのだろう、白い頰ほおは薔ば薇ら色いろに染まって、伸ばした髪を括くくるリボンもなくしっとりとシャンプーの匂においを漂わせている。

「ねえリリス」

「なにリリス」

「兄さまに近寄る雌犬が増えたみたいですね」

「沢さわ村むらキリカもまだ諦あきらめてないみたいですね」

「大変です」

「大変です」

「リリスが兄さまを守らないと」

「リリスが兄さまを守らないと」

　見るたびに色合いの変わる不思議な瞳ひとみをした鏡合わせの少女は呟つぶやく、

「だって、兄さまは、」

「リリスのものなんだから」

　どこか一いち乃のを、あるいはキリカを思わせる、揺らぐ炎を宿して。






日誌　十一　同好会最小の危機






　カレンダーはまだ六月なのに、その日の第三旧校舎はそこだけが真夏になってしまったように暑かった。

「本当に……洒落しやれにならん暑さだな」

　シャツの襟元を緩めて宗そう司じは呟つぶやき、第三旧校舎に入った。

　何か、地理の関係なのだろうか第三旧校舎（丁度、学園の一番外れにあるのだ）から少し離れれば暑さも和らぐのだが……いや、これは逆かもしれない。第三旧校舎に近付くと、一段と暑くなるのだ。

　宗司はいつものように部室のドアを開ける。

　むわりと、ドアを開けるなり熱気が顔に当たる。宗司は暑さにうんざりとしたように額を拭ぬぐう。ゲーム同好会部室は、ひときわ暑いようだ。

「悪い、遅れ…………た、ああ？」

　思わず目を疑った。

「遅いわ、宗司」

「やほー、ソージラブー」

　水着姿だった。

「どうしたの宗司、馬ば鹿かのように呆ほうけた顔をして、私の顔に何かついているのかしら」

　むしろ色々ないのが問題だ。

　冗談のように大胆なカッティングを施したビキニが一いち乃のの薄い体を、申し訳程度に覆っていた。長い黒髪が雪のような白い肌にひどく艶なまめかしい。

　宗司は助けを求めるようにキリカを見たが、こっちもひどい。

「ん、どしたのソージ？」

　スクール水着だった。

　銀髪少女のスクール水着とかある意味で物もの凄すごくレアな光景かもしれない。

　おまけにウエストに比べて胸が大きすぎるのだろう、胸の部分だけやたらとぱっつんぱっつんに強調されて今にもはちきれそうだ。

　露出度的には一乃よりマシなはずなのに、視線の置き場に物凄く困る。

「……ああ、えーと」

　二人とも水着姿であることを少しも気にしていないというか、あまりにも堂々としているというか、そもそも部室で水着とかありえないというか。

「いや、なんでもない。普通に考えてありえない光景を見ているだけだ」

　暑さのあまり幻覚でも見ているのかと、宗そう司じは目を閉じて首を振った。

「水着は幻覚じゃないわよ」

「……あん？」

　目を開ける。二人ともばっちり水着姿──どころか、二人してグラビアアイドル顔負けのやたらとボディラインを（一いち乃のは腰と脚、キリカは特に胸を）強調するようなポーズをとっている。

「────ッッッ！」

　暑さとは別の理由で宗司の顔が赤く染まる。狼ろう狽ばいの余り後あと退ずさりして、あまつさえ足を滑らせて間抜けに尻しり餅もちをついた。

「ふっ」

　一乃がいつものように、皮肉っぽく唇を吊つり上あげ長い黒髪をかきあげた。

「思春期真っ盛りの坊やには刺激が強かったかしら」

「同い年だ！」

「アハハハ、ソージ相変わらず可愛かわいいねー」

「うるさいわ！」

　怒鳴りながら立ち上がり、それでも水着姿で並んで立つ二人を微妙に直視できずに視線をうろちょろさせる。












「で、二人ともなんでそんな格好してるんだよ」

「暑いからに決まってるわ」

「暑いよねー、因ちなみに、この水着は衣装部から借りてきたものだから」

「衣装……部？」

「手芸部の中のコスプレ好きが立ち上げた同好会……いや、外部団体かなー。自分のところでも作る上に、参考用に色んな服を持ってるんだよ」

「そんな部があったのか」

「荒あら谷や学園って無駄に広いし無駄に生徒多いし、無駄にクラブとか同好会が多いからねー、探せば色んなのがあるよ」

「ふぅん」

　そういうものかと、宗そう司じは納得する。

「ところで宗司、一つ聞きたいのだけれど」

「……なんだよ」

　多少は、二人の水着に慣れてきた。

　何とかまあ、直視しても顔を真っ赤にして逃げ出したりしない程度には。

「どちらが好み？」

　ぴしり、宗司の動きが凍った。

　どう答えろというのか。

　右の眼球には一いち乃のが、左の眼球にはキリカが映っている。

　薄い体に張り付くような一乃のビキニも、やたらと胸が強調されているスクール水着も好きか嫌いかと言われれば……

「どっちも、好き、だけ……ど」

「玉虫色の答えね。あなたには決断力というものはないの？」

「ソージ、そういう答えはジョークにもならないよ」

　蔑さげすむように一乃が見下ろし、キリカが大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「おまえら、なんでそんな意味もなく張り合うんだよ」

　しかも間に挟まれるのは決まっておれだ、と、宗司の顔に書いてあった。

　この幸せ者は一度痛い目を見るべきなのかもしれない。

「なるほど、つまり宗司はこう言いたい訳ね」

　一人で納得したように、一乃が頷うなずく。

「待て、嫌な予感しかしない」

「もっと大胆なポーズをとれと」

「ポーズなんぞどうでもいいわ！」

「さっさと脱げということかしら？　とんだ鬼畜外げ道どうね、軽けい蔑べつするわよ宗そう司じ」

「おまえはどこまでもおれを最低の人間にしたいようだな！」

「ソージ……最低」

「うお、予想外の方向からも攻撃が来やがった」

「全部脱ぐとか、そういうのは、その……結婚してからにして欲しいな？」

「恥ずかしそうに言うな、本気でおれが全裸を要求してるみたいじゃねえか！」

「細かいことで五月蝿うるさいわね。いいから宗司はさっさと私たちにセクハラ的な要求をすればいいじゃない」

「だからしません、むしろおれがセクハラされてる側だろこれ」

「男っていつもそう、都合が悪くなると全部女のせいにするのよ」

「被害者ぶりやがったこの女ぁああああああああ！」

　ぽん、とキリカが一いち乃のの剝むき出だしの肩を叩たたいた。

「大丈夫だよイチノ、ソージを信じよう」

「そうねキリカ。私も信じるわ、宗司もいつか更生してくれるって」

「こんな時に限って結託しやがるこいつらわああああああああ！」

　二人はやたらと優しい眼まな差ざしで宗司を見る。

「信じてるよソージ」

「信じてるわ宗司」

「そろそろ泣くぞこら！」

「ソージ、その脅しは情けなさ過ぎないかな」

「うっせえよ」

　ぷいっと、宗司は顔を背そむけた。

「しかも拗すねたわね」

「ソージ、そんなんだと女の子と付き合ったとき困るよ？」

「漫画連載なら手を繫つなぐだけで半年ぐらいかかるタイプだわ」

「しかも作中時間でそれだから、現実の連載だと三年かかってるね」

「読者も痺しびれを切らして単行本を買わなくなるわね」

「やれやれだねー」

　そこまで言って満足したのか、二人はいつものように席についた。

　水着姿のままで。

　宗司ものろのろと、いつものように一乃とキリカの間に座った。

「宗司、あなたも着替えなさい」

「はいこれ、ソージの分だよ」

　キリカがひょいと男子用の海水パンツを放ほうる。

「おれもか！　つうか、なんのためにだ！」

「わざわざ、あなたが来るまで待っていてあげたのよ」

　一いち乃のが視線で窓を指す。

　宗そう司じは立って向こうを見る。

　第三旧校舎は荒あら谷や学園の一番外れだ、窓の向こうには生い茂る木々が見える。

　その少し手前、校舎の裏手にビニールプールが置いてあった。

「倉庫で見つけたわ、本当に色々あるわね」

「……ああ、なるほどね」

　やっと、水着の意味が理解できた。

「なんか深刻な嫌がらせでも始められたのかと思ったが、そういうことか」

　その発言に、一乃とキリカは顔を見合わせた。

「この男は、本当に駄目ね」

「アハハハ、救いようもなくダメだねえ」




　ビニールプールのサイズで泳ぐのは無理だ。

　三人揃そろって入ろうものなら、身動きも出来ないだろう。

「お風ふ呂ろみたいでいいじゃない」

「うん、そうだね、でもどうしてか僕は絶対嫌なんだね」

「ソージ、どさくさに紛れて触るチャンスだよ」

「はっはっはー、予想してたぞその反応は。だからおれは嫌なんだよ」

「さすが『セクハラの求道者ルール・オブ・アスモデウス』白しろ崎さき宗司……与えられるセクハラには興味がないということね、侮あなどっていたわ」

「ルビと字面で落差がひどすぎる！」

　それはさておき、ビニールプールではちゃぷちゃぷと水遊びぐらいしかできないのだが、割と楽しく、珍しく一乃とキリカも和やかに。

「ていっ、てりゃっ、とうっ」

「くっ、やったわね。このっ」

「アハハハ、まだまだよー」

　もはや奇跡的に和やかに遊んでいる。

　宗司はそれこそ風呂みたいにビニールプールに浸かって、外をくるくる回りながら水をかけ合って遊んでいる二人を眺めていた。

「……平和な光景だ、普通に平和な光景だ。もうなんか涙が出そうだ」

　ほろりと、妙な感動を覚えていた。

「…………これでもうちょっと目に優しい水着だったらな」

　そっと視線を逸そらす。

　二人とも、例の色々アレな水着のままだった。

　一いち乃のは相変わらず目のやり場に困るような大胆なビキニで、キリカは相変わらずぱっつんぱっつんのスクール水着だ。

　おまけにそんな格好で動いているものだから、一乃はいつ脱げてもおかしくないし、キリカの胸は薄い生地の向こうで窮屈そうに何度も形を変えて……

　しかも水に濡ぬれた一乃の黒髪が、キリカの銀髪が妙に艶なまめかしく肌に張り付いて…………

「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陳ちん烈れつ在ざい前ぜん、臨兵闘者皆陳烈在前、臨兵闘者皆陳烈在前──」

　平常心を養うために、九く字じを唱えてみた。

　そう、この平穏を崩さないために平常心だ！

　頑張れ宗そう司じ！

「アハハハ、この抉えぐれ胸ー」

「ふふっ、この牛胸女」

「胸に詰め物すればいいんじゃないかなー」

「重力に逆らえずに落ちていく時が見ものだわ」

「いいよねー、垂れる心配とかいらない人は」

「この──言わせて、おけば！」

　いつのまにか雲行きがおかしくなっていた。

「死になさい……その不愉快な胸と共に」

「キミこそ……来世では胸が膨ふくらむといいね」

　ぎりぎりぎりと、お互いの首を絞めあっていた。

「ちょ、おまえら、何してんだ！」

　慌てて宗司が二人をひっぺがす。

「けほっ、黙りなさい宗司、この女がこれ見よがしにあの不愉快に巨大な胸を誇るのが悪いのよ。あなたは聞いてなかったでしょうけれどね、この女は三度も『胸がきつーい』と私の目の前で言ったわ！」

「うわ、百パーセントの逆恨みだ」

「キリカの肩を持つというのね、この、宗司の巨乳！」

「どんな悪口ですか一乃さん！」

「隙すき有りっ」

　宗司が罵ののしられている隙に、キリカはビニールプールに水を入れたホースを摑つかんでいた。

「くっ」

　一乃の表情が歪ゆがむ。

　キリカは蛇口を全開まで捻ひねり、ホースの口を潰つぶし勢いを増した水流を一乃にぶつける。

　横っ飛びに水流を避よけるが、キリカのホースは一いち乃のを容易たやすく追尾する。

　逃げ切れない、そう悟った一乃は虚空に右手を突き出し──

「罪を焼け──」

「やめんかアホ！」

　ぺしんと宗そう司じに叩たたかれた。

「『煉獄カサルテイリオ』出そうとしただろおまえ！　水遊びで！」

「水遊び？　宗司、あなたはわかっていない──これは」

　ぎんっ！

　一乃の瞳ひとみが、強くキリカ（の胸）を睨にらむ。

「これは、女のプライドを賭かけた戦争よ」

「なんでそうなる！」

「ソージ……黙ってて、くれないかな」

　キリカも物もの凄すごく真剣な顔をしていた。

「今日こそ、あなたを倒す」

「違うよ、わたしがキミを倒すんだ」

「この世に存在する全すべての巨乳を倒せと、私の『煉獄カサルテイリオ』は叫んでいる！」

「憎悪に囚とらわれた貧乳の魂を『道化師の栄光バツトジヨーク』で解放してあげるよっ！」

　相変わらず目に毒な、大胆なビキニの一乃とスクール水着のキリカが睨にらみ合あい、火花を散らす。

「……もうどうにでもしてくれ」

　宗司は何もかも諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。




　五分後。

「……どうしてこうなった！」

　第三旧校舎の廊下で一人、宗司が叫んだ。

　海水パンツにウォーターガン、紙のたすきを肩からかけている。

　一乃とキリカも同じ格好で、同じく第三旧校舎のどこかにいる。

　何が始まったかというと、要するにサバイバルゲームだ。

　ウォーターガンその他を使い相手のたすきを奪う、もしくは溶かせば勝利。ただし異能は使用禁止で第三旧校舎の外に出たら即座に失格。

　因ちなみにたすきは自作で、ウォーターガンは例の倉庫から発掘してきた。あの倉庫はもう何でも有りだ。

「あーもう、面倒くさいな」

　やる気なさそうに呟つぶやいて、宗司は歩き出した。

　相変わらず、第三旧校舎は真夏のように暑かった。

　さっきまで外で暢気のんきに水遊びをしていたから余計に暑さを感じる……のかもしれない。

「に、したって尋常な暑さじゃねえな」

　第三旧校舎に灼しやく熱ねつの呪のろいがかかっていると言われても納得の暑さだ。

　一いち乃のかキリカを見つけてさっさと負けてしまおうと思っている宗そう司じの目の前を、

「……あん？」

　赤いペンギンがペタペタと横切っていった。

「…………なんでやねん」

　とりあえずツッコミを入れてみた。

「赤い子犬も相当ありえなかったけど、こっちはもっとありえねえだろ」

　ペンギンが宗司に気付いてこちらを向いた。

「ペーン？」

「ペンギンはそんな声で鳴かねえだろ！」

「ペンギーン」

「ペーンでいい、どんどんありえなくなってる！」

「ペン！」

「一応言っとくが、ペンでも変なんだぞ。つうか、なんだ、また『煉獄カサルテイリオ』か。あの赤い子犬に続いて赤いペンギンか、おまえは何番目だ」

「ペーン！　ペーン！」

「二番目……二番目、二番目ってなんだ」

　宗司は首を捻ひねるが、生憎あいにく思い出せない。まあいいかと、あっさり諦あきらめた。

「よし、おまえはペンギン二号だ」

「ペン！」

「で、何しに来た」

「ペンペン、ペン！」

「…………さっぱりわからん」

　当たり前だ。

「とりあえず、一乃のところに連れて行くか。ほれ、来い来い」

　膝ひざをついて、ペンギンを手招きする。

　ペンギンはペタペタとやって来て、宗司の手前で止まった。

「ん？」

「ペーン」

　あんぐりと口を開ける、と、

　ごおおおおおおおおおおおお──

　猛烈な勢いで火を吹いた。

「うっおわあああ！」

　転がって炎を避よける。

「ふ、普通に考えてこれはねーよ。なんでペンギンが火を吹くんだよ」

　宗そう司じは思わず乾いた笑いをあげた。

　その声に反応したわけでもないのだろうが、ペンギンがくるりと宗司に向き直りぺたぺたと歩き出した。

「ペーン」

　完全にロックオンされているようだ。

「……ちょ、ちょっと待て！」

「ペーン？」

　ぴたりと素直に止まった。

　その隙すきに宗司はダッシュで逃げた。

「ペーーーーン！」

　背後で何かペンギンが驚いてた。

「ふはははは！　所しよ詮せんはペンギン、人間さまの知能には敵かなわなかったようだな！」

　いや、別にそんな大した知略でもない。

「しかもあの短い脚では大した速度も出ないはず、一度引き離せば容易に逃げられる」

　走る足を止めぬまま、宗司は背後を見る。

　ペンギンは腹はら這ばいになって廊下を滑り、宗司に負けない速度で追いかけて来ていた。

「…………わお」

　呆ぼう然ぜんとしたのも一瞬、宗司は脚の回転を上げた。

　廊下を駆け抜けて、勢いを殺さず角を曲がる。

　ぽよん……と、そうプリンに顔面突っ込んだような感触が顔を包んだ。

　限りなく確信に近い予感と共に、恐る恐る視線を上げる。

　涙目のキリカがいた。

「ソ、ソージの、エロ大王っ！」

「お約束にも程があるっ！」

　ウォーターガンで思い切りぶん殴られた。

　地味に痛い。そしてウォーターガンは壊れた。

「ソージ、そういうのはちゃんと結婚してからだよ！」

「妙なところで純情だなおい！　普段の言動は結構あれだぞおまえも！」

「あれはイチノに張り合ってやってるだけなんだよっ！」

「そうだったんですか！　って、それどころじゃねえ！」

　お約束してる間に、ペンギンはとっくに追いついていた。

「ペーン」

　あんぐりと、ペンギンは口を開ける。

「うおおおおおお、やっぱりかああああああ！」

　強引にキリカを抱き上げて、宗そう司じは再び走り出す。

　間一髪、背中に炎の熱を感じる。

「ソージ、なにしてるのっ！」

「後にしろ！」

「あのペンギン、火を吹いてるよ！」

「それも後にしてくれ！」

　宗司の全力疾走に、ペンギンは相変わらずの腹はら這ばい滑りで追ってくる。

　キリカという重荷が追加され、宗司はさらに不利を背負い込んだ。

「くそっ、こんな時に一いち乃のがいれば」

　ぼやきながら、再びコーナーを曲がる。

「あら宗司」

　なんかいた。

「お約束再びだとっ！」

　宗司は学習能力を発揮、大きく回転して一乃への激突を回避。

「残念だったな、二度も同じ失敗はしないぜ！」

　何が残念なのかはともかく、そう叫んで宗司は抱えたキリカを一乃に放ほうり投げた。

「うわっ、ソージ、危ないよ」

「宗司？　あなた何を──ッ」

　突然渡されたキリカを一乃は受け止めた、は、いいが、支えきれずに尻しり餅もちをつく。

「くっ、重いわね」

「重くないよ！」

「重いのよ、特に胸が」

　密着状態で二人は早速罵ののしりあう。

「悪いが頼んだぞぉぉぉぉぉおおおお！」

　ドップラー効果を残しながら、身軽になった宗司は走り去る。

「……なんだというの？」

　さすがに不審そうな一乃の前を、

「ペーン」

　両の翼をぱたぱたさせながら腹這いで廊下を滑る赤いペンギンが通り過ぎて行った。

　きゅん。

　一いち乃のの胸が鳴った。

　ペンギンもストライクゾーンらしい。




　一方、逃げる宗そう司じはふと閃ひらめく。

「そうだ、階段！」

　階段ではあの腹はら這ばい滑りは使えない。

　即座に、一番近くの階段を駆け上った。

　案の定、ペンギンは階段の前で動きを止めた。

「ペーン」

　二本の脚でよちよち立って、ぴょんっ、と一段一段階段をジャンプして登……

「ペーーーーン！」

　三段目で足滑らして落ちた。

「なんか、おれが悪いことしてるような気分になってくるな」

　仰向けになって落っこちたペンギンは上う手まく立ち上がれないのか、羽をぱたぱたさせてもがいている。

「な、なんか申し訳ない気分になって来た……」

「ペンッ！　ペンッ！　ペンッ！」

　腹筋の動作で勢いをつけて、三度目でようやく立ち上がった。

　心なしか、ペンギンも疲れているように見える。

「…………大丈夫か、おまえ？」

「ペン！」びしりと、元気よく右の羽を上げた。

　大丈夫っぽい。

　しかし再び階段に挑戦はしないらしく、ペンギンはあんぐりと口を開けた。

「うおい、待ておまえ……くそっ」

　何をするつもりか理解した宗司の顔が蒼あおざめ、跳んだ。

　ペンギンが吐いた炎を避よけるだけなら難しくない。だが、そうなれば木造の第三旧校舎は確実に火事になる。

　下へ手たを打てば、ゲーム同好会の部室が消える。

　そう思った瞬間、宗司の脳裏に、いつも遅れていく宗司を部室で待っている一乃とキリカの姿が浮かんだ。

「させねえよ！」

　同好会を守るため、宗司は身を挺ていし、今にも火を吐かんとするペンギンに飛び込む。

「ぺんっ！」

　この動作は予想外だったのか、ペンギンはわたわたぺたぺたとダイブしてくる宗司を避けようとする。

　どすんっ！

　ペンギンに避よけられ、宗そう司じは廊下で思い切り腹を打ち肺の空気が一気に抜ける。

　きゅぴん、ペンギンは瞳ひとみを輝かせその隙すきを逃すまいと口を──

「宗司！」

「ソージ！」

　声と足音、相変わらず水着姿のまま一いち乃のとキリカがこちらへと走って来た。

　既に、一乃は『煉獄カサルテイリオ』を、キリカは『道化師の栄光バツトジヨーク』を持っている。

「おせえよ、あいつら」

「ペーーーーン！」

　宗司は苦しげに呻うめく、ペンギンは驚きよう愕がくに叫ぶ。

　ペンギンは露骨にうろたえ、やって来る一乃たちとこちらを交互に見ていたかと思うと腹はら這ばいになり滑って逃げ出した。

「ソージ、大丈夫っ！」

「っつう、ああ、大丈夫だけど頼む、そっちのペンギンを捕まえてくれ！」

「任せなさい。いかに愛らしいペンギンでも──」

　一乃は燃える槍やりを構え投とう擲てきの姿勢を取り、硬直した。

　宗司も気付く、一乃の『煉獄カサルテイリオ』では、ほとんど何をしても第三旧校舎を焼いてしまう。

　一乃では、地道に走って追い詰めて捕まえるしかない。

　ぽん、キリカが一乃の肩を叩たたいた。

「火を吹くペンギンなんて『悪い冗談バツトジヨーク』にも程があるよ」

　キリカは地面を蹴けり跳躍し、空中で『道化師の栄光バツトジヨーク』を使い背に翼を生やす。

　ぶわりと大きく羽ばたき、キリカは空を滑るように加速する。

　スクール水着のおかげで空気抵抗が……減ってるのか、それとも元々キリカの方が速いのか、あっというまに先を行くペンギンに追いついた。

「よーし」

　上から覆いかぶさるように、キリカが手を伸ばす。

「ペンッ！」

　廊下を滑っていたペンギンは、左右に素早く蛇行しキリカの手を避けた。

　が、それはフェイクだ。

　ペンギンがキリカの手を避けた次の瞬間を狙ねらい、目にも留まらぬ速さでペンギンを絡めとった。

「はい、捕まえたー」

　着地して翼を収め、両手で胸に埋うずめるように赤いペンギンを抱きかかえる。

　最初はじたばたしていたペンギンもすぐに大人しくなった。




　無事ペンギンを捕まえた宗そう司じたちはさすがに疲れ、部室に戻って外の自販機で買ってきた冷たいジュースで休んでいた。

　相変わらず水着姿なのがシュールだ。

「……ま、予想通り、このペンギンも『煉獄カサルテイリオ』だったわけだ」

　犬とペンギンは揃そろって姿見の前に立ち、不思議そうな顔をしていた。

　因ちなみにペンギンの首には『反省中』という札がかけてある。

　その光景だけ見ていれば微笑ほほえましい。

「まったく、我ながら謎なぞの多い異能だわ。いつのまに外に出てきたのかしら」

「頼むから、もう少し自分の異能を管理してくれ」

「他ほかの五つの罪も可愛かわいい動物になってくれたら素敵だと思わない」

「思わねえよ！」

「アハハハ、まー、異能のことなんて実際よくわからないもんねー」

　そもそも一いち乃のたちが水着を着てウォーターガン振り回す破は目めになった第三旧校舎の異常な暑さも、ひょっとしたらペンギンのせいだったのかもしれない。

　いつのまにか、外の暑さと大して変わらないレベルになっていた。

「ビニールプールも片付けないといけないわね」

「水着も衣装部に返しに行かないといけないかな」

「洗濯が先でしょう……いっそ買い取るというのも手ね」

「それは悪くないアイデアかもだね」

「部室にはエアコンもないのだし、今日のように暑い日に着れば悪くないわ」

「なるほどー、ソージも喜ぶね」

「あん？」

　言われて、思わず二人の水着姿をしげしげと眺めた。

　もう慣れたが、やっぱり目のやり場に困る二人の水着姿だ。

　似合っているというなら似合っている。

　可愛いかと問われれば可愛いだろう。

　正直心が弾むかと訊きかれれば超弾むと答えたい。

　だって宗司も健全な十六歳男子だから。

「……いや、色んな意味で心臓に悪いから止やめてくれ」

　特に部室で見るのは心臓に悪い。せめて海かプールで着て欲しい。

　何かの間違いで教師とかに見られたら、凄すごく危険な気もする。

「そう、詰まらないわね」

「ぶーぶー。ソージのバーカ」

「詰まらないとか言われても困るんだが……」

「素直にならないと、もっと過激な水着を着るわよ」

「似合ってるし可愛かわいいし、正直嬉うれしいけどやめてくれ、目のやり場に困る」

「うわー、素直に答えたねソージ」

「おまえらは本気でやりかねないからだよ！」

「サービスは大切だもの」

「他ほかでやってくれ、頼むから！」

「嫌よ」

「嫌だねー」

　馬ば鹿かを見るような目で、即座に否定された。

「誰だれ彼かれ構わず肌を見せるような破は廉れん恥ちな女だと思われるのは心外だわ」

「全くだよ、ソージは本当にわかってないねー」

「……おれにはおまえらが何を考えてるのかがわからねえよ」

　宗そう司じは頭を抱えた。

「宗司を玩具おもちやにして遊んでるだけよ？」

「右に同じー」

「あーそーですかー、そーですかー。へっ、もう好きにしろよ」

　やさぐれた。

「そう、なら遠慮しないわよ」

「やったー、好きにしていいんだねっ！」

「やっぱ勘弁してください。凄すごい悪寒がしました」

　ひょっとしたらおれは一生この二人には頭が上がらないんじゃなかろうかと、そんなことをふと思った。




　時間は過ぎて帰り際。空が茜あかね色いろに染まり始めた頃ころ。

　部室には一いち乃のとキリカだけがいた。水着からいつもの制服に着替えるためだ。

　大胆なカッティングのビキニから、赤と桜色のセーラー服に。

　スクール水着から、リボンタイのブレザーに。

　二人は背中を向けて、互いを見ないように着替えている。

「キリカ」

　着替える手を止めずに、一乃が呼ぶ。

「んーなに」

　同じく、キリカも応じた。

「ペンギンを捕まえてくれてありがとう、助かったわ」

「どういたしまして。まー、気にしなくて良いよ」

「意外ね、ここぞとばかりに威張るかと思ったのに」

「アハハハー、それも悪くないけどねー」

　少しの沈黙を挟んで、キリカは続きを言った。

「仲間だから、かな」

「……そう」

「もちろん、イチノのことは気に入らないし、ソージはわたしのものだと思ってるよ」

「安心なさい。私もあなたのことは嫌いよ」

　くるりと、二人が振り返る。

　丁度、下着まで着替えたところだった。

　一いち乃のはキリカの胸に視線が行った。

　キリカは一乃の腰に視線が行った。

「……何を食べたらあんなに大きくなるのよ」

「細いなあ……どういうダイエットしたらあんなにスリムになるんだろ」

　ぽつりと、半なかば胸中で、互いに聞こえないほどの小声で呟つぶやく。

「宗そう司じもああいうのが……」

「ソージはああいうのが……」

　ぽつりと、やっぱり互いに聞こえないように呟いたかと思うと、

「あなたみたいな胸だけ女に仲間扱いされるのは心外だわ！」

「こっちこそ、キミみたいな胸すらない性悪を仲間なんて気の迷いにも程があったよ！」

　急にむかついてきたのか、敵意を込めた視線を向け虚空に右手を伸ばし──

「罪を焼け──」

「空笑え──」

　がらんっ！

「やめろこのアホ二匹が！　せめて結界……張って…………から、に、してくれません、でしょうか」

　ドアを開けて二人を制止しようとした宗司の顔が、空よりも余程に早く赤く染まる。

「……」

「……」

　着替えの真っ最中、下着姿の一乃とキリカは、右手を伸ばしたまま揃そろってドアを開けた宗司を見ていた。

　珍しくも、ぽかんとしていた。

「これはねーよ、つうか、お約束過ぎるだろうが」

　がらり。

　静かに、宗そう司じはドアを閉めた。

「……」

「……」

　まだフリーズしている二人の耳に、廊下を走って逃げる音が聞こえる。

「……はっ！　いけない、こんなことをしている場合じゃないわ」

「そうだよっ、着替えてソージを追いかけないと！」

「冷静に思い出せば、あのヘタレ、私とキリカの二択では常に答えを濁していたわ。苛いじめるついでにそのあたりを問い詰めてあげないと」

「イチノには絶対負けないよっ！」

「同じ言葉を返すわ」

　二人は一度睨にらみ合あい、ふんっとそっぽを向いて大急ぎで制服に着替える。

　一いち乃のが赤と桜色のセーラー服を纏まとったのと、キリカがリボンタイのブレザーを着たのはほぼ同時、ドアを開けて廊下に出たのもほぼ同時、

「宗司、待ちなさい！」

「ソージ、待ってよー！」

　宗司を追いかけて、走り出したところまでも同時だった。






日誌　零　『煉獄』──ごく個人的な世界の終り──






　世界の全すべてを焼き尽してもまだ足りないと、彼女の赤い瞳ひとみが吼ほえていた。

　彼女──クラスメイトの森もり塚つか一乃の背後には巨大な炎が煌こう々こうと燃え盛る。

　月のない夜空を焼くように、儀式の始まりを告げ出るように、あるいはそれこそクリスマスツリーのようにもみの木が燃えていた。

　小さな公園だ。今燃えているもみの木ぐらいしか特徴がない。

　そんな場所に、たまたま、宗司は通りすがってしまった。

「……見たわね」

　抑えた声こわ音ねとは裏腹に彼女の瞳は燃え、その息は荒い。

　あるいはいっそ、森塚一乃の形をした獰どう猛もうな獣のようだった。

　一乃の発する威圧感に息苦しさを覚え、宗司はシャツの襟元を緩める。

　それでも奇妙に、今の彼女から視線が逸そらせなかった。

　一乃の長い黒髪が風に揺れていた。

　燃え盛るもみの木の赤さが、彼女の姿を闇やみから照らし出していた。

　黒いセーラー服、白い指先が握るのはジッポライター、足元には空のポリタンク。

「私が、燃やしたのよ」

　皮肉っぽく、否、まるで猛獣の威い嚇かくのように一いち乃のが唇を吊つり上あげた。

「あなた、知ってるわ。同じクラスね、確か、白しろ崎さき……」

「白崎宗そう司じだ……」

　戦慄おののく声で、宗司はようやく、それだけ言えた。

「白崎宗司、あなたがとても可哀かわい想そうだわ」

　カチン、一乃がジッポライターの蓋ふたを開く。

「私の食事の邪魔をしてしまうなんて、とても可哀想」

「食、事？」

　疑問の呟つぶやきに応こたえず、一乃はジッポライターで火を灯ともし、そして、唱える。

「我が根源、我が世界、我が魂──顕現せよ『煉獄カサルテイリオ』」

　言葉と共に結界が発動し一乃を中心として、炎風が吹き荒れる。

　轟ごう々ごうと吹き荒れる炎風が、このもみの木の燃える小さな公園を塗り替える。

『煉獄カサルテイリオ』、赤で覆われた無限の荒野、一乃の世界。

　驚きよう愕がくに目を見開きながらも宗司は絶句し、燃える荒野で立ち尽くす。

「これで、あなたは逃げられない」

　彼女は流れるような動作でジッポライターを収め、空いた右手を虚空へ伸ばす。

「殺しはしないわ──けれど、死ぬほどの恐怖をあげる。ここで見た全すべてを誰だれかに話したいなどと思えないほどに」

　凍りついた風のように冷たい声に背筋を震わせ、宗司は思わず叫んだ。

「待ってくれ、おれは誰かに話したりなんてしない！」

「私は他人を信用しない」

　それ以上の会話を拒むように一乃は告げて、そして続ける。

「罪を焼け──」

　虚空に突き出した右手の周囲に赤い光が灯り、

「赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

　一乃の右手は虚空から燃える炎の槍やりを取り出し握る。

「ちょ、ちょっと待て！」

　制止する宗司を無視し、一乃は腰だめに槍を構えた。

「『煉獄カサルテイリオ』よ、第六の罪を焼け──《暴食蹂じゆう躙りん》」

　たんっ！　叫び、一乃が大地を蹴ける。

　槍の穂先で燃える炎が膨ふくれ上がり、繭まゆのように一乃を包む。

　だがそれは繭まゆではなく、炎は槍やりを構えた一いち乃のを核として象ぞうを模す。

　戦車の如ごとき勢いで、進行方向にある全すべてを蹂じゆう躙りんせんと炎の象が突進する。

　掠かすめただけで、人間など吹き飛ばされてしまうと宗そう司じの本能が理解していた。

　問答無用の一撃に対して宗司は、

「零ぜろに還かえれ──」

　ただ、手を伸ばす。

「永と遠わの永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』」

　その両手には、一瞬前までなかった白手袋がはまっていた。

　炎の象に、白手袋──『零白夜ラスト・エレメント』の右手が触れる。

「あなた、私と、同じ……」

　今度は、一乃が驚きよう愕がくを顕あらわにする番だった。

　炎の象は宗司の手に触れて、それ以上ぴくりとも動かなくなる。

「なあ、話ぐらい聞いてくれよ」

「嫌よ！」

　叫び、一乃は槍を振り上げ、思い切り殴りつけ──ようとしたのだろう。

　振り上げたまま、一乃の体がぐらりとよろめく。

　ぽすん、と、まるで宗司の胸に落ちていくようにして一乃が倒れこむ。

「お、おい、森もり塚つか！」

　慌てる宗司は、そのままずり落ちていきそうになる一乃の体を支えた。

　腕の中の一乃の体は細く、長い黒髪からは淡い花の匂においがして、こんな場合だというのに少し宗司はどきりとする。

　だが、すぐに何か様子がおかしいことに気付いた。

「……森塚？」

　返事はなく、ひゅー、ひゅー、と今にも消えそうな吐息が聞こえる。

　その顔を覗のぞき込こめば、ただでさえ白い肌がますます白い。

　吐息はか細く、体は冷たく、裏腹にぐっしょりと汗を搔かき蒼そう白はくの肌に黒いセーラー服がぴったりと張り付いていた。

「おい、森塚、しっかりしろ！」

　呼びかけると、一乃の赤い瞳ひとみに僅わずかに意識の光が灯ともり、赤い唇が震える。

「………………おなか、すいたよう」

　子どものように、一乃が呟つぶやく。

「火が、食べたいの……『煉獄カサルテイリオ』が、おなかが、すいてるの」

　不可思議だ。しかし宗司は疑問を挟まず一乃のポケットをまさぐりジッポライターを取り出し、慣れない手つきで火を灯した。

　一いち乃のの口元に火を運ぶが、炎は一乃の僅わずかな吐息に揺らぎ、口元から外れてしまう。

　そのか細い吐息が苦しげに聞こえる。

「待ってろ、すぐ食わせてやる」

　宗そう司じはジッポライターの炎に白手袋の手で触れる。

　炎の揺らぎが、停止、した。

　固形になったように停止した炎を白手袋の指先で移し、宗司は一乃の赤い唇を割って、その咥こう内ないに指をいれる。

「ん……んっ」

　鼻に掛かった声、蛇のように一乃の舌が絡みつき、白い喉のどが僅かに反って嚥えん下かする。

　宗司が指を引き抜くと、一乃の肌の異常な白さが僅かにやわらいだ。

　それを繰り返すごとに一乃は回復して、そして、もう充分に満たされたのか、

　いきなり眠り始めた。

　同時に一乃の張った結界が解け、燃える荒野が夜の公園に戻る。

「……大丈夫、だよ、な？」

　おなかがいっぱいになったから眠くなった。それだけの話なのかもしれない。

　だが、その静か過ぎる寝顔は白い肌と相まってどこか屍しかばねめいた異端の美び貌ぼうを思わせる。

　宗司は何となく不安になり、一乃の唇に耳を寄せる。

　規則正しい寝息にひとまずは安あん堵どして、そして、公園の未いまだ煌こう々こうと燃え続けるもみの木に視線を向けた。

　折悪しく、あるいは、運良く、遠くから消防車のサイレンが聞こえた。




　一乃を背負って宗司は夜道を歩いていた。もみの木が燃える公園からは既に遠く離れていた。変わりに、一つ困ったことがあった。

「こいつ……どうすりゃいいんだ」

　宗司は肩越しにちらとその寝顔を見る。変わらない静か過ぎる寝顔、僅かにそよぐ長い黒髪からは淡い花の香りがして、背中に感じるのは彼女の体温。

「家は知らねぇし、おれの家に連れて行くってのも……なんかなあ」

　溜ため息いきを一つ吐ついて、宗司は視線を戻す。

　公園から遠ざかるだけを目的に適当に歩いていたが、結局、宗司は自分の家へと方向を修正した。

　夜風と、長い黒髪から香る淡い花の匂においに撫なでられて歩くうち、

「屈辱ね、復ふく讐しゆうしてやりたいわ」

　冷えた声が耳元で囁ささやいた。ぞくりと背中が粟あわ立だったのは恐怖よりむしろ、耳の中に息を吹き込むように囁かされたせいだ。

「おまえ、助けられといてその言い草か」

　激しくなる鼓動を誤魔化すように、声だけはいつもどおりで宗そう司じは答えた。

「あなたが勝手に助けたのでしょう」

「そりゃまあ、そうだけどな」

　その言い草には、宗司も苦笑するしかなかった。

「あなた、変な人ね」

　宗司の背中にもう少し体重を預けて、一いち乃のが囁く。

「おれは至って普通の人間だと思うが……」

「普通の人間は、問答無用で武器を向けてきた相手を助けたりしないわよ」

　背中に負われて身を寄せる一乃は、肩の上に顎あごを乗せて宗司の顔を覗のぞき込こむ。

「……どうして？」

　赤い瞳ひとみで見詰められて、宗司は少し振り向き困ったような顔をする。

「そうはっきりした理由があるわけじゃないんだが……まあ、強しいて言えば、力になりたいと思ったからだな。おれも物心ついた頃ころから『零白夜ラスト・エレメント』と付き合ってきたんだし何か力になれるだろ」

　お人ひと好よしな答えを嘲あざけるように一乃は瞳を細める。

「『煉獄カサルテイリオ』の代償は火喰くい。文字通り、私は定期的に炎を食べる必要がある」

　囁く言葉には、皮肉と自じ嘲ちようの響きがあった。

「一度、飢えに襲われるともう見境がなくなってしまう。大きな、大きな美お味いしい炎を食べたくて仕方がなくなるの──それで、あなたはどうしてくれるの？　私の代わりに食事を用意してくれるとでも言うの？」

「そうして欲しいなら、そうするさ」

「正気？　放火は立派な犯罪で、結構な重罪なのよ」

　言われて、宗司はもっと困ったような顔をする。

「おれだって犯罪は嫌だよ。けど、このまま放っておくのはもっと嫌だね」

「優しいのね、ただ似たような力をもっているというだけの相手に」

　隠そうともしない言葉の棘とげ。

「私は誰だれも信じない」

　宗司の背中で、一乃が囁ささやく。

「もうとっくに、信じ方なんて、忘れたわ」

　ぎゅっ、と一乃の手に力がこもる。

「こんな化け物みたいな力だけで、私はもう精一杯なのよ」

「おまえが化け物なら、おれも化け物だな」

　頑かたくなに拒もうとする一乃の心が分からないといえば、噓うそになっただろう。

　宗そう司じも一歩間違えばそうなっていたかもしれない。

「そこにあるものは、そこにあるものでしかない。大事なのは付き合い方だ──って、おれの親父おやじは教えてくれたよ。問題の多い親父だけど、この台詞せりふだけはありがたかった」

　異能者は孤独だ。その本質は異端だ。

「偽善者ね」

「知ってるよ」

「くだらない誤魔化しも、馴なれ合あいも結構、私は一人でいいわ」

　宗司に背負われてそう告げるのは、強がりでしかない。

　多分、お互いにそれはわかっていたのだろう。

「……いつまで私を背負っているつもり、さっさと下ろしなさい」

「嫌だ。このまま家まで送るから場所教えてくれ」

「嫌よ。あなたに送ってもらいたくなんてないわ」

「じゃあ、おれの家まで連れて行くぞ」

「…………ッ、この卑ひ怯きよう者もの」

「もう好きに言えよ。で、おまえの家、どっちなんだ？」

「次の角を、右に曲がりなさい」

　呆あきれたように宗そう司じが訊きいて、どこか自や棄けになったように一いち乃のが答えた。












　一いち乃のの家は荒あら谷や学園の麓ふもとにほど近い、単身者用のワンルームマンションだった。

　部屋のドアの前で、一乃は宗そう司じの背中から下りて何も言わずにドアを開けた。

　そのまま挨あい拶さつもなく部屋の中に消える、その直前だった。

　半なかばまで部屋の中に体を入れ、ドアを閉める直前に一乃は振り向き、

「あなた、私が好きなの？」

　赤い瞳ひとみでじっ、と宗司の顔を見詰めて問うた。

「はい？　そりゃ別に、嫌いじゃないが……？」

「あらそう」

　じっ、と一乃は宗司の顔を見上げて。

「さようなら」

　バタン、ドアを閉めた。

　一乃の長い黒髪から香る淡い花の匂においだけが、ほんの少しそこに残っていた。

「……え？　何だったんだ？」

　目の前で閉められたドアを眺めたままぽかんとしていたが、そのうち首を捻ひねりながらその場を去った。

　そして一乃は、

「……行った、わね」

　ドアのすぐ向こうで、靴も脱がず灯あかりもつけずドアに張り付いて耳を澄ましていた。

　宗司の足音が遠ざかって、ドアから体を離し一乃は長い黒髪をかきあげて息を吐く。

「何が、普通よ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうしようもなく、変な、馬鹿じゃない」

　彼女の視界には真っ暗で何も見えない自分の部屋が──誰だれもいない部屋が広がっているのに、実際に一乃が見ていたのは脳裏に浮かぶ宗司の姿だ。

「何が、力になりたいよ。下らない、馬鹿馬鹿しい」

　そう彼女は自分に言い聞かせるように言いながら、ドアの脇わきの洗面所に飛び込んで鏡を睨にらみ付つけた。

「なのにどうして、私はこんなに揺れているの」

　鏡の中の自分の姿を、拒絶するように、強く、睨む。

「さっきの帰り道だってそうよ、目が覚めた時点で無理矢理にでも背中から下りればよかったのに、しがみついていた。家まで送ってもらう必要なんてなかったのに、送ってもらった。少し優しくされたからって舞い上がって、あなたは何をしているの森もり塚つか一乃、これじゃあ、私が、まるで──」

　一瞬、彼女の表情が崩れた。

「まるで、普通の女の子のようじゃない」

　しん、と、静まり返った暗い部屋は一いち乃のの声を吸い込んで消してしまう。

　今更のように、己おのれの孤独を自覚する。

「『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗そう司じ……」

　長い沈黙があって、ぽつりと一乃は呟つぶやいた。その呟きもまた闇やみに消える。

　──どくん、不意に心臓が、『煉獄カサルテイリオ』が魂の内で鳴った。

　森もり塚つか一乃が白しろ崎さき宗そう司じを、『煉獄カサルテイリオ』が『零白夜ラスト・エレメント』を求めるように。

　欠落を埋める欠片かけらを見つけたように。

　何か新しいものが、そこから目覚める予兆のように。

　蠢うごめく。

　ただ無意味に、ただ、そこにあった『煉獄カサルテイリオ』が。

　生まれたての子どものように震える。

「そうね」

　それはまるで、一乃を駆り立てるような胎動。

「何かが変われば、何かが分かるかもしれない」

『煉獄カサルテイリオ』が求める。そして、森塚一乃もまた求めている。

「たとえ、何も分からなかったとしても」

　宗司の姿を脳裏に浮かべて、長い黒髪をかきあげて、一乃は振り返り鏡に背を向ける。

　ワンルームマンションの一室、真っ暗な一乃の部屋、暗すぎて何も見えない。

　ただの、闇。

「力になると、言ってくれたわね、あなたは」

　このごく個人的な小さな世界が、終わるのならば──そう願って、

「なら、私をどこかへ、連れて行って──」

　彼女は闇の中で宗司の名前を呼んだ。

　そして『煉獄カサルテイリオ』は『零白夜ラスト・エレメント』を──




　翌日の昼休憩、宗司は一乃に手紙で呼び出された。

　第四校舎の裏手にある人ひと気けのないベンチの傍そばだった。

　宗司が行くと、彼女は既にいて、黒のセーラー服姿で長い黒髪を風に揺らしていた。

　風に乗って僅わずかに香る淡い花の匂におい。宗司が一乃の前に立つ。

「よう森塚、何の用だ？」

　じっ、と赤い瞳ひとみで宗司を見詰めて一乃は答える。

「あなたを、信用しないわ」

　そして、続ける。

「でも、信じられるかもしれないとも思ったのよ、だから──」

　一いち乃のは黒いセーラー服から、紙切れを取り出し突きつけた。

「だから、契約をしましょう」

　まるで魔女の契約書のように差し出されたそれは、同好会の入会届けだ。

「ゲーム、同好会？」

　宗そう司じは怪け訝げんそうな顔をして、一乃を見た。

「期間は私とあなたが学園を卒業するまで。私はあなたと、あなたは私と一緒にいる。ゲーム同好会に意味はないわ、私とあなたが一緒にいて不自然でない理由を作っただけ」

　一言一言、確認するように宗司をじっと見詰めて彼女は言う。

「契約が終わるまでに、私に、あなたのことを、信じさせて」

　じっと、一乃の赤い瞳ひとみを見詰め返したまま宗司は黙って聞いている。

「もしも、あなたを信じたなら──」

　一乃は口を閉ざして長い黒髪をかきあげた。

「私をあげるわ。私にできることなら、どんなことでも、なんだってしてあげる」

　まるでゲームに誘うようなその言葉に、きっと、偽りはない。

　宗司はそう感じ、一乃が本気であることを理解する。

「……森もり塚つか、おれは」

「名前で呼びなさい。名字は嫌いなのよ、代わりに私も宗司と呼ばせてもらうわ」

「おれは、一乃の力になりたい」

　ペンを取り出して、宗司は一乃の差し出す入会届けに、

「だから契約を結ぶよ」

　サインをした。

「よろしく、一乃」

「……よろしく、宗司」

　一乃はサインのされた入会届けを胸に抱いて、

　普通の十六歳の女の子のように、

　とても可か憐れんに、少しだけ恥ずかしそうに、

「えへっ」

　初めて──笑ってくれた。






あとがき、そしてある日の編集と作家のやり取り。






「次は日常系のコメディなんてどうですかね」

「ほう、嵐の夜に生まれし黒翼の（中略）たる我輩に日常系を書けと？　クックックッ──いやそれマジ無理っすよ。そんな武器も異能も二つ名もない世界を書けなんて、それは魚に空を飛べと要求するようなものですよ？」

「なら、武器も異能も二つ名も出てくる日常系にしましょう」

「おまえ天才じゃね？」

　結果、出来上がったのがこの『おれと一いち乃ののゲーム同好会活動日誌その１　ごく個人的な世界の終わり』です。

　ジャンルは日常系ラブコメ異能バトル。

　ゲーム同好会なのにゲームシーンよりコスプレシーンのが多い辺りが新機軸。

　タイトルがやたらと長いのもチャームポイント。略称は一乃さん。と思ったら↓のほんたにさんと嚙みあってません。

　全体的にゆるい話ですが少しでも楽しんでもらえれば幸いです。

　では恒例の謝辞を。読者の皆さん、イラストのほんたにかなえさ──あ、行数ねえや。


二〇一〇年夏『犬とペンギンマジ可愛かわいい、もはやヒロイン』葉は村むら哲てつ
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